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　　　　　プロローグ







　機き械かいを操そう作さして、目的の商品を探す。それはすぐに見つかった。

　タッチパネルで商品を指定して、間もなく金額が表ひよう示じされる。僕は財さい布ふを取り出して中を見た。千円札が四枚。とても足りない。

　でも、僕にはこれが買える。今、お金を持っていなくても、買い物をする方法がある。

　財布からカードを取り出して、機械に差し込む。

「…………」

　やがて僕は、目的の商品を手に入れた。

　買った物をすぐにバッグにしまって、足あし早ばやに僕はそこを立ち去った。別に悪いことをしているわけじゃない。普通に買い物をしただけだ。だけど、何な故ぜか心しん臓ぞうは高鳴っていた。

　これから向かう先は決まっている。そこで何をするかも決まっている。

　仕方ない。

　これでいいんだ。

　僕は、間違っていない。




　　　　￥　　　　￥




　日ひ頃ごろから節せつ約やくを意い識しきし、慎つつましい生活を送っている勇ゆう司じの朝は、弁べん当とう作りから始まる。少し前までは行きがけにパンを買って昼食にしていたのだが、ゴールデンウィーク中に二回もテーマパークに行ったせいで財ざい政せいが一気に傾いたのだ。現在は、カットできるものは片かたっ端ぱしからカットするというテレビ企き画かくのような状態になっている。

　が、今け朝さはいつもと違った。

『おはよう。今日きようはお弁当作ってこなくてもいいよー』

　というメールが、会社の上じよう司しである澄すみ花かから送られてきたのだ。

　文面をそのまま受け取るならば、どこかのお店に連れて行ってくれるのだろう。入社して初めてのことだが、彼女の気まぐれということは十分にあり得る。

　とりあえずメールを信じることにして、勇司はおにぎりを作る予定だったご飯はんを冷れい凍とうし、スーツに着き替がえて出社した。

　今朝のメールについて澄花に訊きいても答えてもらえず、何をご馳ち走そうしてくれるのだろうと色いろ々いろ考えているうちに午前の業ぎよう務むが終わろうとしていた。

「澄すみ花かさん、そろそろ教えてくれても……っと、はい、管かん理り課かの菱ひし見みです」

　話しかけた途と端たんに内ない線せんが鳴った。

『菱見くん？　総そう務むなんだけど……』

　どこか困こん惑わくしたような声こわ色いろの総務課の先せん輩ぱいは、電話越ごしに用よう件けんを告げた。

「……澄花さん」

「お、届いた？」

　受話器を置いた勇ゆう司じに、お腹なかを空すかせているらしい澄花は目を輝かせて訊きいてくる。

　今日きようの昼ご飯はんって。

「ピザ頼んだんですかっ！」

「いやー、急にピザ食べたくなることってあるじゃん？」

　あるけども。

　いや待て。会社に宅たく配はいピザを頼むのが非ひ常じよう識しきだなんて誰だれが決めたというのか。勇司だけがおかしいと感じているだけであって、世のサラリーマンは頻ひん繁ぱんにピザを頼んでいるのかもしれない。なんといっても自分はまだ入社一ヶ月の新人なのだ。社会人の常識を語るには早すぎる。

「一いち応おう言っておくけど、こんなことするのウチの会社じゃ澄花くらいよ」

　向かいの席に座る莉り奏そ奈なは、ため息と共にそう言った。

「……やっぱりっすか」

　さすが澄花である。そして素直な気持ちを言うのなら、すごく食べたい、ピザ。

「じゃあ私がピザ受け取ってくるから、勇司くん……わかるよね」

　試される部ぶ下かとしての判はん断だん。勇司は迷わず答えた。

「はい。コーラ買ってきます」

「うんっ。君が正社員になる日も近いね」

　澄花は満足そうに頷うなずいた。コーラを買って正社員になれるのならいくらでも買う。

「…………」

　自動販はん売ばい機きでコーラを三本買いながら、勇司は思った。

　染そまってきたなあ、自分。







　　　　　１







　ちなみに澄すみ花かが頼んだピザの匂においは周囲に広がり、「おい、ピザが食べたくなったぞ。どうしてくれるんだ」「むしろ俺おれらも頼めばよくね？」「よし！　今から頼もうぜ！」「もう頼んだぞー」「課長……」「割わり勘かんだけどな」「課長……」というような苦く情じようが寄せられることになった。みんなピザが食べたかったのだ。

　社内にチーズの匂いが漂う中、午後の業ぎよう務むが始まった。

　菱ひし見み勇ゆう司じが契けい約やく社員として株式会社ＫＴカードに入社して約一ヶ月。会社員として、社会人じんとしてはまだまだ未み熟じゆくで、毎日覚おぼえることがたくさんある中、最近一ひとつ知ったことがある。

　人は、怒りを抑えようとすると体が震えるのである。

『お前から借りたわけじゃねえだろうがよ！　こっちは払わないとは言ってないだろ？　それともアレか？　首くび吊つれって言うのか？』

「ですからそんなことは申もうし上げてないではないですか。ちゃんと返へん済さい計画を……」

『計画も何も金がねえんだからしょうがねえだろ！　もう切るぞ！』

「ですからっ……」

　勇司の声を遮さえぎり、不快な音と共に電話が切れた。

　このっ……。

　受話器を叩たたきつけたい衝しよう動どうに駆かられる。勇司が左手を振り上げたところで、隣となりに座る上じよう司し、三みつ井い澄花が口を開いた。

「はい勇司くん、深しん呼吸。吸ってー、吐はいてー」

「……はい」

　言われた通り、息を大きく吸って、吐き出す。同じことを三回繰くり返かえし、勇司は受話器をそっと戻した。

「落ちついた？」

「はい……すみません」

　震えがおさまったところで、勇司は今の会話を記録に残した。「返済計画を立てるよう依頼するも具体的な回答なし。先方より怒ど鳴なり声をあげ、通話終しゆう了りよう」と。もう一いち度ど電話をかけたところで、相手は出ないだろう。

「かなり大きな声だったね。私のところまで聞こえてたよ」

「今の人、最初からケンカ腰ごしでした」

　会話の途と中ちゆうからヒートアップしたのではなく、勇司が電話をかけ、社名を名乗った時点で向こうは半はんギレ状態だった。顔は見えないが、声でわかる。そして話を始めて数分で大声をあげるに至る。電話の相手がどこにいたのかはわからないが、もし外だったなら周りに今の怒ど鳴なり声をまき散らしていたことになる。

　勇ゆう司じの仕事は相手を怒らせることではない。返へん済さいが遅れている人に対して電話をかけ、時には直接会って面めん談だんをし、支払いをお願いするのが仕事だ。

　つまり「取り立て」である。漢かん字じ二文字で「督とく促そく」、四文字で「債さい権けん回かい収しゆう」。勇司は入社から毎日、この仕事をしている。

　株式会社ＫＴカードは、ビルの十六階にオフィスを構えるクレジットカード会社だ。使っているいないはともかくとして、社会人ならば一枚は財さい布ふに入っているであろう、生活に役立つ便利なカード。また、他のカード会社であれば大学生からの発行となるが、ＫＴカードは高校生にも発行している。

　現金の持ち合わせがなくても、カードを使えば商品が買えるし、色々と出しゆつ費ぴがあって厳きびしいというような時は現金の借入れもできる。分ぶん割かつ払ばらいやリボルビング払いを使えば、支払いを分けることも可能だ。

　だがもちろん、クレジットカードを使えば月に一度、銀行口こう座ざからの引き落としがある。ＫＴカードは「決けつ済さい日び」と呼ばれるそれが毎まい月つき十日になっており、その日に請せい求きゆう額がく以上の残ざん高だかがないと引き落としが行われない。その日から延えん滞たいが始まることになる。

　配はい属ぞくされた管理部は延滞債権を回収する部ぶ署しよであり、その中の管理課、個別対たい応おう班はんというところで勇司は取り立て業ぎよう務むをしている。

「んー、ま、ちょっと時間空あけてまた電話してみたら？　頭冷ひやしてからじゃないと、会話が成立しないし」

　個別対応班は勇司を含めて全部で三人。班はん長ちようは澄すみ花か。

「それか担当を代えるかどっちかね。もう勇司くんの話には耳を貸さないかもしれないけれど、他の人なら聞いてくれるかもしれないわ」

　そしてもう一人が向かいに座る斎さい田た莉り奏そ奈なだ。

　管理課は初期班、中期班、長期班とこの個別対応班の四つの班に分かれており、延滞債権の中でも回収が困こん難なんだと判はん断だんされたものがこの班に回ってくる。そうすることによって、他の班は厄やつ介かいな債権を抱え込まずに済み、たくさんある債権の管理状じよう態たいがよくなる。逆に個別対応班は、その厄介な債権にじっくりと時間をかけて回収していく。前に澄花が「私たちは管理課の備びん長ちよう炭たんなのよっ」と言っていたが、驚くほどにピンとこなかった。

「一いち理りあるね。ほら、気持ちを切り替えて」

　今日きようの澄花は薄い緑のブラウスに膝ひざの見えるスカート。記き憶おくの限り、同じ服を見たことがないのだが、何着持もっているのだろう。一いつ緒しよに買い物に行ったことがあるが、その時も値ね札ふだを見ずに大量に買っていた。お金持ちのやることは違う。

　艶つやのある長い髪かみはツーサイドアップになっていて、左右で違う髪かみ止どめで結ゆわえられている。そういえば髪止めもたくさんあって、朝は結けつ構こう悩んでいるらしい。

「そうよ。あなたの持っている債さい権けんはそれだけじゃないんだから」

　莉り奏そ奈なは今日きようも変わらず大人おとなの女性である。シンプルなシャツにタイトなスカートは目のやり場に困ってしまうほどで、莉奏奈はそんな勇ゆう司じを頻ひん繁ぱんにからかって遊んでいる。その度たびに上う手まい切り返しをしてやろうと思うのだが、人としての経験が勇司よりもずっとある莉奏奈には通用しない。

　ちなみに澄すみ花かは短大卒の入社二年目で二十一歳さい、勇司は大学を中ちゆう退たいして入社していて二は十た歳ち、莉奏奈は前に勤めていたカード会社を辞やめて中ちゆう途と採用。年ねん齢れいは謎なぞのままだ。歳としの話になると怖こわくなるので、触れないようにしている。

「はい……」

　確かに、勇司が担当している債権は今のものだけではない。先日、初めて任された債権の回かい収しゆうに成功し、その祝しゆく杯はいの席で「どんとこい！」と言ってしまったせいで、いきなりたくさんの債権を押しつけられ……いや、任されることになった。

「ん？　言いたいことがあるなら言っていいよ。お姉ねえさんが聞いてあげる」

　顔に出やすい自覚はある。勇司の気持ちを察した澄花は仕事の手を止めた。

「その……返へん済さいが遅れてるのはあっちで、僕らは待ってる側じゃないですか」

「うんうん、そうだねえ」

　澄花は首を縦たてに振る。

「それなのになんであんなに怒ど鳴なれるのか、意味わからないですよ」

「うんうん、そうだねえ」

「僕は高こう圧あつ的な話し方をしたつもりはありませんし、話をしないと先に進めないじゃないですか。なのにいきなり怒鳴って電話を切って……」

「うんうん、間違ってないねえ」

　実は、債さい務む者しやに怒鳴られたのは今のが初めてではない。複ふく数すうの債権を担当するようになってから、何度か同じような展開に遭そう遇ぐうしている。さっきの人の「首くび吊つれっていうのか」をはじめ、「強ごう盗とうすればいいのか」「勝かつ手てに裁さい判ばんでも何でもしろ」など、本当に言う人がいるとは思っていなかった言葉を本当に言われたりした。

　どうやら無自覚のうちにそれらに対する鬱うつ憤ぷんが体の中に蓄ちく積せきしていたようで、勇司はグチのように澄花に吐はき出していた。

　澄花は相づちを入れながら聞いてくれていた。

「自分のお金のことなのに、どうしてあんなふうにできるのか、僕にはわかりません……」

　ひとしきり吐と露ろして、勇司は澄花の言葉を待った。言葉にして外に出したことで、若じやつ干かんではあるが気持ちが軽くなった気がした。

「マジメな勇ゆう司じくんらしい意見だね。勇司くんの言う通り、自分のお金のことなのに不ふ誠せい実じつな人だとは思うよ」

「そうですよね。もっとちゃんとしてくれれば……」

「でもね、私たちが取り立てをしている相手は、カードの支払いを延えん滞たいした人たち。延滞をしたっていうことは、自分の収しゆう支しの管理ができてないってこと。基本的にお金にルーズで、後あと先さき考えてないの。わかる？　つまり『そういう人』ってことなの」

　いつもより少しだけ声を低く、澄すみ花かは言った。

「そんな言い方っ……」

「ひどいって？　でも実際、返へん済さいせずにキレるだけキレて、勇司くんに不快な思いをさせてるよ。そんな人を、どこまで擁えん護ごできるの？」

「…………」

　勇司は口をつぐんでしまった。さっきの人や、勇司に怒ど鳴なった人たちに対して少なからず「憎にくい」や「ムカつく」という感情があったから。

　澄花は仕事とそれ以外のオンオフがしっかりしている人だ。会社でいきなりピザを頼んだり、勇司をからかって遊んだりしているけど、一度スイッチが入れば、鋭い目でしっかりと、厳きびしい意見を言う。勇司の恩おん人じんであり上じよう司しであり教育担たん当とうでもある彼女は、そんな人だ。

　何も言えない勇司に、澄花は続ける。

「それにさ、うーん、そうね……もし君がお笑い芸げい人にんだったとしよう」

「はあ……」

「君はライブで芸をして、全然ウケなかった。その時、ウケなかったのはお客さんが悪かったからだって言う？」

「それは……言っちゃいけないと思います」

　言って、勇司は気づく。澄花が言わんとしていることに。

「だよね。それで、私たちの仕事は取り立てだよね。債さい務む者しやが悪いから取り立てられません、っていうのは、男が下がるんじゃないかなあ」

　芸人はどうやったら笑わせられるのか必ひつ死しに考えて笑いを取る。勇司はどうやったら取り立てられるのか考えて回かい収しゆうする。それが仕事だからだ。

「はい。僕が未み熟じゆくなだけでした……」

　澄花は満足げに頷うなずいた。

「うむ、よろしい。君は最初の案あん件けんが良かったからね。織おり子こちゃんは頑がん張ばって頑張って返済してくれた、とてもいい娘こだった。それで今度はキレられて怒鳴られて、ギャップが激しかったかもね」

「はあ……」

　一人の少女のことを思い出す。高校生の身で10万円の延滞をしてしまい、必死の思いでお金を稼かせいで返へん済さいをした少女がいた。勇ゆう司じが担当した、初めての会員だ。

「でも、それは織おり子こちゃんが珍めずらしい例であって、この班はんに来るような債さい権けんはこんなのばっかりなんだから。そう、君は今……」

　と、莉り奏そ奈なが遮さえぎった。

「取り立てという仕事の大きな壁にぶつかっているわ。ここを乗り越えられれば、一ひと皮かわ剝むけるわよ。頑がん張ばりなさい」

「なんで私のセリフ取っちゃうの!?　カッコよく締めるはずだったのに！」

　あ、オフになった。

「勇司くんはあなたの部ぶ下かなのと同時に私の後こう輩はいでもあるのよ？　私だって何か言ってあげたいわ」

「だからって私の邪じや魔ましなくたっていいじゃない。今のが決まれば勇司くんの好こう感かん度どが３ポイントは上がったのにぃ」

　まったく基準のわからないポイントが出てきた。

「澄すみ花かさんへの好感度なんて、いつもマックスですよ」

　瞬しゆん間かん、澄花がぽっと頰ほおを染そめた。

「え？　プロポーズ？」

「ち、違いますよっ。人としてです！」

　慌あわててつけ加える。冗じよう談だんだろうとは思っていても、反応してしまう。

　勇司はディスプレイに表ひよう示じされている、さっきの人の情報を見た。延えん滞たい額がくは55万円。借しやつ金きんがＫＴカードだけとは限らないし、本ほん人にんはどう考えているのだろう。

　勇司はこの会社に就しゆう職しよくする前、居い酒ざか屋やでアルバイトをしていた。だからクレームまがいの理り不ふ尽じんなことを言ってくる人間に出会うのは初めてではない。しかも居酒屋の場合は酔よっているので余よ計けいに厄やつ介かいだ。でも、そんな客の相手をするのは社員である店長で、勇司はすぐに元の仕事に戻る。

　だけど、今は違う。契けい約やく社員といえど社員は社員。勇司は責任を持って理不尽に立ち向かっていかなければならない。相手がキレたので上の人にお願いしますは通用しない。

　直接会あって面めん談だんをするか。いや、この状態では会ってすらくれないだろう。仮に会えたとしても、最悪の場合、拳こぶしが飛んでくることだってあり得る。もちろん腕うでっ節ぷしに自信はない。

　個別対たい応おう班はんの仲間の証あかしとして澄花から貰もらった銀色のボールペン。それを弄もてあそびながら勇司が悩んでいると、莉奏奈が「そうそう」と口を開いた。

「さっきの話を聞いていると、全面的に相手が悪いような言い方だけれど、勇司くんにミスはなかったのかしら」

「え？　僕に、ですか？」

　まさかの言葉に勇司は顔を上げた。ディスプレイの向こうの莉奏奈と目が合う。

「そうよ。今日きようのだけじゃなくて、今までに相手が怒ってしまった会話、私が聞いてる限りでは勇ゆう司じくんにも問題があったと思うわ」

　そんな、と思った。だって、自分は乱らん暴ぼうな言こと葉ば遣づかいはしていないし、返へん済さいの話をしようとしたら向こうから一方的に怒ど鳴なってきて、結けつ局きよく電話を切られてしまう。何もミスなんてないじゃないか。

　でも、何年もこの仕事をしている莉り奏そ奈ながそう言うのだ。

　縋すがるように澄すみ花かを見る。

「いやん。そんなに見つめられたら照れちゃうじゃない」

　くねくねと体をよじらせていた。ダメだ。この人からの助じよ言げんは望めない。澄花はすぐに答えを教えずに勇司に考えさせるという教育方ほう針しんをとっている。時には、勇司がミスをしているとわかっていながら放っておいて、勇司が自分で気づくまで待ったりもする。

「……すみません。わかりません」

　素直に言った。どれだけ考えても答えにたどりつきそうになかった。

「きっとあなたは無む意い識しきだろうから、言われないと気づかないでしょうね。教えてあげてもいいけど……ちょっと肩が凝こったかしら」

　これ見よがしに首を回す莉奏奈。

「あ、僕でよければ……」

「ふふ。冗じよう談だんよ。勇司くんの何が悪かったかっていうとね、相手が怒ってしまってからの話し方なのよ」

「怒ってから、ですか？」

「ええ。私たちはこの仕事をしてお給きゆう料りようを貰もらってるんだから、取り立てのプロでなければいけないわ。だから、相手が怒ってしまったので交こう渉しよう終了というわけにはいかないの。怒った相手を宥なだめて、話ができる状態に戻す。これも求められるスキルだわ」

「……はい」

　莉奏奈の言う通りだ。それにさっき澄花が話したお笑い芸げい人にんの例えにも通じる。

　思い返してみても、相手が怒ってしまった時はすべてそのまま電話を切られてしまっている。

「勇司くんがやってしまったのは、逆ぎやく上じようして怒鳴っている相手に対して『ですから』を連れん発ぱつしてしまったことなのよ」

「ですから……？」

　思い返してみる。言っていた、かもしれない。会話を録音しているわけではないから、今から全部を調べることはできないけど。

「そう、『ですから』は相手の言っていることを聞き入れないで、自分の意見を聞いて欲しい時に使う否ひ定てい語ごなの。怒っている相手に否定語を連発するなんて、火に油よ。だからあなたは電話を切られてしまったのよ」

　勇ゆう司じが「ですから」を使っていたのは無む意い識しきのうちのことだ。丁てい寧ねいな言葉遣づかいを心がけていたつもりなのに、いつの間にか否ひ定てい語ごを使ってしまっていたなんて。

「実は私も去きよ年ねん、同じことを注意されたんだ。使っちゃうよね、『ですから』って」

　と澄すみ花か。おそらく澄花もこの勇司のミスに気づいていて、莉り奏そ奈なが言わなければ自分から言おうと思っていたのだろう。

「あの、それじゃあ、向こうが怒ってしまった時はどうすればいいんですか？」

　莉奏奈はコーヒーを一ひと口くち飲んで、「相手にもよるけれど」と前置きをして続けた。

「有効なのは黙だまることよ。相あい槌づちも入れずに、ひたすら無む言ごんで相手の話を聞くの」

　もっと高度な話わ術じゆつが出てくるかと思っていたが、すぐに誰だれでもできることだった。

「黙るって、それだけでいいんですか？」

「ええ。こっちが黙っていれば、相手は段だん々だんと静かになってくるわ。どうしてかわかる？」

「えっと……わかりません」

「怒ど鳴なり続けるのって、体力がいるのよ。単たん純じゆんに息切れするの」

「あ……そっか」

　ふと、小学生の時のことを思い出した。給きゆう食しよくの時間にふざけていたクラスメイトが女子の給食をひっくり返してしまった時のことだ。先生が今までにないほど怒って、他の教室から先生が様よう子すを見に来るほどの声をあげて怒鳴った。静まり返った教室で先生は怒鳴り続け、やがて肩で息をするほどまでになっていた。そうか、大きな声を出すのって、思ったより体力が必要なんだ。

「相手が静かになったところで、ゆっくりと落ちついて、こっちから話し始めればいいわ。あっちのペースに乗っかって、ただの口くち喧げん嘩かにならないことが大切ね」

「はいっ。ありがとうございます」

　すぐさま勇司はメモ帳にペンを走らせた。入社から今こん日にちまで、莉奏奈や澄花から教わったことを逐ちく一いちメモに残している。二人のコーヒーの飲み方から、パソコンに入っている債さい権けん管理システムの使い方、仕事に関連する法ほう律りつなど。勇司はメモしたことを、家に帰ってから別のノートにまとめるという作業をしている。この前そのノートを澄花に見せたところ、「引くほどきれい」と言われた。当の澄花はメモなんてせずに覚えてしまうというのだから敵かなわない。

　勇司がメモしていると、澄花は満足そうにうんうんと頷うなずいていた。

「日ひ々び成長していってるね。よし、ご褒ほう美びに明日あしたはお寿す司しを頼みましょう！」

「……いい加か減げん、怒られますよ」

　食べたいけど、寿司。

　頼むとしたら間違いなく特とく上じようを選ぶであろう澄花は、自じ他た共ともに認めるお金持ちだ。そして澄花がお金持ちだったからこそ、勇司は今、この会社で澄花の部ぶ下かとして働いている。

　勇司は大学で友人だと思っていた人間に騙だまされ、約１０００万の借しやつ金きんを背負ってしまった。当然ながらアルバイトだけで返へん済さいすることなどできない。また勇ゆう司じは母ぼ子し家庭で、女手おんなで一つで育ててくれた母親に打ち明けることもできず、絶ぜつ望ぼう的な状況だった。

　しかし二ヶ月ほど前のある日、ファミレスで消費者金きん融ゆうの取り立て担当者と話しているところを、偶ぐう然ぜん居い合あわせた澄すみ花かが聞いていたことが勇司の人生を大きく変えたのである。

　うなだれる勇司に澄花は声をかけ、信じられないことにポケットマネーで勇司の借しやつ金きんを肩かた代がわりしたのだ。その代わりに提てい示じしたのが、ＫＴカードに入社し、澄花の部ぶ下かとして働くこと。非ひ正せい規きの契けい約やく社員ではあったが、借金のせいで大学を辞やめ、定てい職しよくも見つかっていなかった勇司にとって、澄花は救いの女め神がみだった。

　どうして借金まみれの勇司をスカウトしたのか。その理由は入社してから聞いた。借金の経験がある勇司は、澄花や莉り奏そ奈なにはわからない「取り立てられる人の気持ち」がわかって、お金に対して誠せい実じつで、どんな困こん難なんにも立ち向かえる人間だと澄花は考えた。そこに取り立て担当としての素そ質しつを見出したのだと。

　そうしてクレジットカード会社で延えん滞たい債さい権けんの取り立てを行う管理部に配属された勇司だったが、もう一つ澄花との契約がある。それは澄花が肩代わりした借金の返済方法だ。てっきり給きゆう料りようから返していくものと思っていた勇司だったが、澄花は「勇司が仕事で取り立てた債権の半分を借金から差し引く」という方法を提案したのだ。

　勇司が取り立てるのは会社の債権なので、回かい収しゆうしたお金は会社に返っていく。だから勇司がどれだけ回収をしても、澄花には１円も返ってこないのだ。１０００万という大たい金きんを出しておきながらそれでいいのかと勇司は言ったが、「お金持ちだもん」の一ひと言ことで済まされてしまった。

　澄花へ借金、そしてたくさんの恩を返すために、勇司は会社員として働いている。

　ちなみに現在の借金は９９８万２１７０円だ。「早くも１０００万を切った」と澄花は言っていたが、先が長いことに変わりはない。

「別にいいじゃない。澄花に文もん句く言える人なんてあんまりいないんだから」

　伸びをしながら莉奏奈が言う。体を反そらせると豊かな胸が強きよう調ちようされる。澄花が言うにはＥカップらしい。

「それはそうかもしれませんけど……」

　どうして入社二年目の澄花が勇司を入社させることができたのか。それは澄花の血けつ縁えんにある。ＫＴカードは関かん東とう特とつ区く銀行という銀行を母ぼ体たいとしていて、ＫＴという名前も「関東特区」をアルファベットにしたものだ。そしてその頭とう取どりの孫まごが澄花なのである。ＫＴカードの役員も数人が澄花の親しん戚せきで、澄花は特別扱あつかいされているのだ。なので多少のワガママなら通ってしまう。人を一人雇やとうというのが「多少」なのかと訊きかれれば答えに困るが。

　金融の一族に生まれた澄花は、幼い頃からの教育と、生まれ持ったお金に対する嗅きゆう覚かくでもって、資し産さん運うん用ようを駆く使しして資産を増やした。そこから勇司の借金を肩代わりしたのだ。もはや勇司とは別の次元の住人としか思えない。

「ふっふっふ。お爺じいちゃんが守しゆ護ご霊れいだと頼もしいねえ」

　不ふ敵てきに笑ってみせるが、澄すみ花かの祖そ父ふは健けん在ざいである。この前もテレビに出演していた。

「お嬢じよう様」で、しかもお金持ちである澄花だが、本ほん人にんは決して暇ひま潰つぶしや道どう楽らくで働いているわけではなく、純じゆん粋すいに会員にクレジットカードを気持ちよく使ってもらいたいという思いでいる。会社の偉えらい人の中には腫はれもの扱いしている人もいるみたいだけど。澄花のために個別対たい応おう班はんを作り、別の部屋に隔かく離りしたことからもそれがわかる。

　メモを終えた勇ゆう司じは他の債さい権けんの督とく促そくに取りかかろうとしたが、すっかりオフになってしまった澄花が「ねえねえ」と話しかけてきた。手にはチョコレート。腕時計に目をやれば三時を十分ほど過ぎていた。

「何ですか？」

「織おり子こちゃんとはどうなってるの？」

「ごふすっ」

　変な咳せきが出た。

「うわっ。今の何？　咳？　ちょっともう一回やって」

「そこに食いつかなくていいですよ！」

　不ふ意い打うちである。いやしかし、やましいことなどないのにどうして変な反応をしてしまったのか。自分でも不ふ思し議ぎだ。

「あははっ。で？　で？　実際どうなの？」

　澄花は二つの目から溢あふれるキラキラを惜おしげもなく勇司に向けてくる。莉り奏そ奈なもおもむろに仕事の手を止めていた。

「別に普通ですよ。メールをするくらいです」

　遠えん藤どう織子。特とつ区く高校に通う二年生で、勇司が初めて担当した債さい務む者しやだ。高校でイジメに遭あい、イジメっ子にカードを使われて10万円の延えん滞たいに追いやられてしまった。だけどゴールデンウィークに慣なれないアルバイトを懸けん命めいにこなし、さらにはイベントにも参加して優勝。給きゆう料りようと賞しよう金きんで無ぶ事じに返へん済さいをした。そのことで自分に自信を持った織子は、イジメにも立ち向かい、自分を変えようとしている。

　返済の時に勇司と連れん絡らく先さきを交換し、今ではすっかりメル友だ。高校生との会話についていくため、最近はできるだけテレビを観みるようにしている。

「またまた噓うそばっかりぃ。織子ちゃんほどの美少女とお近づきになって、それだけで済むはずないじゃない」

　そう、織子はとってもかわいい女の子だ。それこそテレビに出ているアイドルにだって負けていない。しかも声がきれいで、歌も上う手まい。歌の話をすると音おん痴ちの澄花がヘソを曲げるので、声に出して言わないけど。

「ホントですって」

　年とし下したの女の子とメールをするなんてことは今までなかったから、どんなことを書けばいいかわからず、勇ゆう司じのメールはとても堅かた苦くるしい。しかしそれは織おり子こも同じようで、実は二人のメールのやり取りは妙みように事務的だったりする。

『おはようございます。菱ひし見みさん、今日きようは雨が降るかもしれませんので、傘かさを持っていった方がいいかと思います』

『おはようございます。そうですね。傘を持っていくことにします。遠えん藤どうさんも、雨に濡ぬれて風か邪ぜをひかないように気をつけてください』

『はい。ありがとうございます。お仕事、頑がん張ばってください』

『はい。勉べん強きよう頑張ってください』

　以上が今け朝さのメールのやり取りである。二人の文章に絵文字は一つもない。文ぶん面めんからよそよそしさがこれでもかと漂っている。今度からは絵文字も使ってみるべきか。そうしたら、織子も絵文字を使ってくるかもしれないし。

　男友達とのメールなんて『悪い、ちょっと遅れる』『了りよう解かい』とかで済んでしまうから、文章で悩むことなんてなかった。

「どこまでいったの？　Ｊ？　Ｃ？　Ｂ？」

「Ｊって何ですか!?」

　だいたい、織子とは「友達」になったのだ。それ以上に何があるというのか。織子の返へん済さいにつきっきりで協力していたのもあって、織子は自分のことを少なからずよく思ってくれているみたいなので、これからもいい関係を保っていきたい。

　すると莉り奏そ奈なが薄く笑った。

「嫉しつ妬とを隠かくす澄すみ花かも、なかなか面白いわね」

「し、嫉妬なんてしてないもん！　だいたい、勇司くんは部ぶ下かで私は上じよう司し。精神的に不ふ安定になりがちな新人のケアをするのは私の仕事なの！　人間関かん係けいを知るのだってその一いつ貫かんなんだからねっ」

「絶対好こう奇き心しんですよね！」

　その後も続いた澄花の質問攻ぜめをかわし、勇司は仕事に戻る。仕事を始めるとすぐに澄花の表情はキリっと引き締まり、数分前とは一いつ転てん、上司の顔になる。この時の澄花はカッコいい。

　担当する債さい権けんが増えたということはそのまま仕事が増えたわけで、定時の五時を迎えても勇司は帰れそうになかった。澄花も残るとのことで、一いつ緒しよに八時まで残ざん業ぎようをすることにした。ちなみに莉奏奈はきっかり定時に帰った。なにしろ莉奏奈はあの「スーパーＳ定時Ｔ帰りＧ」の使い手なのだ。

　給きゆう料りようの少ない勇司の本ほん音ねとしては、手取りを増やすためにも残業はできる限りしたい。しかし、残業を圧あつ縮しゆくしていかに人じん件けん費ひを削さく減げんするかというのが会社の課題である。

　八時を迎えて片づけをしていると、澄花が言った。まだ仕事の顔をしていた。

「今日きよう、君は残ざん業ぎようしたわけだけど、それはどうしてかな」

「え？　……それは、仕事が残ってたから、です」

「違うよね。定時までに仕事が終わらなかったから、だよね」

「……はい」

「突とつ発ばつ的に仕事が入って、やむを得ず残業することはこれからあると思うし、夜の方が債さい務む者しやに電話が繫つながりやすいから、意い図と的に残ることもある。でも、終わるはずの仕事が終わらないのは、やり方に問題があるからだよ」

　そう、現に勇ゆう司じ以い上じように仕事があるはずの莉り奏そ奈なは早くに帰っているのだ。勇司のどこかに、無む駄だな時間があるのは間違いない。

「もっと、効率とか、考えてみます」

「だね。頑がん張ばって」

　いつまでも新人という肩かた書がきに甘えるな。澄すみ花かはそう言ったのだ。入社してまだ一ヶ月、もう一ヶ月。どっちだろうか。

　澄花は優しい。莉奏奈も優しい。でも、決して甘くはない。

　すると澄花はにぱっと笑った。

「今日の仕事はこれでおしまいっ。帰ろっか。はい、これあげる」

　チョコレートを一ひと粒つぶ。

「はい。お疲れ様でした」

　口の中で溶けていくチョコレートは甘かった。

　勇司がアパートに帰って来て時計を見ると八時半を少し過ぎたところだった。通つう勤きん時間が短いというのは特とつ区くに住む会社員の自じ慢まんである。

　勇司が住んでいるアパートも、ＫＴカードも、「特区」と呼ばれる場所にある。住所は東京都とだが、本ほん土どからは離れた東京湾わんに浮かぶ埋うめ立たて地ちだ。

　後にバブル景けい気きと呼ばれた時代、日本はさらなる経済発はつ展てんを狙ねらって東京湾に経けい済ざい特区の設置を考こう案あん、実行に移す。しかし埋立地が完成し土地が確かく保ほできた頃にバブルが崩ほう壊かい。特区進しん出しゆつを考えていた企き業ぎようのキャンセルが続き、特区計けい画かくはいきなり躓つまずくことになる。だが少しずつ企業も入って人口も増えていき、学校ができたと思えばテーマパークが作られ、現在の特区はとても賑にぎわい、充実している。それを支えるのが澄花の祖そ父ふが頭とう取どりを務める関かん東とう特区銀行だ。特区銀行は、特区内の企業に超ちよう低てい金きん利りの融ゆう資しを行い、特区の発展に貢こう献けんしている。

　人口が増えた特区内の消しよう費ひ活動を活かつ発ばつ化かさせようという目的で生まれたのがＫＴカードなのである。そのため、特区内の店でＫＴカードを使うとポイント還かん元げん率りつがいいなど特とく典てんが多い。

「ふう……」

　スーツをハンガーにかけてネクタイを緩めたところで携帯電話に着ちやく信しん。ディスプレイを見ると「遠えん藤どう織おり子こ」の文字が表ひよう示じされていた。

「もしもし、菱ひし見みです」

『あっ……あの、遠えん藤どうです。今お時間、大だい丈じよう夫ぶですか？』

　そういえば、連れん絡らく先さきを交換してから電話で話すのは初めてだ。

「大丈夫ですよ。ちょうど家に着いたところです」

『す、すみません。お疲れのところ……』

「いえいえ。それで私に何か……」

　つい「私」が出てしまった。もう取り立て担当と債さい務む者しやという関係ではないのだから、いつも通りの「俺おれ」でよかったはずなのだが、どうにも切り替えができない。年とし下したの織おり子こに敬けい語ごというのも不自然なんだけど。

『あ、いえ、その、特に用があったわけではなくて、その、菱見さんと少しお話がしたいなあって……』

　電話越しでも、織子の声はきれいで透すき通っていた。

　この瞬しゆん間かん、夕ご飯はんの準備が後あと回まわしになった。

　織子との電話は三十分くらい。その間、本当に何気ない話をした。織子が所しよ属ぞくしている手しゆ芸げい部のことや、勇ゆう司じが高校生だった頃のこと。

　織子が笑うと、織子から取り立てをしてよかったと思える。

　澄すみ花かは言う。クレジットカードには悪あく魔まが棲すんでいるのだと。普通に使っていれば便利なカードも、一度使い方を間違えれば悪魔に捕まり、延えん滞たいという名の泥どろ沼ぬまに引きずり込まれる。勇司たち取り立て担当は、会員をその泥沼から助け出すのが仕事なのだと。取り立ては、救きゆう済さいなのだと。

　もし織子が今も延滞の状態だったなら、笑顔を見ることも、笑い声を聞くこともできなかっただろう。

「取り立て」という言葉。聞こえが悪いのはわかっている。でもそれは誰だれかがやらなければいけない仕事で、勇司は自信と誇りを持って取り組みたいと思っている。

　だけど……。

『菱見さん、お仕事頑がん張ばってくださいね』

「はい。……遠藤さんと話ができてよかったです。ちょっと、その、仕事で疲れちゃってて、癒いやされたっていうか……」

『わ、私でよければいつでもお電話くださいっ。お風ふ呂ろに入っている時とき以外は……お風呂に入っていても出ますのでっ……』

「あ、いや、遠藤さんのご都つ合ごうがいい時で構いませんから。それじゃあ、また」

『はい、おやすみなさい』

　織子との通話が終わり、そこで勇司はやっと部屋着に着替える。

　随ずい分ぶんと、体が軽くなったような気がした。自分では気づかないうちに、色々と溜ため込んでいたのかもしれない。仕事とはまったく関係ない話をすることで、いい息いき抜ぬきになったみたいだった。

　ここ数日で出くわした、話を聞いてくれない延えん滞たい会員。取り立ては救きゆう済さいであるという澄すみ花かの考えには賛成できるし、自分もそうしたい。でも思ってしまった。救いようのない人間はいるのだと。こちらが手を差しのべているのに、その手をはたき落とすような人を、どうして助けなければいけないのかと。たとえそれが仕事だとしても、だ。

　加えて、澄花の指導も前より厳きびしく、細かくなってきている。仮に「教育レベル」という言葉があるとしたら、その段階を上げたのだろう。勇ゆう司じは一ヶ月で、クレジットカードの仕組み、管理部がどんな仕事をしているかなど、基き礎その基礎を学んだ。もう右も左もわからない新入社員ではなくなった。

　だから、前なら「いいよいいよ。初めてだもんね」で済んでいたミスも、今は「どうしてこのミスが起きたか、考えてみなさい」に変わっている。残ざん業ぎようのことだってそうだ。澄花は徐じよ々じよにプレッシャーをかけてきている。

　冷凍していたご飯はんを電子レンジに入れて解かい凍とうする。

「ふう……」

　加えて、回かい収しゆうノルマ。

　当たり前のことだが、管理課のどの班はんにも「一ヶ月でこれだけ回収しなさい」というノルマが課せられている。これまでは仕事を覚えることが最さい優ゆう先せんだったので、ノルマのことは気にしなくていいと言われていた。でも、晴れて班はん員いんとして債さい権けんを担当するになったわけで、勇司もノルマを意識して業ぎよう務むにあたらなければいけない。

　澄花は自分に期待してくれている。その期待にどれだけ応こたえられるか。それは、数字ではっきりと出る。

　自分だっていつまでも澄花の優しさに甘えていてはいけないと思っているし、恩おん人じんの澄花のためにも早く一いち人にん前まえになりたい。だけど、環かん境きようの変化にまだ対応しきれていないのはどうしようもない事実で、それがストレスや疲れになって溜たまってきてしまっているという自覚がある。なんかこう、腹の奥の方がもわもわするのだ。勇司は大学中ちゆう退たいでの入社のため、同級生はまだ学生。酒を飲みながら新人らしい愚ぐ痴ちのこぼし合いができる相手もいない。

　織おり子こと話せてよかった。勇司は「よし」と小さく言って、夕飯の準備にとりかかった。







　さて翌よく日じつ、会社のトイレでこんなことがあった。

　用を足した勇司が手を洗っていると、声をひそめて話す先せん輩ぱい社員の会話が耳に入ってきた。「彼、新人だっけ」「新人だけど、ほら、個別対たい応おう班はんの……」「ああ、三みつ井い嬢じようの……」「そうそう、ツッコミの……」。最後のは何だ。

　そして声をかけられた。

「ねえ、個別対たい応おう班はんの新人くんだよね」

「は、はい。菱ひし見みといいます」

　まだ若い、三十手て前まえといった先せん輩ぱいだった。どこの部ぶ署しよかはわからない。ハンカチをポケットに突っ込み、姿し勢せいを正す。

「あのさ、お願いがあるんだけど……」

　先輩の頼みを聞いて個別対応班の部屋に戻ると、澄すみ花かはおらず、莉り奏そ奈なだけが席で電話をしていた。これはちょうどいいかも。

　勇ゆう司じは莉奏奈の電話が終わるのを待つ。

「あのですね、ご自身で利用されたわけですから、お支払いをするのは当然ではないですか？　お客様の言いたいことはわかりますけれど、それは支払いをしない理由にはなりませんよ」

　どうやら相手は支払いを渋っているようだ。まあ、個別対応班の債さい権けんというのはだいたいこんな感じだけど。

「失礼ですが、もうわかっていますよね。自分が間違ったことを言ってるって。どうしてそれを認めて頂けないんですか？　……あ、もう」

　電話を切られてしまったらしい。莉奏奈は受話器を置くとキーを叩たたく。

「今の、どんな人なんですか？」

「出会い系けいに50万つぎ込んだバカよ。三十八にもなって、何してるんだか」

　呆あきれ気ぎ味みに言って、コーヒーに口をつける。出会い系をするのは歳としに関係なく自由だとは思うけど、それで延えん滞たいはよくない。

「で、何て言ってるんですか？」

「『実際に会ったけど、どれも上う手まくいかなかったから払いたくない』ですって」

「……あぁ」

　何だろう、切ない気持ちになった。

「家ごと燃えればいいのに……ゴミなんだから」

　小こ声ごえですごいこと言ってるし。

　莉奏奈、さっきの電話で機き嫌げん悪くしてないかなあ。訊ききたいことがあるんだけど。莉奏奈の表情をうかがって、思いきって勇司は話しかけた。

「莉奏奈さん、仕事のことじゃないんですけど、質問してもいいですか？」

　書類を見ていた莉奏奈が顔を上げる。

「ええ、いいわよ」

「莉奏奈さんの好きな食べ物って何ですか？」

　一いつ瞬しゆんだけ驚いたように目を開いた莉奏奈だったが、すぐにいつもの余よ裕ゆうたっぷりの笑えみを見せた。

「それ、誰だれかに訊きいてきてって頼まれたんでしょ」

　もうバレた。

「……はい」

　勇ゆう司じが頼みごとをされた先せん輩ぱいの名前を告げると、莉り奏そ奈なは「ああ、あの人ね」と一つ息をついた。どうやら何度も莉奏奈を食事に誘ってくる人らしい。ちなみに莉奏奈には連れん日じつ何通ものお誘いメールが来ていて、勇司はお断りメールを返信する手伝いをしている。「美人は損そんね」は莉奏奈の口くち癖ぐせみたいなものだ。

「私を誘いたかったら、仏ほとけの御み石いしの鉢はちと蓬ほう萊らいの玉たまの枝、火ひね鼠ずみのかわごろもと龍りゆうの首の珠たまに燕つばめの産んだ子こ安やす貝がいとディオールの香こう水すいを用意するように言っておいて」

　本ほん家けより要求が増えた。というより、莉奏奈の博はく識しきさに驚いた。「子安貝」でやっとかぐや姫のことを言っているのだと気づいた勇司である。

「いつか月から迎えが来るんですか？」

「その時は勇司くんが守ってね」

　帝みかどでも無む理りだったのに。

　今、一人の先輩が撃げき沈ちんした。莉奏奈と仲良くなりたいと思っている人はたくさんいるわけで、これからも勇司に同じようなことを頼む人は多いと思われる。断りにくいし、困った。

　しかしふと、先輩とは関係なく勇司に疑問が浮かぶ。

「莉奏奈さんの好きなタイプって、どんな人なんですか？」

　何度か一いつ緒しよにお酒を飲んでいるが、そんな話をしたことがない。恋人がいるというのも聞いたことがない。

「あら、積極的ね勇司くん」

「あ、いえっ、特に深い意味はなくてですねっ……」

　莉奏奈が口を開いたタイミングで、澄すみ花かが帰ってきた。

「たっだいまー」

「そうねえ……。普通だけど、浮うわ気きしないで、将来性がある人かしら」

「え？　何？　何の話してるの？」

　案あんの定じよう、澄花はこれ以上ない食いつきをみせた。澄花も同じくらいの歳としの女性に漏もれず、こういう話が大好きだ。

「勇司くんがね、私と結婚したいっていうのよ」

　えー。

「そんな話でした!?」

　すると澄花は持っていた書類を放り出して「およよよよ……」とカーペットに座り込んでしまった。

「私という者がありながら、莉奏奈ちゃんを取るのね？　やっぱり君は大きなお胸むねが大好きなのね？　Ｅカップがいいのね？」

　視し線せんは窓の外へ。

　あ、ダメだ。これ、ダメな流れだ。もちろん定時にはまだ何時間もあり、部屋を出ればみんな仕事をしているのである。

　どうにか話を打ち切って仕事に戻って欲しいところだが、莉り奏そ奈なは「でも」と続ける。

「結婚は冗じよう談だんだとしても、勇ゆう司じくんはかなり優ゆう良りよう物ぶつ件けんだと思うのよ」

「え？」と勇司は思わず口くち元もとが緩む。莉奏奈のような美人にそう言われて嬉うれしくないはずがない。一方、澄すみ花かは「む」と眉まゆを寄せる。

「だって、今でこそ契けい約やく社員だけど、澄花のお気に入りなんだから出しゆつ世せは早いでしょ？　それにマジメな性格なのはよくわかっているから、浮うわ気きの心配もないわ。家か事じも得とく意いだし」

「あ、ありがとうございます」

　とりあえずお礼を言ってみた。

　莉奏奈が「手を出して」と言うので、いつもみたいにヌリスクをくれるのかと思って手を出すと、莉奏奈は自分の人ひと差さし指ゆびを軽く舐なめて、そのまま勇司の手のひらに触れた。
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「はい」

「あの……何ですか？」

「ツバをつけておいたのよ」

　それは表現ではなかったか。

「アウトーっ！　はいアウトーっ！　露ろ骨こつにアウトーっ！　莉り奏そ奈なちゃん逮たい捕ほでーす」

　莉奏奈を指差して叫ぶ澄すみ花か。勇ゆう司じはというと、莉奏奈の触れた手のひらをじっと見ていた。本当に莉奏奈は人をドキドキさせるのが得意である。

「…………」

「舐なめちゃダメだからね勇司くん！」

「そんなことしませんよ！」

　その時、個別対たい応おう班はんの部屋のドアが勢いよく開いた。

「うるさいぞ個別対応班っ！　仕事せんかあ！」

　上じよう司しである澄花の上司、課長だった。母ぼ体たい銀行の頭とう取どりの孫まごという澄花の立場に腰が引けて配はい属ぞくを敬けい遠えんする上司たちの中、この課長は物もの怖おじせずに「部ぶ下かは部下。ひいきも差さ別べつもない」というスタンスを貫いている。澄花が管理課に配属された理由の中に、この課長の存在があったことは間違いない。

　まだあまり話をしたことはないが、長身で体格もいいから存在感がある。

　そんな課長を満まん面めんの笑えみで迎える澄花。

「お帰りなさいあなた。債さい務む整理にする？　民みん事じ再生にする？　それとも……は、さ、ん？」

「どれもするか！」

　結婚の話を引っ張っているらしい澄花は新しん婚こん風ふう。ちなみに勇司は破は産さんしか意味がわからなかった。民事再生って何だ。

「課長、聞いてくださいよ。斎さい田たさんが菱ひし見みくんにセクハラしてるんです」

　新にい妻づまから戻ってきた澄花はまるで先生に言いつける子供のようだ。今にも「ぶー」と言いそうなくらい口を尖とがらせている。

「はあ？　斎田のセクハラなんざ、こっちが金払はらうレベルだろうが」

　ちなみに課長は既き婚こん者しやである。

「ぶっちゃけすぎですよ課長！」

「お、菱見、またツッコミ鋭くなったな。人じん事じ評ひよう価かに『ツッコミ』って項こう目もく作るか？」

　何でだ。何で課長が来たのに場が収しゆう束そくしないんだ。

　次に現れたのは中期班の男の先せん輩ぱいだった。

「課長、カンドリーマアムが一個残のこったんですけど、食べていいですか？」

「アホか。あれは俺おれのだ。ところでお前、斎田からセクハラされたとしたらどうする？」

「自分すか？　５千円までなら出ます。……いえっ、１万いけます」

「だよなー」

　とか言いながら課長と先輩は戻っていった。何しに来たんだろう、あの人たち。

　これで「定時までに仕事が終わらないのは効こう率りつが悪いから」と言われた日には怒ってもいいと思う。

「もうっ、莉り奏そ奈なちゃんもほどほどにね」

「はいはい。悪かったわ。じゃあ勇ゆう司じくん、１万円ね」

「言うと思いましたよ！」

　そしてやっと仕事が再開。よく考えてみると、最初に自分が莉奏奈に好きな食べ物を訊きいたのが原因か。先せん輩ぱいの頼みごとだったとはいえ、随ずい分ぶんと話が広がってしまった。変な方向に。

　腕時計に目を落とすと午後二時すぎ。定時まで三時間を切った。勇司は今日きよう中にやろうと思っていた仕事を整理する。取り立て業ぎよう務むのメインは電話による督とく促そくだが、他にも事じ務む作業が発はつ生せいする。まだどの作業にどれだけの時間がかかるか把は握あくできていない。わからないことがあれば調べるか訊きくかしなければいけないから、そこでまた時間が取られる。果たして定時までに終わらせられるのだろうか。

　昨日きのうの澄すみ花かの言葉が思い出される。仕事を覚えたら、次に求められるのは効こう率りつ化か。考えること多すぎだろ、会社員。

「新しん社会人のための何とか」みたいな本があったら買ってみようかと勇司が本ほん気きで考えていると、澄花の声が聞こえてきた。さっき放り投げた書類を読んでいる。

「ふむふむ……ふーむふーむ……ふむーりふむーり……」

　物事を理解している最さい中ちゆうに本当に「ふむ」と言う人を初めて見た。っていうか、話しかけて欲しいんだろうなあ。

　勇司よりも先に莉奏奈が口を開いた。

「どうしたの？」

「ん？　新しく貰もらってきた案あん件けんなんだけどね。私がやってもいいんだけど、ちょっと今キツいかなあって」

「そういえば結けつ構こう抱えてたわね。それなら私が貰うわよ」

「いいって。莉奏奈ちゃんだって担当債さい権けんは少なくないでしょ？」

「気にしないで。一つくらい増えたって平へい気きよ。ちょうだい」

「だから私がやるって」

「私がやるわ」

　勇司はおずおずと手をあげる。

「あの、僕でよければ……」

「どうぞどうぞ」

　ハモった。

「噓うそですよね!?」

　当然のように澄花から差し出されたＡ４封ふう筒とうに入った債権を前にして、勇司の声は裏うら返がえりそうになった。

「噓うそじゃないよ。やるって言ったじゃん。はい、男に二に言ごんはナシ！」

　まさか二人で打ち合わせでもしていたのだろうか。

「いいんですか？　担当を『ダチョウ式』で決めちゃって……」

「いいも何も、『ダチョウ式』は部ぶ下かの積せつ極きよく性せいを試すために有効な方ほう式しきなのよ」

　きっとこの日のために「ものは言いよう」という言葉は生まれたのだ。

　とにかく、経けい緯いはアレだが勇ゆう司じの担当債さい権けんが増えた。澄すみ花かと莉り奏そ奈なの担当債権が多いのは間違いなくて、二人の負ふ担たんを軽けい減げんするためには自分が頑がん張ばるしかない。少し前、勇司が織おり子こしか担当していなかった時、澄花にかなりの負担をかけていた。澄花はそんなこと表おもてに出さなくて、勇司は未み熟じゆくで手伝えない自分が情なさけなかった。

　どんどん仕事をして、色んなことを覚えて、成長して、少しでも早く澄花の役に立てるような取り立て担当になる。それが今の勇司の目標だ。

「よしっ」

　小さく自分を鼓こ舞ぶして、新たな債権の資料に目を通す。







　氏名：穴あな岡おか　翔しよう

　年ねん齢れい：二十一

　職業：学生

　延えん滞たい発はつ生せい日び：五月十日

　延滞理由：銀行口こう座ざの残ざん高だか不足

　延滞額がく：32万４８４０円







　債さい務む者しやは大学生。特とつ区くに設立された国こく立りつ大学、勇司も通っていた特区大学の学生だった。







　　　　　２







　勇ゆう司じが新しい債さい権けんの回かい収しゆうに取りかかる時、最初に必ずすることがある。それは莉り奏そ奈なに教えてもらったことで、債さい務む者しやのクレジットカードの利用内ない容ようを参さん照しようするのだ。買い物なのか、キャッシングなのか。何に使ったのか、何を買ったのか。債権の内容によって、これから取り立ての際に話すことも変わってくる。

　パソコンに入っている債権管かん理りシステムの画面を操そう作さ、翔しようの会員番ばん号ごうを入力して画面を展開する。クレジットカードの会員番号は十六桁けたで、澄すみ花かにテンキーを押す速さを褒ほめられた。居い酒ざか屋やでアルバイトしていた時のレジ打ちのおかげである。

　翔が延えん滞たいしているのは五月の請せい求きゆう分ぶんなので、三月十六日から四月十五日までにカードを使った分となる。また、大学生のカードにはキャッシング枠わくは付ふ与よされていないので、必然的にショッピング利用になる。限げん度ど額がくは30万だから、いっぱいまで使ったようだ。

　ちなみにカードには限度額が設定されているが、限度額を１円でもオーバーしたら即そく座ざに使えなくなるかというとそうでもない。そこまでキッチリしてしまうと、逆に利り便べん性せいに支し障しようが出てしまい、クレームに発展する恐れもある。なので、ある程度はゆとりがあるのだ。限度額30万のカードで32万の利用があっても、不ふ正せいがあったわけではない。

　そして、利用内容はというと。

「『きみどりの窓まど口ぐち』……？」

　はて、と勇司は首を傾かしげた。どこかで聞いたことのある名前だ。確か電車に乗った時に……。

　そうだ思い出した。ＪＲの駅にある店みたいなところだ。勇司は利用したことがないので詳しくは知らないが、駅にあるということは電車に関係するものを取り扱っているのだろう。

　きみどりの窓口での買い物は二回で、一回目の利用から四日後に二回目の利用をしている。16万２４２０円が二回で今の請求金きん額がくとなっている。判はん明めいしているのは店の名前までなので、どのような商品を買ったかまではわからない。

　大学生が電車の関係で買うものといえば定期券くらいしか思いつかない。しかし、特とつ区く大学に通っている生徒の大たい半はんは特区内で下げ宿しゆくしているので、交通費はほとんどかからないはず。この金額は異常だ。

　とりあえず、利用内容はわかった。後は債務者に電話をして、返へん済さいを依い頼らいし、何か事情があれば相談に乗ればいい。何を買ったかというのも、直接本ほん人にんから聞けば解決する。

　勇司は翔の携けい帯たい電話の番号を押す。押し間違えた。ああもう、どうしてテンキーと電話機は番号の位置が違うんだ。

　最初から押し直して、コール音が始まる。大学生だから、日中でも必ず授業中ということはない。

『もしもし』

　出た。まずは一ひと安あん心しん。債さい務む者しやというのは電話に出ないことが多い。お金がないから取り立て担当とは話したくないという心理があるからだ。気持ちはわからないでもないが、それでは相談も何もできず、困ってしまう。

「ＫＴカードの菱ひし見みと申します。穴あな岡おか翔しよう様でよろしいでしょうか」

『はい。そうですけど』

「今、少しお時間を頂いてもよろしいですか？」

『大だい丈じよう夫ぶです』

　雑ざつ音おんが聞こえないので室内だろうか。話しやすいので助かる。

「クレジットカードの利用代だい金きんのご延えん滞たいに関してなんですが……」

『はい。わかってます。32万、ですよね』

「ええ。お電話を差し上げたのは、ご返へん済さいに関してお話がしたくてですね……」

　大学生でこの金額であれば、分ぶん割かつにはなるだろう。仮に月５万としたら六ヶ月か。そこで勇ゆう司じは織おり子この取り立てをしていた時のことを思い出す。本人が返済できないなら、親から出してもらえばいい。もちろん親は保ほ証しよう人にんではないので、こちらから直接親おやに支払いを迫ることはできないが、本人から親に相談し、親が立て替えるような展開にもっていく。場合によっては、これもアリだ。

　そんなふうに勇司が考えていると、翔は言った。

『明後日あさつてには全額お支払いします。だから少し待ってください』

　予想外の申もうし出でに、勇司は一いつ瞬しゆん言葉に詰まった。

「明後日、ですか？」

　卓たく上じようカレンダーを見る。今日きようは五月二十三日の火曜日。明後日は木曜日。来月や来年と言われたわけではないので、二日くらいはもちろん待てる。

『はい。必ず返しますから。それじゃあ僕、授業があるんで……』

「は、はい。わかりました。では明後日、お待ちしております」

　受話器を置いて、勇司は今の会話を記録に残す。「五月二十五日、返済約やく束そく」と入力。その作業を終えると、澄すみ花かに声をかけられた。

「なあんだ。簡単な債さい権けんだったね。私がやればよかったよ」

「僕も意い外がいでした。てっきり分割払ばらいになると思ってましたから」

　まあ、返済してくれるのであればそれに越したことはない。

「ふふ。勇司くん、澄花の奴ど隷れい解放にまた近づいたわね」

　莉り奏そ奈なが微笑ほほえむ。これで32万の回かい収しゆうができれば、半分の16万が勇司の借しやつ金きんから差し引かれ、完かん済さいに近づくのだ。

「奴ど隷れいって……」

　澄すみ花かとの間には絶対的な、金額にすると１０００万くらいの力ちから関係があるわけで、強く否定できない。

「しまったなあ。やっぱり利り息そくとればよかったかな」

　さりげなく澄花が怖こわいことを言っている。それだけは勘かん弁べんして欲しい。

　新しい債さい権けんに時間を取られてしまうかと思っていたが、予想外に早く片づいた。今日きようは残ざん業ぎようせずに済むかもしれない。これから定時までの間にさっきみたいに騒さわがしくならなければ、だけど。

「ん……？」

　翔しようの資料を整理していると、そこに手書きのコメントを見つけた。個別対たい応おう班はんに回ってくる前の担当者が書いたものだろう。

　それを読んで、勇司は後こう悔かいした。どうして先にこのコメントを見つけなかったのだろうと。翔との電話を簡単に終わらせてしまったのだろうと。

　慌あわてて翔の交こう渉しよう記録を遡さかのぼる。延えん滞たいが始まってから今日までの、前の担当者が取り立てをしていた頃の記録だ。

「どうしたの？」

「……穴あな岡おかさん、明後日あさつてに支払いをするかわかりません」

「でも、やるって本ほん人にんから言ってきたんでしょ？」

「そうなんですけど。その、前ぜん担たん当とう者しやのコメントがありまして……」

「ふーん、なんて？」

「『不ふ履り行こう多数。こいつダメ』です」

　そう、前担当者が電話をした時も、翔は電話に出て、返へん済さいの約束をしている。しかし約束の日が来ても入金なし。再び電話をかけて約束をしても、また約束は破られる。そんなやり取りが、短期間で三回も行われている。そしてさっきの勇司の電話で四回目の約束がされた。果たして四度目の正直はあり得るのか。

「なるほどね。でも、もう待つしかないね」

「はい……」

　すでに約束はしてしまった。延滞はしているが翔はＫＴカードの会員である。今からまた電話をかけて「本当に約束を守るか怪あやしいので、もう一回話はなしましょう」なんて言えるわけがない。澄花の言う通り、明後日を待つしかない。

　澄花はこの案あん件けんを勇司に渡す前に目を通している。このコメントを見み逃のががしているとは考えにくい。翔が「そういう会員」だとわかっていたはずだ。それを何も言わずに勇司に託たくし、勇司がどうするか試したのだ。

　結果、勇ゆう司じの資料の読み込みが甘く、守られる可能性の低い約束をして終了。明後日あさつてまではアプローチができない状況を作ってしまった。もし先にこのことを知っていれば、度たび重かさなる不ふ履り行こうを理由にもっと翔しようを攻めて、返へん済さい意い思しを高めさせるような話ができたかもしれない。

　ミスだ。

　勇司はこめかみを押さえた。早く澄すみ花かの役に立ちたいと、成長したいと思っているのに、こんな簡単なことで躓つまずくなんて。

「個別対たい応おう班はんに来る債さい権けんの性質を考えたら、前の担当者のコメントが大事なものだってわかるよね」

「……はい」

「それを見落とすっていうのは、あり得ないんじゃない？」

「すみません……」

「謝っても時間は戻らないよ。切り替えて、次の債権に取りかかりなさい」

「は、はいっ」

　翔の資料を封ふう筒とうにしまって、勇司は他の債さい務む者しやの画面を展開した。が、取りかかる前にやっておくことがある。

　勇司は付ふ箋せんを取り出すと、澄花に注意されたことを書いてディスプレイの端はしに貼はった。こうやって目につくところに貼ることで、常に意い識しきするようにしているのだ。

「……あのさ、言ってもいい？」

　澄花は半なかば呆あきれたような口く調ちようだ。

「何ですか？」

　勇司のディスプレイを指ゆび差さす澄花。

「それ、貼りすぎてライオンみたいになっちゃってるけど、全部見みられてるの？」

「あっ……」

　ディスプレイの周りに隙すき間まなく貼られた付箋たち。まるでライオンのたてがみのようになってしまっていた。しかも付箋は黄き色いろだ。

　結局、この付箋を整理するのにも時間を取られることになる。自分から仕事を増やしてどうするんだ。

「ふふ。新しん入にゆう社員って、ホントに面白いわ」

　向かいの席で、莉り奏そ奈なが笑っていた。







　二日後、木曜日の夕方。やはり翔からの振り込みはなかった。ＫＴカードは特とつ区く銀行に返済用ようの口こう座ざを設けていて、そこに振り込みをすることで返済が完了する。口座にお金が振り込まれると、パソコン画面に反はん映えいされるようになっている。

　銀行の営業時じ間かんは午後三時までなので、それ以降の振り込みは翌よく日じつ扱いになる。翔しようが三時をすぎてから振り込んだ可能性もあるが、それは薄いように思えた。

「振り込み、あった？」

「ありませんでした……」

　何回画が面めんを確かく認にんしても、何も変わらない。

　普通ならば、すぐに翔に電話をし、新たな約束を取りつけるべきだ。しかし、次も同じようなことになるだろう。アプローチの角度を変えないと、現状は打だ破はできない。

　前ぜん担当者しやとの会かい話わ記録の中にアルバイトをしているという内容が残っている。大学生だからアルバイトは珍めずらしくない。給きゆう料りよう日びを聞いて、その日に必ず返済をするように念を押すか。いや、いっそのこと直接受うけ取りに行くか。

「その人さ、かなりお金に困ってるよ」

　夕陽ゆうひの射さし込むオフィスでディスプレイとにらめっこをしていると、澄すみ花かが言った。

「延えん滞たいをするくらいですから、困ってるんじゃないですか？」

　翔に限ったことではない。延滞が長期化している人はみんなそうだ。

「んー、言い方を変えよっか。急にまとまったお金が必要になった、かな」

「急に、ですか？」

　翔と会ったことも、話したこともないのに、どうして澄花がそこまでわかるのか。織おり子この時だってそうだ。得ている情報は勇司より少ないのに、勇司よりもたくさんのことを見通している。これが経験というもので、自分に圧あつ倒とう的に足りないもの。

「君はね、利用内ない容ようを見た時に気づかなくちゃいけなかったんだよ」

「利用内容……きみどりの窓まど口ぐち、ですか？」

「そう。実はきみどりの窓口に警けい戒かいするのはクレジットカード会社として基本なんだよね。どうしてかわかる？」

　わからない。きみどりの窓口は別に怪あやしい店ではない。そこでカードを使うことの何がいけないというのだろうか。

「すみません。わかりません」

「じゃあお勉強の時間だね。ちょっと遠とお回まわりするけど、勇司くんは古ふる本ほん屋やに本を売ったことはある？」

　唐とう突とつで、しかも関係なさそうな質問だった。でも澄花のことだから、きっと何か意い図とがあるのだろう。

「マンガを売ったことなら、何回か」

「その時さ、一冊いくらで売れた？」

　勇司は天てん井じようを仰あおいで記き憶おくを探る。まとめて数十冊さつ売うったが、たいした金額にはならなかった気がする。

「比ひ較かく的てき新しいので、一冊50円くらいだったと思います」

「まあそんなものだろうね。仮に一冊５００円で買ったとして、売ったら50円。つまりマンガの換かん価か率りつは10パーセントってことになるよね」

「かんかりつ……？」

「ま、買かい値ねに対していくらで売れるかってこと。書しよ籍せきは基本的に低いよ」

　言われてみれば確かに。ただ、本を売る目的はお金のためというよりも読まない本を整理して本ほん棚だなのスペースを空あけるためというのが大きい。捨てるよりはマシといった程てい度ど。

「だからね、本屋で万まん引びきしてよそで売るっていうのは効こう率りつ悪いのよ。頭の悪い人がすることだわ」

　言葉を継いだのは莉り奏そ奈な。澄すみ花かもうんうんと頷うなずく。

「現金盗とればいいのにねー」

「ホントよね」

「いやそもそも犯はん罪ざいですよ！」

　話が逸それた。澄花は「それで」と勇ゆう司じに視し線せんを戻した。

「逆に換価率が高い物って何だと思う？」

「売った時の値ね段だんが高いもの、ですよね……」

　何だろうか。ふとそこで、さっきの万引きの話から連れん想そうされる光こう景けいがあった。盗ぬすむ、泥どろ棒ぼう。天てん下かの大泥棒の三さん世せいが、よく狙ねらっている物。

「宝石とか、ですか？」

「お、いいね。まとめて言うと貴き金きん属ぞく。正解だよ。じゃあ次、莉奏奈ちゃん」

「あら私も？　……商品券もそうね」

　それほど悩まずに莉奏奈は答えた。なるほど商品券か。クーポン券くらいしか使ったことがないから思いつかなかった。

「正解。じゃあもう一つ、勇司くん」

「え？　まだあるんですか？」

「あるよ。正解はＣＭの後っ！」

　ＣＭに入ってしまった。澄花は「特とつ区くの買い物はＫＴカードでっ」と、実際にテレビで流れているＫＴカードのＣＭの真ま似ねをしている。特区内では頻ひん繁ぱんに目にするＣＭなのだが、カードを投げて悪わる者ものを倒すという演えん出しゆつはどうかと思う。投げちゃダメだろ。店で使えと言いたい。

　そんな余よ計けいなことを考えている間にＣＭは終わってしまった。

「ギブです……」

「残念。グアム旅行ならずー」

「そんな賞品あったんですか!?」

　時とき折おり、どうしてこんなに律儀りちぎにツッコんでしまうのだろうと自分がわからなくなる。体たい質しつと言われればそれまでなんだけど。

「気になる答えは……新しん幹かん線せんの回かい数すう券けんなのです！」

「新幹線……あっ！　きみどりの窓まど口ぐち！」

「そういうこと。穴あな岡おかさんは、クレジットカードを使って回数券を買ったんだよ。そしてそれを売ってお金にした可能性がとっても高いね」

「補ほ足そくするとね、回数券はチケットショップで売れば90パーセント以上の金額で売れるのよ」

　莉り奏そ奈なはコーヒーを一口。

　本と比べたら断だん然ぜん高い。10万円で買って、売ったら９万円以上になるのか。

「でも、まだ本当に穴岡さんが売ったかなんてわからないじゃないですか。普通に新幹線に乗ったのかもしれないし」

「確かに勇ゆう司じくんの言う通りだよ。でも穴岡さんは大学生で、回数券っていうのは何枚かセットになってるわけでしょ？　そんなに何回も新幹線に乗る用よう事じなんてあるかなあ」

　反はん論ろんの言葉がなくなる。澄すみ花かの言うことは推すい測そくの域いきを出ていなくて、本当のことは本ほん人にんに訊きかないとわからない。でも、限りなく真しん相そうに近いと感じているのも確かだ。

「……換かん金きん、したんですね」

「うん。カードのショッピング枠わくを使って現金を手に入れる方法。それが換金だよ」

　大学生のカードにキャッシング枠はない。現金を得るにはこの方法しかないのだ。

「澄花、あれ見せてあげれば？」

　莉奏奈に促うながされ、澄花は一枚の紙を取り出し勇司に見せた。

「じゃーん。『回数券料りよう金きん早はや見み表ひよう』！　換金しようと思ったら、高い回数券を買うでしょ？　これはね、それがまとめてある便利アイテムなのです」

「作ったのは私だけどね」

　しっかり莉奏奈がつけ加える。

　澄花は最初、クレジットカード会社はきみどりの窓口を警けい戒かいしていると言った。現金の借かり入いれ、キャッシングを限げん度ど額がくいっぱいまで使ってしまった、もしくは初めから枠の設定がない会員が現金を必要としているとする。そうした場合、行きつく先は決まっているのだ。まだ残っているショッピング枠を使って買い物をし、すぐにそれを売る。そして換金が成立する。

　換金をしようと思ったら、当然ながら換かん価か率りつの高い物を買う。だから、急にブランドショップやジュエリーショップ、きみどりの窓口での利用があった会員は注意しておく必要があるのだ。もちろん、決けつ済さい日びにちゃんと口こう座ざから引き落としをしてくれればいいのだが、お金に困って換金をしているのであって、延えん滞たいする割合は高いという。

「勇司くん、穴岡さんの利用額がくは？」

「16万２４２０円が二回です」

「この表だと……あったあった。グリーン車の東京、博多はかた間かんがそうだね。これを買ったとみて間違いないかな」

　早はや見み表ひようには、距離が長くて高額になる回数券が一いち覧らんになっていた。これは便利だ。

「あの、それコピーさせてください」

「そう言うと思ってもうコピってまーす」

　はい、と渡された。

「ありがとうございますっ」

　おそらく、澄すみ花かは翔しようの担当が勇ゆう司じになった時点で換かん金きんについて教えることになるとわかっていたに違いない。

　丁てい寧ねいに教えてくれて、コピーも用意しておいてくれて。いつも思っていることだが、この人に下で働けることを幸せに思う。いつだって尊そん敬けいしている。四月に入社したすべての新人に自じ慢まんしたい。

「この仕事をしていれば、換金は遅かれ早かれ出会うものなんだよ。一応、穴あな岡おかさんの件についての説明はひと通り終わったけど、換金について、もっと知りたい？」

　せっかくの機会だ。それに、これから翔以外にも換金をした会員を担当することになるだろう。そのためにも知識を深めておく必要がある。

「はい。知りたいです」

「私のことも？」

「はい。知りた……んん？」

「もうっ、勇司くんってば誘ゆう導どう尋じん問もんなんて策さく士しなんだからあ」

　いやんいやんと澄花は体をくねらせている。

　……さっきまで尊敬していたんだけど。

「勇司くん、なんか澄花は面めん倒どうだから私が教えてあげるわ」

「お願いします」

　莉り奏そ奈なが手て招まねき。勇司は迷わずメモ帳を持って莉奏奈の席に行こうとした。が、澄花が腰にしがみついてきた。

「今のは本ほん気きで謝るからっ。私に教えさせて！　お願いっ」

「ちょっ……、離れてくださいって！」

　なにも涙なみだ目めにならなくても。

　仕切り直して、澄花から教えてもらうことになった。場を和なごませようとして澄花が関係ない話を混ぜてくるのはいつものことなのだが、そのせいで話の腰が折れることがたまにある。去年、澄花に取り立てのノウハウを教え込んだ人は無む口くちで仕事のこと以外は喋しやべらない人だったらしいから、その反はん動どうだろうか。

「最初に覚えておいて欲しいのは、換金はどこのカード会社の規き約やくでも禁きん止しされているってことなの。発はつ覚かくすれば、基本的にはすぐに強きよう制せい解かい約やくになるよ」

「じゃあ、もし穴あな岡おかさんが換かん金きんを認めたら……」

「解かい約やくだね。残念だけど」

　カードには現金を借りる機き能のうがある。現金が必要ならばそっちを使えばいい。それができないからといってショッピング機能を使って現金を得るのは本来のカードの使い方にそぐわない。だからこそ、規き約やくで禁きん止ししている。

　状況的に翔しようが換金をしたのは明めい白はくで、後は本ほん人にんが認めるかどうか。認めなければすぐにカードの資し格かくを取り消すことはしないが、延えん滞たいが続けばいずれは強きよう制せい解かい約やくとなる。ちなみに、ＫＴカードでは延滞発はつ生せいから二ヶ月の間に返済をしないと強制解約になる。翔がＫＴカードを解約になるのは避けられないかもしれない。

　それで、と澄すみ花かは続ける。

「換金には大きく分けて二種類ある。一つは穴岡さんみたいに換かん価か性せいの高い物を自分で買って、チケットショップとかで売ってお金にする方法。もう一つは……換金業ぎよう者しやを使う方法」

「業者……？　換金をしてくれる業者があるんですか？」

「看かん板ばん見たことない？　ほら『カードでお金』とか『ショッピング枠わく、現げん金きん化かします』みたいなやつ」

　言われてみれば、あるような、ないような。学生の時はクレジットカードに強い関心があったわけでもないので目に入らなかったのかもしれない。今こん度どから気をつけて見てみよう。

　ん、待てよ。

「おかしくないですか？　換金は禁止されているのに、堂どう々どうと看板で宣せん伝でんしてるなんて」

「どうして？」

　しれっと、澄花は言う。

「どうしてって……。いけないことしてるんですから、看板なんてあったらすぐに警察にバレちゃうじゃないですか」

「だからあ、どうして警察が出てくるの？」

「だって、換金は禁止されてるって澄花さんが……」

「じゃあ思い出して。私は、何で禁止しているって言った？」

「それは、カード会社の規約で……」

　そこで、莉り奏そ奈なが薄く笑う声が聞こえた。

「そろそろいいんじゃない？　勇ゆう司じくんが混乱しちゃうわ」

　澄花は一つ息をつく。

「質問攻ぜめにしてゴメンね。実は、換金は規約で禁止されているけど、法ほう律りつでは禁止されていないの。ここ、かなり大切なことだよ」

「法律、で……？」

　整理する。規約というのはカード会社が各おの々おので定めているルールだ。もちろん好き勝かつ手てにルールを定めているわけはなくて、関連する法ほう律りつに従って作られている。対して法律は国が定めたルール。上下関かん係けいで言うのなら、規き約やくが下に決まっている。

　警察が動くのは、法律違い反はんがあった時だ。規約違反で、警察は出しゆつ動どうしない。

「だから換かん金きん業ぎよう者しやは堂々と営業してる。看かん板ばんを出して宣せん伝でんできる。不ふ思し議ぎな現げん象しようではあるよ」

　クレジットカードには悪あく魔まが棲すんでいる。換金業者は、その悪魔を飼いならしている集団とでも言えばいいだろうか。

　莉り奏そ奈なが一枚のチラシを見せてくれた。過去、ＫＴカードが配はい布ふした物だそうだ。そこには「ストップ！　現げん金きん化か！」と大きく書いてあって、換金業者を利用するのがどれだけリスクの高いことなのかが説明されていた。

「クレジット産さん業ぎよう協会や消しよう費ひ者しや庁ちようも、換金業者を広めないために啓けい蒙もう活動をしているわ。でも、犯はん罪ざいとして取り締まれないから、イタチごっこな部分もあるわね」

　莉奏奈が担当している債さい務む者しやの中にも、換金業者に手を出して延えん滞たいに陥おちいった人がいるのだという。

「それで、業者の中にも『買かい取とり式しき』と『キャッシュバック式』っていう二種類があるの。図で説明した方が早いから、こっちに来て」

　椅い子すを転がして澄すみ花かの席へ。近くに行くと、澄花の香こう水すいの匂においがする。澄花も莉奏奈も化け粧しようは濃くなくて、素材の良さがわかる。今日きようの澄花は薄うす手でのニットにひらひらした白いスカートで、清せい楚そな印いん象しようを受ける。

　説明は、50万円分を使った場合を例にしていた。

「買取り式」は、業者に出向くと「あそこのデパートで商品券を50万円分買かってきてください」というような指し示じを出され、言われた通りにカードを使って買い物をする。するとその商品券を業者が40万円で買い取ってくれる。こうして現金40万円が手に入る。差さ額がくの10万円が業者の利益である。

「キャッシュバック式」は、業者が店てん舗ぽになっていて、その中で適当な商品をカードを使って50万円分買う。そしてすぐに業者から40万円を受け取る。ここで買う商品は「買ったことにしている」だけなので何でもいい。極きよく端たんな話、ティッシュ一箱でもいいのだ。

「換金業者を使うメリットって、お金を受け取るのに時間がかからないことなんだよ。だからどうしてもすぐに現金が必要って人が手を出しちゃうの」

　その時は、必要だった現金が手に入って助かったと思うだろうが、当然カードを使って買い物をしているので、約一ヶ月後に請せい求きゆうが来る。もちろん請求額がくは50万円。40万円しか受け取っていないのに、だ。結局、10万円という高い手て数すう料りようを払ってしまっているのだ。その支払いに追われるのは目に見えている。

「その場凌しのぎにしかならないんですね」

「だね。大おお雑ざつ把ぱに話したけど、これが換金業者の実じつ態たい。勉強になったね」

「はい。ありがとうございます」

　椅い子すを自分の席に戻していると、莉り奏そ奈なが新しくコーヒーをいれているところだった。個別対たい応おう班はんの部屋にはインスタントコーヒーと電気ポットが用意されていて、いつでもコーヒーが飲めるようになっている。ポットは澄すみ花かが持ち込んだ物で、朝あさ一番にポットのお湯を沸かすのは勇ゆう司じの日課である。

「勇司くんもいる？」

「あ、お願いしてもいいですか？」

　砂糖とミルクも入れてもらって、莉奏奈からマグカップを受け取る。ここの三人はみんなコーヒーが好きだ。

「補ほ足そくだけど、換かん金きん業ぎよう者しやの何がマズいかって、暴ぼう力りよく団だんが絡んでいるところが少なくないのよ」

「暴力団……」

　当然ながら「怖こわい」というジャンルに分ぶん類るいされる言葉だ。

　莉奏奈が語るのは金きん融ゆう業ぎよう界かいの歴史。

　一ひと昔むかし前まえ、今よりも法ほう定てい利り率りつが高かった頃、消しよう費ひ者しや金融は利益を大おお幅はばに伸ばし、クレジットカード業界も右みぎ肩かた上あがりだった。そんな中、多た重じゆう債さい務むに陥おちいってヤミ金に手を出してしまう人も増えた。法定利率など関係ない、法の外にいる貸かし金きん業者だ。取り立ても厳きびしいもので、破は産さん、自殺者も増えた。

　それを重く見た国は消費者保ほ護ごを打ち出し、法定利率を引き下げ、同時にヤミ金の取り締まりを強化する。

　そうしてヤミ金は減り始めるが、その代わりに換金業者に姿すがたを変えて営業を始めるケースも多いのだという。

「あなたの案あん件けんは業者を使ってないみたいだから、マシな方かしらね」

　今の話を聞いた後だと、確かに翔しようはマシな状態だと思えてしまう。

　換金か。

　二人から得た知識をメモしながら考える。まだ確かではないが、翔が換金をしたとして、何か現げん金きんが必要な状態に陥おちいったということだ。大学生で、30万もの金額が急に必要になることなんてあるだろうか。

　例えば家族が病やまいに倒れ、高額の医い療りよう費ひを払わなければいけなくなったとか。いや、今は病院でもカードが使える。わざわざ現金を用意しなくたっていい。

　こればかりは、本ほん人にんに訊きかないとわからないな。

「どうする？　勇司くん」

　こういう時の澄花は挑ちよう発はつ的になる。勇司がどう動くのか、楽しみだというふうに。

　約束を平へい然ぜんと破る債さい務む者しや。それも何回も。ある意味で、キレて怒ど鳴なる債務者より厄やつ介かいかもしれない。しかも利用内ない容ようは換金の可能性が高い。規き約やくを破り、返へん済さいを怠おこたり、尚なおも噓うそを重ねている。

「会って話します。今度は逃のがしません」

　だからこそ、会う。こちらの本気を見せる。

「まったく。君は結けつ構こうアウトドア派だよね」

　澄すみ花かは口くちの端はをにっと持ち上げ、嬉うれしそうに言うのだった。







「ＫＴカードの菱ひし見みです。穴あな岡おか様、少しお時間よろしいでしょうか」

『はい……。あの、今日きようの約束のことですよね。すみません。努力はしたんですが、どうしても用意できなかったんです』

「努力というのは、具体的にはどのようなものでしょうか」

『えっと……友達に借りるつもりで……』

「そうでしたか。では全ぜん額がくでなくて構いませんので、現在用よう意いできているだけお振り込み頂けますか？」

『すみません。いくらも持っていないんです……。あ、でも、来週の月曜日には全額用意できます。だからそこまで……』

「もうお待ちできません」

『だから、来週の月曜には大だい丈じよう夫ぶですから』

「申もうし訳わけありませんが、穴岡様は延えん滞たいが始まってから四回の約束不ふ履り行こうをされています。私は、穴岡様が仰おつしやることを全面的に信用できません」

『……すみません。でも、今すぐには……』

「一度、会ってお話ししませんか？　ご返へん済さいに関して相談をしましょう。私は穴岡様の担当ですので、できる限りの協力を致します」

『…………』

「お住まいは特とつ区く内ないですよね。当社からでしたらすぐに向かえますし、来らい社しや頂いても構いません。私にお時間を頂けないでしょうか」

『……今日は無む理りですけど、明日あした、授業が終わってバイトまでの間なら……』

　以上が、昨日きのうの夕方の翔しようとの会話である。

　自分としては、かなり押したつもりだ。まだ経験も浅く、慣れないせいもあってから、いつもの勇司は受け身になりがちだ。相手のペースに乗せられてしまい、話したいことを全部言いえずに通つう話わが終わってしまうこともある。

　しかし今回は、強気に出なければと思った。約束をし、破られる。どこかでこの流れを変えなければいけないのだ。

　五月二十六日、金曜日。時刻は午後三時になろうとしている。翔が指定した喫きつ茶さ店てんで勇司と澄すみ花かは待っていた。

「このお店、来たことある？」

「はい。大学から近いんで、課題やったり、友達と喋しやべったりしてました」

　二年で辞やめてしまったが、勇ゆう司じも翔しようと同じ特とつ区く大学に通っていた。だから、この喫きつ茶さ店てんに入った時には懐なつかしい気持ちにさせられた。今も、店内には特区大学の学生らしき若者がたくさんいて賑にぎわっている。これからする話はあまり周囲に聞こえて欲しくないものなので、勇司たちは隅すみの席を選んだ。

「あれ？　菱ひし見みじゃん」

　そこに聞き覚えのある声。今から店を出るらしい二人の学生が勇司の席で足を止めていた。

「佐さ々さ木き、久く保ぼも」

　学部で同級生だった二人だ。今は三年になっている。教科書を抱えているところを見ると、勉強していたようだ。

「仕事中？」

「うん。お客さんと待ち合わせしてるところ」

「うわっ、スーツ着てるよ！　サラリーマンじゃんサラリーマン！　超ちようマジメそうに見えるし。あ、いや、菱見がマジメなのは今に始まったことじゃないけど」

　ワインのボトル一いつ気き飲みをして倒れたという情なさけない過去を持つ久保は、何な故ぜかスーツ姿すがたの勇司に興こう奮ふん気ぎ味みだ。まだ本ほん格かく的に就しゆう職しよく活動が始まったわけじゃないから、単にスーツが珍めずらしいのだろう。

「つか、そちらの方は？」

　佐々木が隣となりに座る澄花に目をやる。

「俺おれの上じよう司しの三みつ井いさん」

「どうもー」

　澄花が会え釈しやくすると、またも久保が声を荒げた。

「上司!?　めっちゃ美人じゃん！　菱見どこだっけ？　ＫＴカードだっけ？　俺もＫＴカードに就職するわ！」

　久保という男は、ノリがよくていい奴やつだけど単純だ。もしこの場に莉り奏そ奈なもいたら、気き絶ぜつしていたかもしれない。

「熱ねつ意いがあれば当社は誰だれでも歓かん迎げいよ。でも、資し格かくがあればもっと就しゆう活かつが有利になるかもね。たとえば司し法ほう試験とか」

「わかりました！　俺、司法試験受うけます！」

　久保は即そく答とう。司法試験受かったら弁べん護ご士しか検けん事じになれよ。あとお前は法ほう学がく部ぶじゃないだろ。

「悪い。佐々木、久保、そろそろお客さん来ると思うから……」

「おう。じゃあ俺たちはこれで。菱見ぃ、今こん度ど合ごうコン頼むぜ」

　そう言い残して、佐さ々さ木きは久く保ぼを引っ張って店を出て行った。

　大学の友人たちには、ＫＴカードに勤めていることは教えたが、どんな仕事をしているかまでは言っていない。実際に仕事に就つくまでは勇ゆう司じ自身も思っていたことだが、「取り立て」という言葉のイメージはどうしても悪い。勇司がどれだけ取り立てという仕事が必要で、誰だれかがやらなければいけないことなのだと力りき説せつしても、マイナスのイメージとして定てい着ちやくしてしまっているから、それを覆くつがえすことはできないだろう。

「すみません。僕の友達が……」

「ん？　いいよいいよ。私を美人と言う人に悪い人はいないからね。んで、ホントに合ごうコンするの？」

「あれは佐々木の社しや交こう辞じ令れいですって。別に本ほん気きにしなくても……、澄すみ花かさん、合コンに興きよう味みあるんですか？」

　何だろう。このもやもやした感じは。仮に合コンをすることになっても、澄花には行って欲しくないと思ってしまっている。

「あれあれぇ？　もしかして勇司くん、独どく占せん欲よく出しちゃってる？　私が合コンに行って、誰かと仲よくなっちゃうのが嫌いやとか？」

「そ、そういうわけじゃっ……」

　澄花の人にん間げん関係にどうして口を出せるというのか。でも、自分でもわからない心のどこかで、そんな気持ちが芽め生ばえているのかもしれない。

　目を逸そらす勇司に、澄花は笑った。

「あー、慌あわててるぅ。大だい丈じよう夫ぶよ。もし合コンのセッティングを頼まれたら、こっちからは結婚を焦あせる三人の三十代女子社員、『ヤバい三さん連れん星せい』を送り込むから」

　あいつらが年とし上うえ好ずきであることを願うばかりだ。

「すみません、ＫＴカードの方ですか？」

　その時、一人の学生が勇司たちに声をかけた。反射的に勇司と澄花は立ち上がる。

「はい。ＫＴカードの菱ひし見みです。穴あな岡おか翔しよう様ですか？」

　翔はこくりと頷うなずいた。

　勇司は翔を向かいの席に座るように促うながし、自分も座り、名めい刺しを差し出した。

　翔は二十一歳さいで勇司よりも一つ上のはずだが、顔立ちは幼く見えた。髪かみは茶ちや色いろで、勇司よりも長く耳が隠かくれている。長なが袖そでのＴシャツにカーゴパンツといった格かつ好こうだった。織おり子この時もそう思ったが、カードを乱らん用ようして延えん滞たいするようには見えなかった。

　いや、人を見た目で判はん断だんしてはいけない。現に翔は32万という金額を延滞しているのだ。面めん談だんは相手の表情を見ながら交こう渉しようすることができる反面、見た目という先せん入にゆう観かんにもなりかねない要素が入ってくる。もし翔がもっとヤンキーのような容よう姿しをしていたら、「こいつなら延滞しそう」と思ってしまっていたかもしれない。よくないな。もっと平びよう等どうに判断をしなくては。自分は取り立てのプロでなければいけないのだから。

　澄すみ花かも名めい刺しを差し出した。

「三みつ井いです。学生さんですよね。お忙しいところ申もうし訳わけありません」

「いえ……」

「でも、大学生っていいですよね。時間もたくさんあって。ゴールデンウィークはどこかに出かけたりしたんですか？」

　これはきっと、澄花の気き遣づかいだろう。相手がまだ若いから、いきなり取り立ての話に入る前に雑ざつ談だんを入れて、緊きん張ちようを少しでもほぐそうとしているのだ。

「あ、いえ。連れん休きゆうはアルバイトばっかりでした」

「稼かせぎ時どきですもんね。まあ、夏休みもありますから。私たちにはないですけど」

　苦く笑しようしてみせる澄花。ちなみにＫＴカードにお盆ぼん休やすみはない。お盆は旅行をする人も多く、クレジットカードを使う機会が増える。そのために一時的に限げん度ど額がくを上げたり、トラブルに対応したりする必要がある。また、債さい権けん回かい収しゆうをする管理部からしてみれば、普ふ段だんは会社勤づとめで電話で捕つかまらない債さい務む者しやも、お盆は会社が休みなので捕まる可能性が高くなる。なので、ある意味でお盆は書き入れ時なのだ。

　お盆休みがない代わりに、好きな時に連休が取れるシステムとなっている。

　翔しようは何もいらないと言ったが、勇ゆう司じはコーヒーを三人分ぶん頼んだ。

　ちらりと澄花が横よこ目めで勇司を見る。ここからは自分の役やく目めだ。勇司が法ほう律りつに触れるようなことを言い出さない限りは、澄花は口を出さない。

「穴あな岡おか様、本ほん題だいに入らせて頂きます。この度たびご延えん滞たいとなった分のご返へん済さいについてです」

「はい……すみません」

「今までに四回約やく束そくをしましたが、すべて守って頂けておりません。どのようなおつもりなんでしょうか」

「あの……何とかなると思って」

　何とかなる。翔以外にもその言葉を使う債務者はいる。何とかならなかったから延滞したというのに、よくそんなことが言えるものだと思う。

「現在のご収入はアルバイトですか？」

「はい。給きゆう料りよう日びが月末なんです。そこで払いますから、待ってください」

　勇司は手帳を開き、日付を確かく認にんする。三十一日は来週の水曜日か。来らい月げつや再さ来らい月げつまで待ってくれと言われているわけではないので、待ってもいいかもしれない。

　しかし。

「失礼ですが、お給料はどれくらい入る予定でしょうか」

　翔は途と端たんに目を泳がせる。

「６万くらい……です」

　授業と両立させている大学生のアルバイトならそれくらいだ。ちなみに久く保ぼは授業をサボってアルバイトばかりして、月給20万円を叩たたき出したが単位を落とした。

「延えん滞たいは32万円ですが、不足分はどうされるんですか？」

「それは……来月の給きゆう料りようで……。何とか分ぶん割かつ払ばらいにできないでしょうか」

「できません。元々、一いつ括かつ払いのショッピングのご利用です。一括返へん済さい以外、お受けはできません」

　はっきりと拒否の姿し勢せいを示す。これだけ待たされ、噓うそをつかれているのだ。待てない理由はいくらでもある。だいたい、給料日まで待ったところで、確実に６万円の返済がされるかどうかもわからない。

　勇ゆう司じの中で、翔しようは狼おおかみ少年となってしまっていた。

「でも……他にあてはないんです」

　しきりに目を泳がせ、勇司と目を合わせようとしない。運ばれてきたコーヒーにも手をつける気け配はいはない。

　他にあてがないというのは本当のことだろう。勇司は織おり子この時のことを思い出す。お金がないのなら、お金を持っている人から回かい収しゆうすればいい。つまり、親にお金を出させればいい。ＫＴカードに保ほ証しよう人にん契けい約やくはなく、実際は親に支払い義ぎ務むはない。だから勇司たちも翔の親に返済を迫ることはできない。だから、翔が親に泣きついて仕方なく親が立て替えるような展開にもっていく必要がある。

　だが、織子と違って翔はアルバイトをしていて、収しゆう入にゆうがある。長くなってしまうかもしれないが、最悪の場合、毎月５、６万円で分割払いしてもらうしかない。半年かかると考えると長いように思えたが、自分が抱える債さい務む者しやの中にはもっと長い期間で返済計けい画かくを立てなければいけない人はたくさんいる。

「……わかりました。今回のみ分割としますので、必ず６万円を振り込んでください」

　ここで譲じよう歩ほ。勇司は一度、分割払いを拒きよ否ひしている。そこから引いてみるのは一つの話わ法ほうだと莉り奏そ奈なから教わったのだ。アルバイトの給料で一括返済ができないなんて初めからわかっていることだが、だからといって「じゃあ６万でいいです」とすぐに言ってしまわない方がいい。相手から甘く見られる可能性がある。甘く見られれば当然、約束を守るという意識が希き薄はくになってしまいかねない。

「はい。あの、必ずやりますから」

　翔の「必ず」は決して信用できる言葉ではないが、疑い続けていては始まらないのも事実だった。

　さて、返済についてはこれで一応話はついたが、もう一つ翔には訊きかなければいけないことがある。

「穴あな岡おか様、もう少し、よろしいでしょうか」

　話が終わったと思ったのか、コーヒーをすすっていた翔しようが慌あわててカップを置いた。その拍ひよう子しにコーヒーが少しこぼれる。

「な、何でしょうか」

「ご返へん済さいのことではなく、ご利用内ない容ようについてです」

　翔の表情が強こわ張ばるのがわかった。こちらは、換かん金きんしたのではないかと疑いを持っている。それをはっきりさせなければいけない。もし換金を認めたなら、規き約やく違い反はんとなりその場で強きよう制せい解かい約やくだ。

「えと……何か」

「きみどりの窓まど口ぐちで、何を買われたのでしょうか」

　見けん当とうはついているのだが、翔の口から聞きたかった。

「新しん幹かん線せんの回数券を、買いました」

　やっぱり。澄すみ花かに見せてもらった早はや見み表ひようの通りだ。

「回数券の束を二つ購こう入にゆうされているようですが、もちろんご自分で使用されたんですよね」

「……はい」

　相変わらず翔と視線は交わらない。うつむいて、テーブルを見ながら話をする。初めて会った時の織おり子このようだった。

　問い詰めるような質問の仕方をしながら、勇司は違い和わ感かんを抱いていた。何か、何かが変だ。自分が想そう像ぞうしていたような面めん談だんじゃない。何かが違う。でもそれが何か、今はわからない。ただ漠ばく然ぜんと、自分が描いたシナリオから逸それていくような感覚があるだけだ。

　違和感の正しよう体たいを暴あばくのは後にしよう。この面談の真の目的を達たつ成せいするのが先だ。

「新幹線でどちらに行かれたんですか？」

「えっと、博多はかたまで……」

　早見表の値ね段だんと合っている。ここで違う場所を言おうものならそこを突こうと思っていたが、翔は本当に博多に行ったのだろうか。

「どのような目的で博多まで？」

　質問を重ねる勇司に、翔はついに目を合わせる。それは、不ふ審しんな色を帯びていた。

「すみません、どうしてそこまで詳しく答えなければいけないんですか？」

「あの、それはですね……」

　勇司は次の言葉に詰まってしまった。ここで「換金しましたか？」とストレートに訊きいたって、正直に「はい」と答えるわけがない。だからこそ遠とお回まわりに質問をいくつかして、ボロが出るのを待っていたのだ。

　規約では違反だけど法ほう律りつでは違反じゃない。換金は自己申しん告こくでしか立りつ証しようできない。「してない」と言われればそれまで。

　ほとんど無意識に隣となりの澄花を見てしまう。助けを求めてしまう。勇司の視線に気づいた澄花は、翔しようからは見えないテーブルの下で、勇ゆう司じの腿ももを軽く叩たたいた。「お疲れ」という意味だろうか。

　そして澄すみ花かが口を開く。

「決けつ済さいされているなら構いませんが、ご延えん滞たいとなってしまっていますから、どのような目的で何を買ったのか、私たちは知る必要があります。学生さんで回数券を買う方は珍めずらしいので、このような質問をさせて頂きました。ご気分を害がいされたようでしたら、申もうし訳わけございません」

　澄花が謝ると、翔は「いえ……」と小さく言ってもぞもぞと座り直した。

「それで先ほどの続きとなりますが、回数券ですから、まだ残ってますよね。お持ちでしたら、見せて頂けますか？」

　まだ使っていない回数券が出てくれば、換かん金きんではない。しかし翔は首を横に振った。

「……ありません」

「一人で何なん度ども新しん幹かん線せんに乗ったのですか？」

「違います。その、友達と旅行に行ったんです。回数券を買った方が割わり安やすだと思って……」

「旅行でしたか。いつ頃に行かれたんですか？」

「それは……この前のゴールデンウィークに……」

　澄花の声が低くなる。

「先ほど、ゴールデンウィークはアルバイトをしていたと仰おつしやっていましたが？」

　息を飲んだのは勇司。

　最初の会話は雑ざつ談だんだと思っていた。違う。澄花はいずれ面めん談だんが何を買ったか、どう使ったかに及び、この展開になることが見えていたのだ。たくさんの回数券を使う目的を訊きかれれば、出張のある会社員でもない限りは旅行と答える。直ちよつ近きんで旅行ができるような連れん休きゆうはゴールデンウィーク。だから、翔に警けい戒かいされる前、出会った直後にゴールデンウィークは何をしていたか訊いたのだ。

　外そと堀ぼりを埋めるために。逃げ場をなくすために。

　あるいはこれは、取り立ての基本なのかもしれない。でも、隣となりに座る澄花はやっぱりカッコよくて、自分が未み熟じゆくだと思い知らされる。勇司は反射的にメモを取り出してしまい、客の前ということを思い出して鞄かばんに戻した。

　矛む盾じゆんを突かれた翔は無む言ごん。澄花は続ける。

「……穴あな岡おか様、そろそろ正直にお話しして頂けませんか？　カードで買った回数券、どうされました？」

　もう翔に逃げ場はない。噓うそを重ねればいつかは綻ほころびが生まれ、崩くずれてしまう。

　観かん念ねんしたのか、翔の返答は早かった。

「金券ショップに、売りました」

　心のどこかで、翔は換金などせずに、回数券を買う他の理由があって、ＫＴカードを健けん全ぜんに利用してくれていると信じていた。でも、ダメだった。明めい白はくな規き約やく違い反はん。換金業ぎよう者しやを使わなかったのが不ふ幸こう中ちゆうの幸さいわいといったところ。

　換かん金きんがわかって、さらに問題が浮ふ上じようする。勇ゆう司じは澄すみ花かよりも先に翔しように訊きいていた。

「回数券けんを売ったお金は、どこに行ったんですか？」

　仮に90パーセントで買い取ってくれるとして、翔は30万弱じやくの現げん金きんを手にしているはずなのだ。今まで返へん済さいがなかったということは、そのお金は手元にない。何かに使ってしまったということだ。

「もう、使ってしまいました……」

　消え入りそうな声で、翔は言う。大学生が30万近いお金を使う先って、何だ。奨しよう学がく金きんを貰もらいながら慎つつましい生活をしてきた勇司には想そう像ぞうできなかった。

「ギャンブルですか？」

「いえっ、違います」

　澄花の問いには即そく答とう。まあ、仮にギャンブルだったとしても「はい」とは答えないだろう。またも見た目の判はん断だんとなってしまうが、翔はギャンブルをするようには見えない。

「では、何に使ってしまったんですか？」

「どうして……そんなプライベートなことまで答えなければいけないんですか？」

　苦し紛まぎれの切り返し。しかし澄花が打ち砕くだく。

「ご返済がされていない現状では、それは当社のお金だからです」

　そう、クレジットカードの仕組みとして、カード会社は利用のあった店にまず利用者の代わりに立て替え払いをする。その後、利用者の口こう座ざから引き落とすことによって支払いが完了するのだ。だから翔から返済がない今は、ＫＴカードが翔に回数券を買ってあげた状態だ。それを売って作ったお金がどこに行ったのか、知る権けん利りがある。

「…………」

「お答えできないのであれば構いません。その代わり、この場で全ぜん額がく返済をしてください」

　迫られる二に択たく。だが、一つの選せん択たく肢しは実じつ行こう不可能だ。

　それでも翔は答えなかった。

「返せばいいんですよね。来週の水曜日に全額返済します。それでいいんですよね」

　口く調ちようは荒く強く、イラつきが見てとれた。逆ギレという現げん象しようだ。

　さっきまで６万円という約束をしていたのに、全額払はらうと言う。現実的ではなく、これではまた話が戻ってしまうではないか。

　しかし、澄花はそれを受け入れた。

「わかりました。本来、換金は即そく座ざに解かい約やくですが、来週の水曜日に全額返済して頂ければ強きよう制せい解約を保ほ留りゆうします。お待ちしておりますので」

「はい。……それじゃあバイトがあるので、失しつ礼れいします」

　軽く頭を下げて、翔は店を出て行った。勇司は大きく息をつく。

　澄すみ花かは翔しようが座っていた向かいの席に移動して、ウェイトレスを呼んだ。

「お疲れ様。甘いものでも食べる？」

「はい、食べたいです」

　澄花はチーズケーキ、勇ゆう司じはショートケーキを頼んだ。「莉り奏そ奈なちゃんには内ない緒しよね」と澄花は微笑ほほえんだ。

「うーん、やっぱり換かん金きんだったね。今までは延えん滞たいしてなかったし、オーソリ通しちゃうのも仕方ないっちゃあ仕方ないけど」

「オーソリ……ですか？」

　確か、入社の時に澄花からもらった研けん修しゆう資し料りように書いてあったような。

「『オーソリゼーション』の略りやくだよ。んっとね、カードで買い物をしようとした時、本当にこの買い物をしていいかどうか判はん断だんするシステムって言えばいいかな」

　これはカードの不ふ正せい利用を未み然ぜんに防ぐためのシステムだ。例えば、勇司がカードを落として誰だれかが拾ったとする。その人は悪い人間で「こりゃラッキー」と思って勇司のカードで高い物を買ってしまおうと企たくらむ。するとそこでオーソリがかかり、買い物をストップさせることができるのだという。

「なるほど……。不自然な利用を防ぎやすくなるんですね」

「回数券みたいな換金に使われやすい物だとオーソリで止まることもあるんだけど、穴あな岡おかさんは過去の延滞もないし、オッケーしちゃったみたいだね。オーソリは管理部の管かん轄かつじゃないから、詳しくはわからないんだけどさ」

　カード会社としては、できるだけたくさんの人にカードを使ってもらいたい。だから、ちょっとでも怪あやしい利用を片かたっ端ぱしからストップするわけにもいかないのか。カードの不正利用なんて、日常的に起きるものじゃない。普通の利用の方が圧あつ倒とう的に多いのだ。

　翔の回数券購入も、オーソリで止まっていれば延滞も起きなかったのだろうが、起きてしまったものは仕方がない。それを回かい収しゆうするのが管理部管理課の仕事だ。

　オーソリゼーションか。ちゃんと勉強しておこう。

「それで澄花さん、よければさっきの面めん談だんの反省をしたいんですけど」

「うわ出たマジメ発言。これからおやつタイムにしようって時にこれだよ君は。新しん人じんかっ」

「新人ですよっ」

「あはは。じゃあ反省会しよっか。っていうか、さっきの面談、勇司くんはかなり頑がん張ばったと思うよ。ダメ出しするところ見つからないもの」

　その言葉に胸が熱くなる。他の誰でもない、澄花という女性に褒ほめられるのがたまならなく嬉うれしい。

　思わず立ち上がって頭を下げる。

「あ、ありがとうございます！」

「だからそのすぐ立ち上がる癖くせを治しなさいって。人ひと前まえだから、ね？」

「すみませんっ……」

　本当にこれだけは治したいと思う。

「で、勇ゆう司じくん的に反省したいのはどのへん？」

「換かん金きんを問い詰めるところです。最初の会話に意味があったなんて全ぜん然ぜん気がつかなくて……」

「あーあれね。ま、換金はほとんど確かく定ていだったからね。ああいう追い込み方もあるってくらいで覚えておけばいいと思うよ。噓うそはよくないね、噓は」

　翔しようもいないので、勇司は今こん度どこそメモを取り出してペンを走らせた。澄すみ花かや莉り奏そ奈なには取り立ての進め方にいくつも選せん択たく肢しがあって、会員の状況に合わせながら適切なものを瞬しゆん時じに選んでいるのだろう。自分だったら頭がパンクしてしまいそうだ。

「あと、どうして穴あな岡おかさんのカードを解かい約やくにしなかったんですか？　換金はすぐに解約だって言ってたじゃないですか」

　なんなら、この場で翔からカードを回かい収しゆうしてもよかったのにと思う。

「餌えさだと考えてくれればいいよ。ＫＴカードがこれからずっと使えなくなれば、特とつ区くでの生活で損そんすることも多くなる。だから、全ぜん額がく返へん済さいできればカードを使えるようにするって交こう換かん条件を出したわけ」

　なるほど。カードを使ってもいいという餌で、32万の債さい権けんを釣つりあげるということか。

　別の会員が言っていたことを思い出す。「カードが使えないのなら、今すぐ返す必要はない」と。本来は期き日じつを過ぎているのだから、カード資し格かくに関係なく返済はするべきだ。だが、「使えないカードのために頑がん張ばって返済する必要があるのか」という考えに至る人もいる。この場で資格を取り消して翔の返済意い思しを薄くさせないために、澄花はこういう判はん断だんをしたのだろう。

「穴あな岡おかさん、来週に全額なんてできるんでしょうか」

「一人じゃ無む理りだろうね。親に相談すれば一いつ発ぱつ解決の可能性もあるけど」

　織おり子こは、親に迷めい惑わくをかけたくないという理由で相談をせずに一人で返済をした。翔がどこで折れるか。そこが一つのポイントになるかもしれない。

　そして最後に残るのが、あの強きよう烈れつな違い和わ感かん。面めん談だんを終えてじっくり考えてみると、織子の時に感じたものと似ているような気がする。

「澄花さん、僕は穴岡さんが換金して延えん滞たいをするような人には見えなかったです。何ていうかこう……ちゃらんぽらんというか、そんな感じの人だって思ってました」

　換金、延滞、噓。こう言っては翔に悪いが、もっと何事にもルーズな感じの人だった方がしっくりきた。

「人を見た目で判断しちゃいけないよ……って言いたいところだけど、実は私も同どう感かん。根はマジメっていうのが、穴岡さんから受けた印いん象しようかな」

　澄花が同どう意いしてくれたことに安心しつつ、翔の言げん動どうを思い起こしてみる。取り立て担当の勇司たちを前にして緊きん張ちようしていたのかもしれないが、普ふ段だんからあんな雰ふん囲い気きの青年なのではないだろうか。

「換かん金きんに手を出さざるを得ない理由があったんでしょうか」

　ギャンブルが完全に否定されたわけではないが、それはひとまず置いておこう。

「うん。換金して手にしたお金を何に使ったか。それだろうね」

　澄すみ花かに問い詰められても言わなかった、お金の使い道。30万円という大たい金きんはどこに消えたのか。お金の使い道なんてそれこそ無限にあって、勇ゆう司じがどれだけ想そう像ぞう力りよくを働かせても真しん相そうにはたどり着かない。いつか、翔しようから直接訊きかなくてはなるまい。

「せめて少しでも返へん済さいしてくれればいいんですけど……」

　ケーキが来て、勇司と澄花はフォークを持つ。これから会社に帰って処しよ理りする仕事のことを考えながらケーキを口に運んでいると、二人の席の前で誰だれかが立ち止まった。また大学の友人だろうか。今日きようはよく遭そう遇ぐうするなと思い勇司はケーキからそちらへ視し線せんを移した。

　知らない女の子がいた。

「どうしてですかっ！」

　その女の子は、いきなりそう叫んだ。店内に響ひびき渡る大きな声で、周りの視線が集まる。

　茶ちや色いろいショートカットに、勝かち気きそうな二つの瞳ひとみ。薄うす手でのニットにジーンズという活かつ発ぱつそうな印いん象しようを受ける少女は、明らかに好こう意い的ではない視線を勇司に向けていた。
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「あの……人ひと違ちがいでは？」

　彼女の剣けん幕まくに気け圧おされ、そう絞しぼり出すのが精いっぱいだった。

「勇ゆう司じくん！　織おり子こちゃんじゃ飽あき足らず、この娘こにも手を出してたのね？　さすがの私も見み過すごせないよ！」

　と言いつつ澄すみ花かはニヤニヤしている。きっとこのまま修しゆ羅ら場ばに突とつ入にゆうすれば面白いとか思っているはずだ。

「いや違いますよ澄花さん！　ホントに知らないですって！」

　しかも「この娘にも」って。誓ちかって織子に手なんか出してない。織子は大事なメル友なのだ。

　大学、バイト先、友達の家族。必ひつ死しに記き憶おくの中を探ってみても、勇司はこの少女を知らない。正しよう真しん正しよう銘めい、初しよ対たい面めんだ。

　茶ちや髪ばつの少女は、仁に王おう立だちしたままさらに続ける。

「人違いじゃありません！　私はあなたたちに用があるんです！」

「たち」ということは、澄花にも言いたいことがあるようだ。勇司と澄花の共通点である、ＫＴカードに用があるのだろうか。社しや章しようもつけているから、ＫＴカードの社員であることは見た目でわからないこともない。

　澄花は少女が本ほん気きで怒っていると察したようで、真剣な社会人の顔になる。

「私たち、もしくは当社に何かご用でしょうか」

　この喫きつ茶さ店てんにいるということは、おそらく特とつ区く大学の学生。ＫＴカードを持っていて、何か不満があるところに勇司たちを見つけたものだから、この場でクレームを入れようとしているとか。

　しかし、少女の口から発せられたのはまったく予想外の言葉だった。

「何でもっと厳きびしく取り立てないんですかっ！」

「……はい？」

　二人は同時に首を傾かしげた。

「さっきの人です！　カードを使って延えん滞たいしてるんですよね！　だったらもっと厳しく、ガンガン取り立てて、延滞したことを後こう悔かいさせるくらいじゃないとダメです！　マグロ漁ぎよ船せん乗れとか、内ない臓ぞう売れとかあるじゃないですか！」

　どうやら少女は近くの席にいて、勇司と翔しようの会話が聞こえてしまっていたようだ。何せやっていることが取り立てなので、他の人に聞こえてしまうというのは迂う闊かつだった。店内は人が多くて賑にぎわっているから平へい気きだと思ってたんだけど。

　そしてその会話を聞いていた少女は、勇司たちのやり方に不満を覚えたと。

「えっとですね……。取り立て行こう為いに関しては法ほう律りつで規き制せいがございまして……」

　もちろん、ＫＴカードは漁ぎよ業ぎようにまで参さん入にゆうしていない。マグロも内臓も絶対に言ってはいけないことだ。言うのはドラマに出てくる怖こわい顔をしたお兄にいさんだけでいい。

「そんなの関係ないです！」

「あります！」

　少女に負けないくらいに声を張り上げたのは澄すみ花かだった。澄花が大きな声を出すのは珍めずらしい。少女も面めん食くらったようだった。

「会員あっての当社です。なので、たとえ延えん滞たいをしているお客様であっても、誠せい心しん誠せい意い、丁てい寧ねいにお話をするのは当然のことです。私たちの会話が聞こえたことで不快な思いをしたのでしたら申もうし訳わけございませんでした。ですが、あなたのご希望を聞くことはできません」

　睨にらむ少女に、睨み返す澄花。視し線せんの応おう酬しゆうに先に負けたのは少女の方だった。

「……もういいです」

　踵きびすを返すと、店を出て行こうとする。すると、一いつ緒しよに来ていたらしいもう一人の少女が「待ってよ」と追いかけていった。友達だろうか。

　やがて店内に騒さわがしさが戻ってくる。

「何だったのかしら」

　呆あきれたような声で言いながら、澄花は食べかけのケーキを頰ほお張ばった。

「さあ……」

　勇ゆう司じがショートケーキのイチゴを食べようとしたら、澄花がじっとイチゴを見つめていることに気づいたのでおとなしくあげることにした。最初からショートケーキを頼めばいいのに。

「ホントに知り合いじゃないの？」

「違いますよ」

「うーん、確かに勇司くんがそんなプレイボーイなことするわけないし……」

　余よ計けいなお世せ話わである。

　さすがにこれ以上のんびりしていたら莉り奏そ奈なに文もん句くを言われそうなので、二人は店を出て会社に帰ることにした。

　電車の中でも、話題になるのはあの少女のこと。

「穴あな岡おかさんの知り合いでしょうか」

「タイミング的にその線は濃こいんだけど、それだとおかしいよね『もっと厳きびしく取り立てて』なんてさ」

　仮に知り合いなのだとして、翔しようがお金に困っていることを勇司たちとの会話から知り、「何があったんですか？」と訊きいてくるならまだわかる。勇司が担当している債さい務む者しやの中でも、家族から電話があって「代わりに払いたいんですけど、どれくらい延えん滞たいしてるんですか？」と訊かれることがある。しかし個人情じよう報ほうであるので、本人の同意がない状態では答えられない。

　しかし、少女の言っていることは真ま逆ぎやくだ。少なくとも、翔を助けようとは微み塵じんも考えていない。

「そうですよね。……じゃあ、取り立てっていう仕事に憧あこがれてるとかどうですか？」

「ドラマの見すぎで、ヤのつく人たちみたいな取り立てがしたくて、そこに私たちがヘタレな取り立てしてるものだから、ダメ出ししたってこと？」

「そんな感じかと……」

　言いながら、現実的ではないと思う。

「素人しろうとにダメ出しされるとは思わなかったね。でも、こっちは法令遵守コンプライアンスを掲かかげて堂どう々どうと仕事してるんだから、何を言われても気にすることないよ」

「はい」

　結局、あの少女についての議ぎ論ろんは電車の中だけで終わった。実際、延えん滞たいをしている債さい務む者しやというわけではないので、運うん悪わるく絡まれてしまった程てい度どに考えていればいいのではないだろうか。でも、これから社しや外がいで面めん談だんをする時は、席の位置や声の大きさに気をつけようと思う。

　改かい札さつ口ぐちを出ると会社は目の前で、勇ゆう司じは残っている仕事を頭の中で整理した。今日きようは、定時で帰れるだろうか。







　夕陽ゆうひの射さし込む個別対たい応おう班はんの部屋で、勇司は莉り奏そ奈なの息がかかるほど近くにいた。長い睫まつ毛げに薄めの化け粧しよう。そして存在感かんのあるＥカップの胸。そのすべてが目の前にあった。ヌリスク愛あい好こう者しやの莉奏奈の艶つやっぽい吐と息いきはミントのいい匂においがした。

「さあ勇司くん、まずはここをつまんで」

「はい、こう……ですか？」

「あんっ……、そうよ。優しく、そっとね」

　さっきから心しん臓ぞうは激しく高たか鳴なって、寿じゆ命みようがどんどん縮まっている気がする。美人で、スタイルがよくて、社内の男性社しや員いんの好こう意いの視し線せんと女性社員の嫉しつ妬との視線を集める先せん輩ぱい。その莉奏奈に勇司は一対たい一の個別指し導どうを受けている。

「次はどうすれば……」

「勇司くんのこれをね、ここに入れるの」

「い、入れちゃって、いいんですか？」

「もちろんよ。ただし、優しくね。そうでないと私、困っちゃうわ」

　慎しん重ちように勇司は狙ねらいを定める。音が聞こえてしまうくらいにごくりと唾つばを飲む。

「いきます……」

「そう、いいわ勇司くん。もっとゆっくり……そっと、そっとよ……」

　莉奏奈の息が耳にかかる。頭がクラクラする。

「り、莉奏奈さんっ……。もう僕、最後までっ……」

「いいわ。いっちゃって勇司くん。私ももう限界よっ……」

　そして。

　タイムカードが押された。

「時間かけすぎでしょ二人とも！」

　半はん眼がんで二人を見ていた澄すみ花かは勇ゆう司じのタイムカードに「１７：００」の数字が刻まれるなりそうツッコんだ。

　なんとか定時に仕事を終えることができた勇司は、莉り奏そ奈なからＳスーパーＴ定時Ｇ帰りを教わっていたのだ。しかしどうしてあそこまで密みつ着ちやくする必要があったのかといえばわからない。

「あら澄花、タイムカードは一日の仕事を終えた証しよう拠こなんだから、気持ちよく押して帰りたいじゃない」

「じゃあなんで勇司くんにくっつくのよ！　勇司くんだって困るよね？　ね？」

「あ、いや、僕は……」

　なんと、莉奏奈が腕を絡ませてきた。今いま使おう、「ふよん」という擬ぎ音おんを。

「私が近くにいちゃ、嫌いや？」

「そんなことありません」

「陥かん落らく早っ！」

　澄花は席を立ち、勇司と莉奏奈の間に割り込んで離れさせる。夢のような時間は数秒であった。澄花もタイムカードを手に取る。

「仕事終わったの？」

「終わったもん！　見せてあげる。私のＳスーパーＴ定時Ｇ帰りをっ」

　両手を広げ、さらには片足をあげる澄花。タイムカードを指ゆび先さきで挟み、まるでリンクを滑すべるスケート選手のようなポーズ。

「これはっ……」

　莉奏奈が目を丸くする。勇司には何が起こっているのかわからない。いや、タイムカードを押していることには間違いないんだけど。

「奥おう義ぎ！　白はく鳥ちようの舞まい！」

　両手をいっぱいに広げ、足をピンと伸ばしたそのシルエット。白鳥に見え……なくもない。

「ついに会え得とくしたのね……」

　莉奏奈は満足げだ。どうやら白鳥の舞は難なん易い度どが高いらしい。

　無ぶ事じに澄花のタイムカードが押されたところで、またも課長が怒ど鳴なり込んできた。

「騒さわがしいんだよ個別対たい応おう班はん！　何やってんだ！」

「白鳥の舞です」

「だから何だそれは！」

　呆あきれた課長は「仕事終おわったならさっさと帰れ」と言い残して戻っていった。他の班は残ざん業ぎようだろうか。

「そうだ。二人とも、明日あしたは暇ひま？」

　片づけをしてあとは帰るだけというところで、澄すみ花かが言った。

「何かあるの？」

「映画観みに行かない？　ほら、先週から公こう開かいしてるやつがあるじゃん」

　澄花が言っているのは、今いま注目の俳はい優ゆうがたくさん出演している邦ほう画がのことだ。興こう業ぎよう収入が何とかとニュースで観たことがある。

「いいわね。行こうかしら」

　莉り奏そ奈なは参加が決定。「勇ゆう司じくんは？」と澄花と目が合う。

　きっと澄花にとっては勇司が断るはずなどないと見込んでの誘いだろう。個人的にも借しやつ金きんがあって、文字通りの借りがある。加えて上じよう司しと部ぶ下かという関係。冠かん婚こん葬そう祭さい以外の理由で断れるはずもないのだ。

　だけど……。

「すみません。明日あしたは、ちょっと……」

　勇司が断るとは欠片かけらも思っていなかった澄花は、心の底から意い外がいそうな顔を見せた。初めて見る表情だ。

「へ、へぇー……。断るんだ。私の誘いを断るんだあ……」

　動どう揺ようを見せながらもいやらしい言い方である。

「澄花、そういうのはパワハラになるわよ。勇司くんにだって用事があるんだから。……それで？　私たちの誘いを断って勇司くんは何をするの？」

「……もしかして莉奏奈さん怒ってますか？」

「いいえ？」

　目が怖こわい。

　勇司だって、先せん約やくがなければ喜んで二人と一いつ緒しよに遊びに行く。これといった趣しゆ味みのない勇司は、休みの日は時間を持て余している。お金もないし。

　昨日きのう、織おり子こからメールがあったのだ。そのやり取りの中で、明日の予定が決定した。

「遠えん藤どうさんが買い物に行きませんかって……。ほら、来月に父の日があるじゃないですか。そのプレゼントを買うのに、男の意見が欲しいって……」

　それを聞いた二人は揃そろって勇司に背を向け、ごにょごにょと会議を始めた。「父の日って、またベタな口こう実じつね」「織子ちゃん、どんどん積せつ極きよく的に……」「これは澄花ものんびりしてられないわよ」「べ、別に私はそーゆーのじゃないし……」。

　やがて澄花は振り返ると、しかしすぐに勇司から視線を逸そらした。

「まあ休日は何しようと自由だし？　私たち美び女じよ二人とのデートよりも女じよ子し高生とのデートを取るならそれでいいんじゃない？」

「すみません……」

「謝ることはないよ。でも、来週から仕事が増えるかもね」

　冗じよう談だんであって欲しいと願う。

「澄すみ花か、たまには女おんな二人で遊ぶのもいいじゃない」

「まあねー」

　澄花と莉り奏そ奈なが繁はん華か街がいを歩いているところを想そう像ぞうしてみる。仮に知り合いでなかったとしても、思わず見てしまう自信がある。それくらい二人には華はながある。

　三人で会社を出て、それぞれ帰き路ろにつく。入社した時の飲み会で澄花が酔よい潰つぶれ、家まで送っていったので澄花の家は知っている。どんなに頑がん張ばっても住めないような高級マンションだ。莉奏奈はどこに住んでいるのだろう。とはいっても、特とつ区く内ないの居きよ住じゆう地域なんてだいたい決まっているんだけど。

　澄花、莉奏奈と別れて、勇ゆう司じは携けい帯たい電話を取り出した。織おり子こからのメールを開き、明日あしたの待ち合わせを確かく認にんする。

　家に帰ると、数少ない洋服を引っ張り出して、ベッドに並べてみる。相手が男おとこ友達ならこんなに悩まないのだが、明日は織子と歩くのだ。変な格好かつこをしていって織子に「えー」っていう目で見られたくはない。

　と、メールが来た。澄花からだ。さっきのこともあってか、おそるおそる文ぶん面めんを確認する。

『明日のファッションで悩む君に素す敵てきなアドバイス！　ラッキーアイテムはサスペンダーと半ズボンだよっ！』

　よし、自分で考えよう。







　　　　　３







　梅つ雨ゆも近づいてきている五月下げ旬じゆんの土曜日。来週から天気は崩くずれるらしいが、今日きようはなんとか晴れてくれた。勇ゆう司じは繁はん華か街がいの入り口近ちかくにある銅どう像ぞうの前に立っていた。おそらくは渋しぶ谷やのハチ公こうに対抗して作られたであろう、ドーベルマンの像は待ち合わせの定てい番ばんとなっている。勇司以い外がいにもたくさんの人が携けい帯たい電話を見ながら誰だれかを待っている。

　時刻は十一時十分前まえ。織おり子こと合流し、まずはお昼ご飯はんを食べ、それから父の日のプレゼントを選びに行く予定だ。勇司は財さい布ふを確かく認にんする。現げん金きんオッケー。カードもオッケー。

　服装で悩んだものの、結けつ局きよくはジャケットにジーンズという、前に澄すみ花かと買い物に行った時とあまり変わらない格かつ好こうになった。そもそも服が少ないから選せん択たく肢しがないのだ。サラリーマンになって平へい日じつはスーツになり、週末しか私し服ふくを着なくなったので、新しん調ちようしようと考えたこともなかった。

「菱ひし見みさん」

　聞き間違えようのない透すき通った声。私服姿すがたの織子がそこにいた。特とつ区く高校の制服か、アルバイトをしていた時の衣い装しようしか見たことがなかったので、私服は新しん鮮せんだ。

　白いブラウスに、前にリボンがついているひらひらしたミニスカート。足首までのブーツから、ソックスが膝ひざ上うえまで覆おおっている。

「遠えん藤どう……さん。お久しぶりです」

　思わず「様さま」と言ってしまいそうになって訂正する。

「お待たせしてしまったようで、すみません」

「いえいえ。僕も今いま来たところです。えっと……それじゃあ、行きましょうか」

「はいっ」

　織子が勇司の隣となりに並ぶ。ふと、澄花の言葉が思い出された。

　女じよ子し高生とデート。

　いや待て。これはデートじゃないのだ。織子が父の日のプレゼントを選ぶから、それを手伝うだけなのだ。それだけなのだ。

　ちらりと、横よこ目めで織子を見る。

　それはもう、かわいい。織子と同じ高校に通う澄花の従い姉と妹こからの情報によると、織子はたくさんの男子から交際を申し込まれ、すべて断っているらしい。そのモテっぷりがイジメの原因になってしまったという経けい緯いもあるが、とにかく織子は人にん気きがあるのだ。

　しかし、それだけ人気があって特とく定ていの恋人を作らないのには理由でもあるのだろうか。好きな人がいるとか。

「あの、菱ひし見みさん」

「は、はいっ。何でしょうか」

「お昼ご飯はん、でいいんですよね」

「はい。それでなんですけど……」

　実は勇ゆう司じ、二人分の弁べん当とうを作ってきている。ここは特とつ区くの繁はん華か街がいで、休日に遊ぼうと思ったら住民のほとんどがここに来る。だから昼ひる時どきとなればレストランはどこも満員になるし、待ち時間も長くなる。なので、弁当にした方が時間を有効に使えると思ったのだ。決して予算的な都つ合ごうではない。いや、お金はないんだけど。

　すると織おり子こはバッグを開けた。そこに見えるのは水色のランチボックス。

「私、お弁当を作ってきたんです。近くに公園があるので、菱見さんがよければ、そこで食べませんか？　あんまり味に自信はないんです、けど……」

　数秒の間。勇司は思わず苦く笑しようしてしまった。「ごめんなさい、嫌いやでしたか？」と不安な瞳ひとみを見せる織子に、勇司もバッグの中を見せた。

「いえ、僕もお弁当を作ってきてたんです。公園で食べましょうか」

「え？　あ……。ふふっ、ちょっと多くなっちゃいましたね。菱見さんのお弁当、楽しみです」

　織子が笑う。疲れって、こうやって癒いやすんだと思った。

　少し歩いたところにある公園。噴ふん水すいを中心にして広がる芝生しばふにシートを敷しいて弁当を食べている人たちも見える。来る途と中ちゆうにレストランの前を通ったが、予想通り混こん雑ざつしていた。

　勇司と織子はベンチに腰かけ、自分の作ってきた弁当を見せ合った。織子はサンドイッチで勇司はおにぎり。弁当持じ参さんは被かぶったものの、幸いにも中なか身みは重ならずに済んだ。

「美お味いしそうですね。料理、好きなんですか？」

「はい。お母かあさんと一いつ緒しよによく……。菱見さんもお料理されるんですか？」

「そうですね。今でも自じ炊すいです」

　母一人子一人だった勇司は、学生の時からずっと台所を任されていた。そのおかげで家か事じ全ぜん般ぱんは身についている。今日きようも家でアイロンがけをしてから来たのだ。

　織子の弁当は見た目通り美味しかった。織子の手料理を食べたなんて高校で言おうものなら、男子高校生に袋ふくろ叩だたきにされるだろうな。

　二人で弁当を交こう換かんして食べていると、織子が遠えん慮りよがちな上うわ目め遣づかいで勇司を見ていた。う、この角度は反はん則そくだ。胸がキュっとなる。

「菱見さん、それで、お願いがあるんですけど……」

「あ、お父とうさんのプレゼントですよね」

「それもそうなんですけど、その、せっかく友達になって頂けたので、話し方を……」

　そこで気づく。ずっと敬けい語ごで話していたことに。直そうとは思っていたけど、会社ではずっと敬けい語ごで話していることもあって、なかなか使い分けができていないのだ。織おり子ことの間に債さい権けん債さい務むの関係はないし、ＫＴカードの会員ではあるけど今はプライベートだ。普通に年とし下したの女の子として接するべきだ。織子は「お客様」感かん覚かくで話されていると思ってしまったかもしれない。確かに、友達に対してそれは失しつ礼れいだ。

　改めて考えてみると、年下の女の子と話したことってあんまりないな。アルバイトの後こう輩はいくらいだ。

「すみませんっ。じゃあ、今から敬語はやめますね。じゃなくて、やめるよ」

「ごめんなさい。私がわがまま言ったみたいで……」

「全然。むしろ今まで俺おれの方が悪かったよ」

　昨日きのう、大学の同級生に会った時は自然にタメ口になっていたのに、織子が相手だと何な故ぜだか勝かつ手てが違う。まさかタメ口に苦労することになるとは。

　敬語が出ないように気をつけながら織子とお喋しやべりをし、気持ちいい陽よう気きの中で弁べん当とうは段だん々だんと減っていったが、合ごう計けい四人分ぶんになる弁当はさすがに多く、勇司はお茶を飲むと息をついた。

「あの、残して頂いても……」

　織子は少しよう食しよくのようで、すでに箸はしが止まっている。自分が作った分はともかく、織子の弁当は全部食たべないと申もうし訳わけない。

「いや、全部食べるよ。せっかく作ってくれたんだし」

　ハムのサンドイッチに手を伸ばしたところで、どこからか聞き慣れた声がした。

「お腹なか空すいたなー、どこかに作りすぎたお弁当はないかなー」

　上じよう司しだった。

「何やってるんですか澄すみ花かさん！　結けつ構こうマジで！」

　スーツを買った時と同じ編み上げのブーツはお気に入りなのだろうか。上はニットのワンピースを着た澄花が当とう然ぜんのように現れたのだった。

「映画が始まるまで時間を潰つぶしてたのよ」

　莉り奏そ奈なまでいる。って、そりゃそうか。確かに映画館は近くにある。莉奏奈はいつものタイトなスカートではなくジーンズで、薄うす手でのセーターという楽そうな格かつ好こうだ。

「あのっ……お久しぶりです」

　織子は丁てい寧ねいに頭を下げる。澄花はもちろん、莉奏奈とも遊ゆう園えん地ちで会っているから面めん識しきがあるはずだ。

「やっほー織子ちゃん。勇司くんとのデートは楽しい？」

「で、デートだなんて、そんな……」

　織子は顔を赤くしてうつむいてしまう。
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「あの、今までどこにいたんですか？」

　茂しげみに隠かくれて見ていたとか。澄花ならやりかねない。

「どこも何も、そこだよ」

　指ゆび差さしたのは、勇ゆう司じと織おり子こが座っているベンチと背中合あわせになっているもう一つのベンチ。

　ゼロ距離じゃん。気づけよ自分。

「どの辺から聞いてました？　僕と遠えん藤どうさんの話」

　澄すみ花かや莉り奏そ奈なの悪わる口ぐちを言ったつもりはないし、二人の気分を害してしまうようなことは話してないはずだ。そもそも、悪口なんてない。

「んっとね、『そこはスタングレネードで突とつ破ぱするんだ』のあたりから」

「言ってませんけど！」

「さっき来たばかりだから安心していいわ。あーんしているところも見てないわよ」

「だからしてませんってば！」

　莉奏奈の話を聞くと、映画館まで行ったものの、ちょうど上じよう映えいが始まったばかりで次の上映まで時間ができてしまった。それなら先に昼ご飯はんを食べようと思ったらどこも満まん席せき。じゃあ公園でまったりするかと思ったら勇司と織子を発見。迷わず近くのベンチに座って気け配はいを殺したらしい。そこはせめて迷ってほしかった。あと簡単に気配を殺せる人ってそんなにいない。

「ってわけで、お弁べん当とういただきっ」

「いただくわね。……あら、美お味いしい」

　そんな流れで四人での昼食になった。シートはないが、気にせず四人は芝生しばふに座って弁当を囲んだ。二人の乱らん入にゆうは予想外ではあったが、結果的に弁べん当とう箱ばこを空からにすることができたので助かった。それに、織おり子ことずっと二人で会話がもつかどうかも不安だったりした。

　このまま昼ひる寝ねができそうな和やかな空間。空になった弁当箱をしまっていると、織子が口を開いた。

「三みつ井いさんは菱ひし見みさんの上じよう司し……なんですか？」

「うん。っていうか、澄すみ花かでいいよ」

「あ、じゃあ……澄花さん。お若いのに上司だなんて、すごいですね」

「んー……、まあ色々あってね。それで、こっちの莉り奏そ奈なちゃんと勇ゆう司じくんの三人で仕事をしてるんだ」

　個別対たい応おう班はんは、お偉えらいさんの孫まごである澄花のために作られた班で、部屋が違うのも応おう接せつ室しつを業ぎよう務むができるように変えたからだ。会社の偉い人たちは、機き嫌げんを損そこねたら自らの出しゆつ世せに響ひびきそうな澄花を近くに置くのを避け、隔かく離りするような形で配はい属ぞくをしたのだ。以前、莉奏奈は澄花のことを籠かごの中の鳥と言っていた。

「え？　三人だけ、なんですか？」

　会社といえばもっと大おお勢ぜいで仕事をしていると思っていたらしい織子は目を丸くした。

「ええ、私と澄花で勇司くんをこき使ってるわ。勇司くん、今日きようは首くび輪わをつけてないのね」

「いつもつけてるみたいな言い方やめてくれません!?」

「首輪……」

　織子の視線は青い空へ。これは何かいけない想そう像ぞうをしている目だ。よくない。よくないぞ。

「勇司くんは期待の新しん人じんでね、すごく頑がん張ばってくれてるよ」

「ど、どうも」

　澄花の笑顔に照れる。

「ま、この前『～でございまする』とかいう変な敬けい語ご使ってたけどねー」

「それ言わないでくださいよっ。恥はずかしかったんですから」

　笑われたよ、客に。

　織子はというと、チラチラと、ではなく露ろ骨こつに澄花と莉奏奈を見ていた。視し線せんに気づいた莉奏奈が微笑ほほえみかける。

「どうかしたかしら」

「あっ、いえ、その……。お二人とも、すごくきれいで……」

「ふふ。正直なのはいいことよ。……なるほど、勇司くんが私たちと『仲良く』なっちゃうのが嫌いやなのね？」

「そ、そんなことはっ……！」

　風が起こりそうなくらい手を必ひつ死しに振って、織子は顔を耳まで真まっ赤かにしてしまった。っていうか、自分はここにいるわけで、すごく居づらいんですけど。

「大だい丈じよう夫ぶよ。だって私たちは会社の同どう僚りようですもの。それ以上でも以下でもないわ。ねえ澄すみ花か」

「え？　あ、う、うん。そうそう、私は上じよう司しで勇ゆう司じくんは部ぶ下か。だから、まあ……そういうのは、ないよ。うん」

　澄花はそう言うが、なんだかんだで休日もよく会っているような気がする。結婚している人は家族と一いつ緒しよに過ごすのだろうが、自分のような一人身ひとりみのサラリーマンって土ど日にちは何をしているんだろう。四月の中ちゆう旬じゆんという少し遅れた時期に入社し、しかも個別対たい応おう班はんという他の部ぶ署しよとの触れ合いが少ない場所に配はい属ぞくされた勇司は、正式に入にゆう社しや試験を経て入社した同どう期きとの交流がないに等しい。たまにトイレで鉢はち合あわせて挨あい拶さつをするくらいである。

　同期どうしで遊びに行ったりしてるのかなあ。

　勇司は、あまり顔も知らない同期たちに思いを馳はせた。

「でも、その、職場恋れん愛あいとか、結婚とかもあるんですよね」

　高校生の織おり子こは、社会人の生活に興きよう味みがあるのだろう。きっと織子は特とつ区く大学に進学するだろうから、働き始めるのはまだ先だ。

「普通にあるんじゃない？　ほら、ウチの課長、奥さんも前はＫＴカードで働いてたんだって」

「そうだったんですか」

　寿ことぶき退たい社しやというやつだ。一日の半分くらいを一いつ緒しよに過ごしているのだから、親しん密みつになるのもあり得ないことじゃない。

　すると莉り奏そ奈なは、とても真剣な目で織子を見た。急に見つめられて、織子の瞳ひとみには怯おびえの色が微かすかに浮かぶ。

「織子ちゃん。オフィスラブなんてよさそうな響ひびきしているけど、そういうのはね……関係が終わった後が面めん倒どうなのよ」

　すごい説せつ得とく力りよくだ。敢あえてもう一度。すごい説得力だ。前の会社を人にん間げん関係のもつれで辞やめている莉奏奈だからこその言葉だ。

「は、はい……」

　としか言えない織子。

「莉奏奈ちゃん、織子ちゃんに今からそんなこと教えないの。っと、そろそろ時間だね、映画館に行かないと」

　立ち上がって、澄花は芝生しばふを払う。莉奏奈も同じようにして、「お弁べん当とう、ごちそうさま」と言った。すぐに勇司も立ち上がって頭を下げる。

「お疲れさまですっ」

「もう、休みなんだからそんなのいいよ。そうだ、織子ちゃん、これからも勇司くんと仲良くしてあげてね」

「え？　……あ、はい」

　織子の返事を背中で聞いて、澄花と莉奏奈は行ってしまった。「せっかくだから一緒に映画観みようよ」とか言うかと思っていたので、勇ゆう司じは少し意い外がいだった。ああでも、今日きようは織おり子こが父に贈るプレゼントを選ぶための買い物で、澄すみ花かもそれを知っているんだった。

「じゃあ俺おれらも行こうか。どの店で選ぶか、決めてる？」

「はい。デパートでいいかなって」

　二人は並んで歩き始めた。それほど広くない公園だが、人で賑にぎわってきている。キャッチボールをする親子や、ペットの犬と遊ぶ女の子。これから梅つ雨ゆになるし気温も上がってくる。外でゆっくり過ごすのも、この週末を逃のがしたら秋まで待つことになるかもしれない。

「やっぱり特とつ区くって、知り合いとの遭そう遇ぐう率りつ高いよね」

「そうですね。……お二人とも、素す敵てきな方です」

「うん。仕事もできるし、すごく尊そん敬けいしてる」

　先に行ってしまわないように、織子と歩ほ幅はばを合わせる。

「毎日……お会いしてるんですよね」

「そりゃあ、仕事だからね」

　改めて考えてみるとすごい。一日の約半分、そして一週間のうち五日間を同じ空間で過ごすなんて。でも、課長たちはそれをもう何十年も続けているのだ。

　……飽あきないのかな。

「ずるいです」

　織子はうつむいて言ったので、よく聞こえなかった。

「ん？　何？」

「あっ、いえっ、何でもないです」

　織子はそこで会話を切ってしまったので、勇司も訊きき直さなかった。

　デパートに着いて本来の目的であるプレゼント選びが始まったのだが、織子は高校生で予算も限られている。なのでそれほど選せん択たく肢しは広くなかった。

　織子の父親はゴルフが趣しゆ味みだというので、クラブは高くて買えないがポロシャツならどうかと提案した。

　売り場に行き、織子は並んでいるポロシャツを手に取った。

「あ、このワニさんのマークのデザイン、いいですね」

「遠えん藤どうさん……俺おれも詳しくないんだけど、それ、ブランドのやつだと思う」

　言われて値ね札ふだを見てみれば予算オーバー。織子はしょんぼりしながら棚たなに戻した。

　そういえば、すでに就しゆう職しよくしている大学時代の先せん輩ぱいはゴルフを始めたらしい。やはりサラリーマンというのはゴルフをするものなのだろうか。でも特区にはゴルフコースがないから、行こうと思ったら時間がかかる。

「菱ひし見みさん、すみませんちょっといいですか？」

「は、はい」

　織おり子こは他のポロシャツを手に取って、勇ゆう司じに合わせてみた。必ひつ然ぜん的に織子の顔が近くにきて、勇司はそっぽを向いてやり過ごすことにした。直ちよく視しはできない。できないって。しかも織子は香こう水すいをつけているようで、ほのかにいい香りがする。

　ふと、勇司は過去に織子を抱だっこしたことがあると思い出し、頰ほおが熱くなっていくのを感じた。あの時はイベントだったし、夢む中ちゆうだったのもあってあんまり意識してなかったけれど、女の子をお姫ひめ様抱だっこするのって、そうそうないことなのではなかろうか。

　織子は真剣に悩んでいて、これだけの距離にいることを意識していないみたいだ。自分だけ意識するなんて恥はずかしい。

　そっぽにいっていた視し線せんを戻してみる。整った顔立ちに白い肌はだ、父のプレゼントを選ぶ健気けなげな姿すがた。本当に、この娘こを助けてあげられてよかったと思う。

「やっぱりこっちかなあ。菱ひし見みさんはどう……あ」

　顔を上げた織子と視線がぶつかる。もはや勇司は愛想あいそ笑わらいを浮かべるしかない。他にどうしろというのか。

　たっぷり三秒、二人は無む言ごんだった。

「まあその……個人的には、こっちの方がいいと思うん、だけど」

「そ、そうですねっ。じゃあこれにしますっ」

　勇司の一ひと声こえで即そつ決けつしてしまった。時間はあるし、もっと厳げん選せんしてもよかったのだが、織子はそそくさとレジに持っていくとラッピングを頼んでしまった。

　今日きようの目的、二時に達たつ成せい。

「きゃっ……」

　その時だった。会計を終えた織子に、大おお股またで歩いてきた四十歳さいくらいの女性が軽くぶつかった。しかし女性は織子に一いち瞥べつもくれず、レジに何かを叩たたきつけるようにして置いた。

「これ見てよ！　一回洗っただけでこんなに縮んだの！　不ふ良りよう品ひんでしょ!?」

　女性はよほど興こう奮ふんしているらしく、甲かん高だかい声で周囲の視線を集めているにも関わらず店員に食ってかかっている。嫌いやでも聞こえてしまったのだが、どうやら服に対するクレームのようだ。店員はその縮んでしまった服を手にとり、裏うら地じにあるタグを確かく認にんする。

「お客様、こちらの商品は『手洗い』の表ひよう示じがございまして、素材にウールも入っております。失礼ですが、そのまま洗せん濯たく機きで洗濯されたのでは……」

　家か事じ全ぜん般ぱんをこなす勇司は、過去に同じ失敗をしたことを思い出す。その時から、服の洗濯には注意するようにしている。

　指し摘てきされた女性は服を店員からひったくると、タグを睨にらむように見る。女性に注目していた他の客も、「なんだ」といった感じで自分たちの買い物に戻っていく。

　女性が服の洗い方を間違えたということで、この小さな騒さわぎは落ち着きを取り戻す。はずだった。

「こんなの気づくはずないじゃない！　だいたい、私が買う時にあなたたちが言っておくべきことじゃないの？」

　うわ。まだやるのか。初めて服を買って洗ったというのならともかく、どう見てもそれはない。あれだけ声を張り上げた手前、引くに引けなくなったのか。それとも本ほん気きでそう考えているのか。

　どちらにせよ、見ていて気持ちのいいものではなかった。

「行こう、遠えん藤どうさん。ケガはない？」

「はい。大だい丈じよう夫ぶです」

　後ろから聞こえてくる店員とやり合う女性の声を流しながら、勇ゆう司じは織おり子こを促うながして売り場を離れた。

　あの女性が、債さい務む者しやに重なる。悪いのは自分。だけどそれを棚たなに上げて他人に文もん句くをまき散らす。非を認めない。苦しくなると大きい声を出す。どうしてそんなことができるのか、勇司にはわからなかった。澄すみ花かの言う通り「そういう人」というカテゴリに入れてしまえば楽なのだろうけど。

「あの……菱ひし見みさん？　体調、悪いんですか？」

　黙だまってしまった勇司に、織子が心配そうな顔を見せる。

「え？　あ、いや、ごめん。何でもないよ」

　いけない。織子といるのに仕事であった嫌いやなことを思い出して黙ってしまうなんて。切り替え切り替え。何のための休日だというのか。

「これからどうしようか」

　プレゼントは決まったんだから、今日きようはここで解散。そんなことを言うほど勇司もバカではない。せっかく織子から誘ってもらって遊びにきたのだ。織子さえよければ、一日しっかり遊びつくそうと思っている。

　今からだと、澄花たちみたいに映画を観みる時間もある。織子の買い物に付き合うというのもいい。近くにボウリング場もあったはず。

　ここは男の自分がリードすべき。早く次にどこへ行くか決めないと。

「…………」

「遠藤さん？」

「あっ……」

　織子は何かメモらしきものを必死に見ていた。勇司の視線に気づくと、隠かくすようにそれをバッグにしまった。

「あの、これからなんですけど……」

「菱見さん！　私、ゲームセンターに行ってみたいですっ！」

　遮さえぎって、織子は言った。どこか一いち大だい決心をしたような叫びである。

「ゲーセンですか？　俺おれはいいですけど……、遠えん藤どうさん、行ったことないんですか？」

「はい。友達とプリクラ専門のお店なら行ったことがあるんですけど、なんとなく怖こわいイメージがあって、でも少し興きよう味みはあるんです」

　ゲームセンターは治ち安あんが悪い。勇ゆう司じにはあまりそんなイメージはない。そもそも、それほど遊びに行ったことがない。貧びん乏ぼうだもの。

「じゃあゲーセンにしよっか。ここからだと……うん、そんなに歩かないと思う」

「はいっ。行きましょう」

　デパートを出てゲームセンターへ。澄すみ花かと莉り奏そ奈ながいなくなって、間がもつかと心配していた勇司だったが、織おり子この方から色々と話題をふってきてくれて、どちらかというと勇司は受け身になっていた。

　織子の取り立てを担当していた時、同じ高校に通っている澄花の従い姉と妹こから織子の高校生活を教えてもらったことがある。確か部活は手しゆ芸げい部で、控え目な性格だと聞いていた。実際、債さい権けん者しや、債さい務む者として初めて会った時はそんな印いん象しようだった。

　でも、今の織子はよく喋しやべり、笑う。とても明るい女の子だ。きっと、ヒーローショーの司し会かいという人前に出るアルバイトをしたことがきっかけだったのだと思う。そして織子のカードを使って延えん滞たいへ追いやったイジメっ子に対して、織子はしっかりと抵てい抗こうした。強くなったのだ。イジメがなくなっていることを願うばかりだ。

「取り立て」は、どうしたって言葉のイメージが悪い仕事だ。きっとこれはずっと変わらないだろう。だけど、この仕事をやっていてよかったと思えることが、この先もあるはずだ。

　隣となりを歩く少女の笑顔を見た時のように。

　勇司たちの入ったゲームセンターは三階建てで、一階はＵＦＯキャッチャーやプリクラ、二階はメダルゲーム、そして三階は格かく闘とうゲームや通信対たい戦せんのゲームが設置してある。ＵＦＯキャッチャーの周りにはカップルの姿すがたが目立ち、プリクラでは女の子のグループがはしゃいでいた。

「ゲーセンなんて、なんか久し振りにきたよ」

「そうなんですか？　菱ひし見みさんって、お休みの日は何をされてるんですか？」

　答えに困るランキング上位に入る質問である。

「えっと……洗せん濯たくとか」

　掃そう除じとか、アイロンがけとか。あとは仕事中に書きとめたメモをノートにまとめたり。そんなことをしているとすぐに夕方になる。

「一人暮らしですもんね。でも、男の人で家事ができるなんてすごいです」

「いやいや、必要に迫られてるだけで」

　薄はつ給きゆうの勇司に、「クリーニング」や「外食」などという言葉は存在しないのだ。

「あっ」と織子はＵＦＯキャッチャーに駆かけ寄った。景けい品ひんは、おそらく世せ界かい一いち有名な熊くまがハチミツの入った壺つぼを抱えているぬいぐるみだった。

「かわいい。私、チャレンジしてみますねっ」

　織おり子こは迷わず百円玉を二枚入れると、アームを操そう作さした。結果は、ぬいぐるみはほとんど動かず失敗。こういうのって、一回で取れるようにできてないんだよな、きっと。

「次は俺おれがやってみるよ」

　とは言ったものの、ほとんど経けい験けんなし。これで一発で景けい品ひんをゲットして織子にプレゼントしてあげられればカッコいいのだが、世の中そんなに甘くない。アームが引っかかりそうな首のあたりを狙ねらってみたが、失敗。黄き色いろい熊はびくともしない。

　こうなったらもう一回、と勇ゆう司じが財さい布ふを取り出すと、織子が小さく声をあげた。

「菱ひし見みさんっ、見てください」

「ん？　おおっ！」

　なんと、空から振ぶりしたと思ったアームに、隣となりに並んでいたぬいぐるみのタグが引っかかっていたのだ。黄色い熊の友達だったと思うのだが、このピンク色した奴やつの名前を勇司は知らない。

　落ちてきたぬいぐるみを取り出して、勇司は織子に手渡す。

「頂いてもいいんですか？」

「もちろん。俺が持ってても仕方ないしね」

　まさかオフィスの机に置くわけにもいかない。

「ありがとうございますっ！　大切にします」

　ぬいぐるみを抱だいて、織子は嬉うれしそうだった。

　それから上の階に上がって、二人でクイズの通信対たい戦せんをした。本当はカードを作って名前を登とう録ろくするらしいのだが、一回しかやるつもりはなかったのでゲスト扱いで楽しむことにした。

「遠えん藤どうさん、俺、芸能のジャンルは弱いんですけど、わかります？」

「私もあまり……。あ、でもこれはわかります」

「お、正解。すごいね遠藤さん」

「やったっ。次のステージに行けるみたいですよ」

　二人で相談しながら、タッチパネルを押して回答していく。問題がわからなくてもそれはそれで楽しいのだが、どうにも隣で遊んでいる人がこちらを睨にらんでいるような気がしてならない。そんなにうるさくしているつもりはないんだけど。

　勇司たちは決勝戦で負けてしまい、惜おしい結果に終わった。最後まで、隣の人が携けい帯たい電話で画面を撮さつ影えいしている理由はわからなかった。

　そういえば、前に澄すみ花かとの雑ざつ談だんで聞いたことがある。おそらくこの人は「ガチの人」というやつだ。

「次、何やる？」

　勇司が訊きくと、途と端たんに織子はそわそわし始めた。ここで「トイレ？」と言うほどデリカシーのない男ではない。

「あの……、お願いがあるんです。私と……プリクラを撮とってくれませんか？」

「プリクラ……ですか？」

　つい敬けい語ごが出てしまった。

「はい。せっかくゲームセンターに来たので、菱ひし見みさんがよければ、その……」

「断る理由なんてないよ。プリクラかあ……、小学校の時に一回撮ったっきりだなあ」

　大おお勢ぜいで中に入って窮きゆう屈くつな状態で撮さつ影えいして、顔の半分くらいしか写ってなかった気がする。

　快かい諾だくした勇ゆう司じだったが、プリクラコーナーに入った時にことの重大さに気づいた。

　カップルと女の子のグループしかいない。

　しかも謎なぞの貼はり紙。「男性のみでのご利用はお断りさせて頂いております」。何でだ。何でなんだ。いつからプリクラはこんなに人を選ぶようになったんだ。いいじゃん男だけだって。いや自分はしないけども。

　周りから見れば、勇司と織おり子こは立りつ派ぱなカップルだ。兄妹という線も残るが、兄妹でプリクラを撮りには来ないだろう。

　だから、カップルだ。

　女子高生とデート。

　再び蘇よみがえる言葉。

　走る緊きん張ちよう。何な故ぜか走る緊張。

「菱見さん、これでいいですか？」

　と言われても、よくわからないので織子に任せるしかない。

　すぐ近くには、背はい景けいやフレームを選んでいる織子。意識するなという方が無む理り。無意識のうちに歳としの差さなんてものを考えてしまう。

　四つか。うん、大だい丈じよう夫ぶだ。何がだ。

　勇司が一人でぐるぐる悩んでいるうちに、撮影の準備が整ったようだった。

「もう撮れるの？」

「はい。じゃあ……いきますね」

　画面に映る二人は明らかに緊張していて、表情はガチガチ。とてもこれからプリクラを撮る人には見えない。戦せん場じようにでも赴おもむくようである。ポーズといえばピースくらいしか思いつかない勇司はそのままピース。織子もピース。

　しかし顔だけ平和でないので、頑がん張ばって笑ってみる。この瞬しゆん間かんほど笑うのが難しいと感じたことはない。

　そうして撮られた写真は、二人とも笑顔ではあるものの、どこか強こわ張ばっている微び妙みような出来上がりとなった。撮り直しができるのでやってみたが、あまり変わらず。

　それから写真に落らく書がきができるというのだが、何を書いていいのかわからなかったので、「ゆうじ」と「おりこ」と書くだけで終わった。

「こんなもの……なのかな」

「はい……多分。で、でも、記念になりました」

　完成したプリクラを見て首を傾かしげる勇ゆう司じだが、織おり子こは大切そうにバッグにしまっていた。さて、プリクラというのはどこかに貼はる物なのだが、どこに貼ればいいというのだ。

　ゲームセンターを出ると、すでに日が傾いてきていた。これから段だん々だんと昼の時間が長くなってくる。

「遠えん藤どうさん、明るくなったね」

「えっ……？」

　休きゆう憩けいのための喫きつ茶さ店てんを探して歩いている途と中ちゆう、勇司は言った。今日きよう、一いつ緒しよにいて思った素直な感想だ。

「すごく印いん象しようが変わったよ。やっぱりあのバイトかな」

「そう、だと思います。全部、菱ひし見みさんのおかげです」

「大げさだよ。俺おれは……仕事をしただけなんだし」

　織子に対して、取り立てをしただけだ。泣かせてしまったこともある。

「大げさなんかじゃないです。菱見さんが一緒に返へん済さいしようって言ってくれたから、私も頑がん張ばろうって思えたんです。菱見さんが背中を押してくれたから、あのアルバイトもできたんです。だから、その、延えん滞たいはよくないことだけど、菱見さんに会えて、よかったなって……」

　織子は少し早口で。勇司を見上げる瞳ひとみには、一点の曇りもなくて。

「俺は……そんな……」

　どうして澄すみ花かも織子も、自分のことをよく言ってくれるんだろう。騙だまされて、借しやつ金きんして、大学を中ちゆう退たいしたような奴やつなのに。特とつ区くの企き業ぎようで働いているといっても契けい約やく社員で、ちゃんと大学を卒そつ業ぎようした人たちよりも給きゆう料りようは少ないのに。

　自信が欲しい。

　そして自信をくれるのは、仕事だ。色んな人に出会って、話をして、取り立てをして、延滞から救い出す。いつか澄花と莉り奏そ奈なに迷めい惑わくをかけない、一人前の取り立て担当になりたい。

「菱見さん、あのお店でいいですか？」

　と、織子が前に見えてきた喫茶店を指差した。

「うん。……あ」

　そこに勇司は見つける。喫茶店の道路を挟んだ向かいにある小さな金きん券けんショップ。普段なら目にも留まらないであろう店なのに、翔しようという換金をしてしまった債さい務む者しやを知っている今では存在感がある。

　カチリと、スイッチがオンになった。

「どうかしましたか？」

「あ、えっと、ごめんちょっと……」

　言うが早いか、勇ゆう司じは道路を渡って金きん券けんショップの前へ。店の中に入るという形ではなく、正面がそのままカウンターになっていた。

　カウンターの向こうにいる店員は特に何も言わず、客は勇司だけだった。

　券けんと呼ばれる色んなものが並んでいて、その種類は勇司の想そう像ぞうを超えていた。ギフトカードにクオカード。聞いたことない名前だが歌手のコンサートチケット、野球観かん戦せんのチケットまである。そして、新しん幹かん線せんの回かい数すう券もその中にあった。

「すみません。お訊ききしたいのですが、新幹線の回数券はどれくらいの金額で買い取って頂けるんでしょうか」

　中年の男の店員はほとんど間を置かずに答えた。

「物にもよりますが、当店ではだいたい97パーセントくらいになります」

「97パーセント……」

　ほとんど買った値ね段だんそのままじゃないか。クレジットカードで買ってお金に換えようと思ったら、これほど効こう率りつのいい物もない。

　ここに商品として並んでいるということは、売る人がいたということだ。

「どんな人がここで買い取りをお願いするんでしょうか」

　その質問には店員も困り顔だ。

「申もうし訳わけございません。お売り頂く際に、理由まではお聞きしませんので……」

「そ、そうですよね。すみません、変なこと訊いてしまって」

　さすがにおかしな質問だった。

　コンサートや野球のチケットは、買ったはいいが行けなくなってしまった人が売るのだろうか。どうせ紙くずになってしまうのだから、いくらかでもお金にした方がマシだ。

　回数券はどうだろう。並んでいる物を見てみると、有効期限が表ひよう示じされていた。いつでも使えるわけじゃないんだ。だとすると、期限までに使いきれない時は売ってしまった方がいい。

　この中に、翔しようがやったように換かん金きん目的で売られた回数券もあるのだろうか。

　仮に、一枚も使われていない新しん品ぴんの回数券の買い取りをお願いする客が来たとして、当然ながら店は「換金目的ですか？」とは訊かない。店にとっては売る理由なんてどうでもいいし、換金を助けたとかいう理由で罰ばつせられることもない。買い取って売る。この店は、それが商売なのだから。

　換金は、やろうと思えば誰だれでもできる状態にあるんだ。

「あの、失礼ですが……」

　ふと、店員が勇司の後ろに目をやっていた。

「はい？」

「そちらは、お連れの方でしょうか」

　振り返ると、そこにはぽかんとした表情で佇たたずむ織おり子こがいた。

「あ……」

　瞬しゆん間かん、スイッチがオフになる。

　澄すみ花かの言葉通り、これをデートとした場合。

　デート中に女の子を放置。仕事モードになってデートと関係ない金きん券けんショップを物ぶつ色しよく。

　……やってしまった。







　　　　￥　　　　￥







　映画は面白かった。普ふ段だんは洋よう画がを多く観みる莉り奏そ奈なだが、この邦ほう画がはなかなか楽しめた。豪ごう華かな俳はい優ゆう陣じんが出演しているだけある。

　しかし映画に誘ってきた友人の方は、どうにもつまらなそうにしている。

　映画館に併へい設せつされたカフェで、莉奏奈はコーヒーを、澄花はパフェを頼んで映画の余よ韻いんを味わうつもりだったが、澄花を見る限りそんな感じではなさそうだ。

　澄花はつまらないというよりも、心ここにあらずといった様よう子す。パフェを食べるでもなく、スプーンでクリームをつついている。

　ま、何を考えているかなんて丸わかりなんだけど。

「映画、面白くなかった？」

「え？　ううん、そんなことないよ。むしろ最近の中じゃ当たりだったかも」

「そう。それならよかったけど」

　少しの間。澄花はまだパフェを食べない。

「ねえ莉奏奈ちゃん。……仕事の話、してもいーい？」

　ほら来た。

「ええ、いいわよ」

「ありがと。あのね、勇ゆう司じくんのことなんだけど……」

「あら、仕事の話じゃなかったの？　恋れん愛あい相談ならそう言ってよ」

「ち、違うもん！　私は勇司くんのこれからの指導について話をしようと思ったの！」

　やっと澄花はパフェを一口。

「彼も踏ん張りどころね。この仕事の辛つらい部分に触れて、色々悩んでいるみたい」

　それは今だけのものではない。うるさく言ってくる債さい務む者しやなんてこれからいくらでも出会う。そんな人たちと話し、債さい権けんを回かい収しゆうしなければならない。自分たちは、その仕事で給きゆう料りようを貰もらっているのだから。

「うん……。でさ、私たちが教えて、フォローしていくわけでしょ？　それで……」

「どうやればいいか、わからないのね」

　澄すみ花かは小さく頷うなずいた。

　彼が入社して一ヶ月。彼は社会人のマナーを学び、敬けい語ごを身につけ、そして個別対たい応おう班はんでの仕事を段だん々だんと覚えてきている。今まではいわば研けん修しゆう、慣らし運転の期間だ。これからは求められるものも増えていき、さらには面めん倒どうな債さい務む者しやとの交こう渉しよう。のしかかるものは重くなり、彼は乗り切らなければいけない。この仕事でなくたって、どの新しん人じんも同じような思いをしているはずだ。

「今まではさ、教えるのは基礎ばっかりだったし、勇ゆう司じくんも熱心だからよかったんだけど……。成長してもらいたいから段々仕事を増やしていって、意い図と的にプレッシャーもかけるじゃん？　その調ちよう節せつがさ……」

「難しいところね」

　悩むのは新人だけではない。教える側がわもまた、この時期に悩むことになる。入社直ちよく後ごにはわからなかった、彼の性格や癖くせなどが徐じよ々じよにわかってきて、これからどのように教えていけばいいか、接していけばいいかを考えなければいけなくなる。

　ふう、と莉り奏そ奈なは一つ息をつく。

　彼に散さん々ざんマジメだマジメだと言っておいて、この上じよう司しであり友人である彼女もまた、マジメなのだ。

「ほら、勇司くんって悩む時はすごく真剣な顔して悩むでしょ？　それ見てたら助けてあげたくなっちゃうんだけど、ここで助けちゃいけないのかなあって思ったりして……」

「過か保ほ護ごね」

「そうなのかなあ……」

「まあ、彼は他の新人と違ってあなたが直接スカウトしてきた子だから、手て塩しおにかけて育てたくなるのはわかるけどね」

　澄花は仕事ができる。たった一年でたくさんのことを覚えて、去きよ年ねん入社した同期の中では抜ばつ群ぐんに伸びただろう。金きん融ゆうの一族に生まれ育ったこともあってか、お金に対する嗅きゆう覚かくは鋭く、さらには本ほん人にんの努力もあって、絶対的な経けい験けん値ちこそ少ないが一人前の取り立て担当に成長した。

　だけど後こう輩はいの指導をするのはもちろん初めてで、そこに関してはまだまだ未み熟じゆくな部分は多い。莉奏奈は前の会社で数人の教育を担当したことがあるが、苦労した覚えがある。

「いやあ、悩む澄花もまたかわいいね」

　恐ろしく自然に澄花の隣となりに座った男がいた。すらっとした長身に、モデルのようにきれいな顔立ち。確か足も速かったはず。いい男だと言いたいところだが、中身を知っているからそうは言えない。

「お兄にいちゃんっ！」

　澄花の兄、三みつ井い純すみ斗とである。関かん東とう特とつ区く銀行に勤め、モテる要素をこれでもかと持っているというのに、ある欠点一つですべて残念になってしまった男である。

「ああ、澄すみ花かにそう呼んでもらえるだけで、お兄にいちゃんは空も飛べるよ」

　純すみ斗とは誰だれもが引くほどの重度のシスコンなのだ。そのうち本当に空も飛ぶだろう。それが原因で未いまだに結婚していない。

「どこから出てきたのよ」

「僕も同じ映画を観みていたんだよ。残念ながら澄花と席は離れていたけどね」

「一人で？」

「もちろん。澄花以い外がいの女性と映画を観るなんて考えられないよ」

「……キモ」

　椅い子すを動かして澄花は距離をとる。純斗が来てから、通りかかる人がこちらをチラっと見ていく。美び形けい一人に女が二人。修しゆ羅ら場ば的なものを想そう像ぞうされているのかもしれない。

「それで？　ええと、莉り奏そ奈なさんでよかったかな？　二人でにっくき彼の話をしていたみたいだけど、僕も参加していいかい？」

　純斗にとって澄花の近くにいる男はすべて敵だ。その中でも澄花の近くにいて、しかも澄花が気に入っている彼は親の仇かたきレベルである。

「は？　何でお兄ちゃんが入ってくるのよ。いいからもう帰ってよ」

「いえ、お兄さんにも意見を聞きましょう」

「えー、何でよ」

　澄花は不満そうに口をとがらせるが、まだ「お兄ちゃん」と呼んでいるあたり、心の底から嫌きらってはいないように思える。

「お兄さんだってあなたよりも経けい験けんの長い社会人なんだから、後こう輩はいの指導をしたこともあるでしょ？　話を聞いて損はないと思うわ」

「それはそうかもだけど……」

「わかってくれて嬉うれしいよ。すみません、レモンティーを一つ」

　飲み物を注文し、純斗の居い座すわりが決定した。

　莉奏奈は澄花が彼の指導について悩んでいることを簡単に話した。やがて純斗の出した結論はシンプルなもので。

「彼が仕事を辞やめればいいじゃないか。それで澄花は特とつ区く銀行に転職して、僕と一いつ緒しよに……」

「三みつ井いさん、私は真剣に悩んでるんですけど」

　澄花が睨にらむ。

「だからその呼び方と敬けい語ごは止めておくれよ！　前に言われた時は次の日に熱が出たんだからね！　……ごめんよ澄花。ちゃんとお兄ちゃんの意見を言うよ。だけどその前に話題になっている彼のことを知らないことには何も言えないな」

「この前ジョイランドで会っていると思うけれど、お兄さんから見て彼はどんなふうに見えたかしら」

「そうだな……。とても実じつ直ちよくそうな印いん象しようを持ったね。超がつくほどの」

　ばっちり正解だ。澄すみ花かはパフェを食べながら「へえ」と兄を見る。

「よくわかったね。そんなに話もしてないのに」

「彼は内面が外見に出すぎだとは思うけどね。そうだなあ、僕の個人的な意見を言わせてもらえば、正直言いって後こう輩はいには迎むかえたくないタイプだ」

　顔には薄うつすらと笑えみを浮かべているけれど、純すみ斗とはちゃんと社会人として話をしているのがわかる。澄花の兄だけあって、優ゆう秀しゆうなことに間違いはないらしい。

　そして、莉り奏そ奈なは純斗に同どう感かんだった。

　納なつ得とくいかないのは澄花だろう。

「何でよ。すごくマジメなんだよ？　いいことじゃない」

「もちろん不ふ真ま面じ目めよりはマシだけどね。だけどね澄花、マジメなのとマジメすぎるのは別べつ物ものだよ。特に新しん人じんのマジメさは危ないな」

「危ない？　どういうこと？」

　澄花のパフェを食べる手が止まる。

「マジメさと比例して、きっと彼は責任感が強いだろうね。でもだからこそ、仕事や悩みを抱かかえ込んでしまう可能性がある。どれだけ仕事を抱えても、こなせる能力があればいい。でもちょっと前まで学生だった新人にそんな能力はない。どうにもならない量の仕事があって、でも自分でやらなくてはいけなくて、しかし能力が追いつかない。そうなったら……」

「爆ばく発はつするでしょうね」

　莉奏奈が言葉を継いだ。

「勇ゆう司じくんが……アフロに……」

　どうやら実験に失敗した博士はかせをイメージしたらしい。しかし、彼がパニックになって頭から煙を出す光こう景けいが妙みようにリアルに想そう像ぞうできる。

「あくまで可能性だけどね。僕としては、先せん輩ぱいの目を盗ぬすんでちょこちょこサボるくらいの方がちょうどいいと思ってるよ」

「あら、気が合うわねお兄にいさん」

「君のような美人に同感してもらえて光栄だよ。僅きん差さで澄花の方が美しいけど」

　蹴けっ飛ばしてやろうかと思った。

「まあ仕事の量に関しては、どかんと任せるようなことはしてないし、大だい丈じよう夫ぶね。でも精神的にいっぱいいっぱいなところはあるでしょうから、ミスの指し摘てきの仕方は気をつけた方がいいかもしれないわね」

「アメとムチ的な感じ？　ミスを叱しかったらその分褒ほめるとか」

「ええ。ベタかもしれないけど、それがいいわ。彼はミスを引きずるタイプだから」

　正直なところ、彼はまだこれといった大きなミスはしていない。でも、些さ細さいなミスを気にしすぎな傾向がある。

　思い当たる節ふしがあるのか、澄すみ花かはうつむき加か減げんで思し考こうを巡らせている。

「うん。そうしてみる。ありがと莉り奏そ奈なちゃん。……お兄にいちゃんも、一応ありがと」

　その瞬しゆん間かん、純すみ斗との表情が気持ち悪いくらいに輝いた。うん、気持ち悪い。

「澄花にお礼を言われるなんて何年ぶりだろう！　三年前に靴くつべらを取ってあげた時に『ども』って言われた時以来だよ！」

　何がすごいかって、覚えているのがすごい。あとちょっと不ふ憫びんに思えた。

　有う頂ちよう天てんの純斗に、澄花はひょいっと伝票を渡した。

「じゃ、支払いよろしく」

「任せたまえ！　それで澄花、偶ぐう然ぜんにも今夜フレンチのディナーを予約しているんだけど、どうだろう。ああもちろん、莉奏奈さんも一いつ緒しよでいいよ。しかし莉奏奈さんにも予定があるかもしれない。無む理りはしなくていい、無理はしなくていいよ莉奏奈さん！」

　無む駄だに芝しば居いがかった口く調ちようでレジに向かう純斗を見届けて、澄花と莉奏奈はさっさと店を出た。ぬかりなく、澄花は携けい帯たい電話の電源を切る。

「いいの？　たまには兄きよう妹だい水入らずもいいじゃない」

「無理っ。これ以上一緒にいたらじんましんが出ちゃうもん」

　かわいそうに。逃げられたと知ったら、店の中でも号ごう泣きゆうするに違いない。

　これからはショッピングをする予定になっている。澄花の金きん銭せん感覚にはついていけないが、買い物というのはいつだって楽しいものだ。

　純斗を交えて話したのは、かなり一般的なことだ。この時期に新しん人じんが精神的に疲れてくるのは、業ぎよう種しゆを問わずどこの会社でも一緒。澄花も澄花なりに考えて、来週からまた彼に指導をするだろう。

　見み誤あやまってはいけないのが、彼が精神的にどれくらい「きている」かということ。これはおそらく、純斗ではわからない。何な故ぜなら、自分たちの仕事が取り立てだから。客商売をしている人はたくさんいるけれど、その客全員が「ワケあり」なのが取り立てであり、個別対たい応おう班はんなのだ。

　涙ながらに自分がどれだけ困っているかを訴える客、開き直って何の努力もしない客、罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせる客。そんな客を日々相手にしながら、お金のない人からお金を回かい収しゆうしなければいけない。

　心ではやりたくないと思っていても、仕事なのだからやらなければいけないという葛かつ藤とう。相手に泣かれた時の良心の呵か責しやく。それでも課される回収ノルマ。

　すべてが、精神の摩ま耗もうを加速させる。

　解決法はあるか。ある。慣れろ。それしかない。

　だからこそ、慣れる前に折れてはいけない。

　彼が慣れるまで、彼には心の支えが必要だ。息抜きができる、友人や恋人が必要だ。

　その役目が自分に務まらないと、きっと澄すみ花かはわかっている。務まらない理由がある。だけど割り切ることができずに、彼への気持ちと混ざって葛かつ藤とうを抱えてしまっている。

　仲良くしてあげてね、と、澄花は織おり子こに言った。

　なんて健気けなげなのだろう、この娘こは。そして彼のことを本当に大切に思っている。

　前の会社を辞やめて正解だった。この会社に勤めて正解だった。こんなにも人に魅みせられるのは、初めてかもしれない。

「莉り奏そ奈なちゃん、まずはどこから攻める？」

「そうねえ、私、下着を買おうと思ってたのよ」

「オッケ。じゃあ悩のう殺さつ下着を買っちゃいますか！」

「でも私と一いつ緒しよでいいの？　ほら、サイズを見て落ち込んだりしない？」

「すっごい余よ計けいなこと言った！」

　さて。

　彼は今いま頃ごろ、織おり子こと仲良くできているだろうか。
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　週が明けて月曜日。五月二十九日。

　勇ゆう司じの人生における失敗ランキング一位はもちろん詐さ欺ぎに遭あったことだが、二位は織おり子こと遊んでいる最中に放置したことだ。謝る勇司に、織子は「お仕事の関係なんですよね。私は待ってますから……」と言ってくれたが、勇司はひたすら謝あやまってさらに織子を困らせてしまうという悪あく循じゆん環かんに陥おちいってしまった。

　昨日きのうはフォローのメールを送るかどうか悩んで一日が終わり、結局メールは送っていない。

　金券ショップで話を聞きたいなら一人で行けばいいのに、どうして織子といる時に行ってしまったのだろう。どれだけ悔くやんでもどうしようもない。

　未いまだにメールを送ろうかどうか悩んでいる勇司だが、何をしていても仕事はやってくる。始し業ぎようと同時に強ごう引いんに気持ちを切り替え、今日きようのスケジュールを確かく認にんする。

「勇司くーん、報告書まだー？」

　そろそろ昼食になろうかという頃、澄すみ花かから声がかかった。おかしいな。報告書を提出するなんて聞いていない。

「何の報告書ですか？」

「決まってるじゃない。土曜日の織子ちゃんとのデートの報告書だよ」

　仕事じゃなかった。

「そんなの書いてませんよ！」

「なあんだ。つまんないの。じゃあ、二人で撮とったプリクラ見せてくれれば許ゆるしてあげる」

「何で撮ったの知ってるんですか!?」

「ホントに撮ったの!?」

「カマかけたっ!?」

「そんなことよりプリクラ見せてっ！」

　じりじりと距離を縮めてくる澄花。後ずさりする勇司だったが、後ろに気け配はいを感じ振り返る。そこには色っぽく、しかし不敵に微笑ほほえむ莉り奏そ奈なが立っていた。

　しまった挟はさまれた。社内で。

「勇司くん、見せてくれればアレは勘かん弁べんしてあげるわ」

　それを言われてしまえば、勇司はおとなしく従うしかない。アレって何か知らないけど。

　プリクラを財さい布ふから取り出すと即そく座ざに奪うばわれ、澄花と莉奏奈はお互い顔を寄せて真剣な目で見ている。

「……これから戦せん場じようにでも行くの？」

　やがて澄すみ花かの言った感想がそれだった。二人のぎこちない笑顔はやはりそう見えるらしい。

「あと、何よこの微び妙みような距離は」

　莉り奏そ奈なが言うのは二人の立ち位置。くっついているとは言い難い、なんとも不ふ思し議ぎな距離がそこにはあった。

「いやその……、プリクラってどうやって撮とればいいかわからなくて……」

「あんまり縁えんなさそうだもんね。……ゆ、勇ゆう司じくんがいいなら、私が一いつ緒しよに撮ってあげてもいいけど？」

　澄花は突とつ然ぜん上うわ目め遣づかいで勇司を覗のぞき込む。これでセリフが棒ぼう読よみでなかったらぐっときていたところだ。

「ホントは一緒に撮りたいんでしょ？　ごまかさなくてもいいじゃない」

「ぜ、全ぜん然ぜんそんなことないもん！　勇司くんがどうしてもって言うならって話！」

　もし澄花とプリクラを撮っても、また笑顔に苦労するんだろうと思う。緊きん張ちようしすぎて。

「ところでこれ、どこに貼はる？」「課長の背中なんてどうかしら？」「莉奏奈ちゃん、天才ね」「名案でしょ？」と議論を始めた二人を渾こん身しんの力で止めているうちに午前中が終わり、午後の業務に入った。気温も段々と上がってきて、勇司は上着を脱いでワイシャツ姿すがたでディスプレイに向かっていた。

『お前らさー、貸す時はホイホイ貸して、返せなくなったらすぐ返せとかよ、やってることヤクザと変わんねえじゃねえかよ！』

　そして今日きようも、勇司は債さい務む者しやに怒ど鳴なられていた。五十代の、建築会社の社長だ。

　当たり前のことだが、貸したのは相手が望んだからであって、仮にホイホイ貸さなかったら貸さなかったで「返すって言ってんのに何で貸してくれねえんだよ！」と言われただろう。勇司は「ですから」を使わないように言葉を選ぶ。

「すぐ返せと言った覚えはありませんし、そもそも、お客様は延えん滞たいして五ヶ月が過ぎているではないですか。せめて一部でも……」

『うるせえよ！　景けい気きが悪いんだよ景気が！』

「…………」

　ここで勇司は莉奏奈の助言を思い出し、沈ちん黙もくを選択した。これで静かになるまで待ってやる。

『銀行にも融ゆう資し断られるしよ、もう食う物にも困ってんだよ！』

　その割には元気に喋しやべると思う。

『どうせお前らみたいなサラリーマンはマニュアル通りにしか喋れねえんだろ？　こっちの状況なんて聞いてくれねえんだろ？』

「…………」

『おい、お前の名前は』

　さすがに訊きかれたら答えなければいけない。

「菱ひし見みと申しますが」

『住所は？』

「はい？　申もうし訳わけありませんが、私の住所はお答えしかねます」

『あ、そ。じゃあな』

　ガチャン。

「……あれ？」

　勇ゆう司じのターンが来る前に、電話が切れてしまった。遅れて怒りが込み上げてくる。怒ど鳴なるだけ怒鳴って電話を切るなんて。しかも勇司個人の住所を知ろうとしていた、もし答えていたら家に乗り込んでくるつもりだったのだろうか。

　信じられない。どれくらいの規き模ぼか知らないが、会社の社長じゃないか。

　自然と、キーを打つ指に力がこもる。

　向かいに座る莉り奏そ奈なが微笑ほほえむ。

「今、『さっさと会社潰つぶして破は産さんしろ』って思ったでしょ」

「そ、そんなこと思ってませんよ。……でも、会社の経営者ですよ？　あの話し方はあり得えなくないですか？」

　すると莉奏奈の顔から笑えみが消え、すっと勇司を見み据すえた。無意識に背せ筋すじが伸びる。

「勇司くん、勘かん違ちがいしているかもしれないけれど、世の中で働く人の誰だれもがビジネスマナーを身につけていて、敬けい語ごができて、冷静な会話が成り立つわけじゃないわ。いい機会だから覚えておきなさい。会社もピンキリ、人もピンキリよ」

「……はい」

　莉奏奈の言い方はオブラートに包んでいないもので、莉奏奈らしいといえばそうだった。しかし勇司はそれを否定できない。一ヶ月前であれば「そんなことないですよ」くらいのことを言っていたかもしれないが、今の勇司には言えない。根こん拠きよは、この腹の中でモワモワグラグラしている何か。

　まだ一週間が始まったばかりだというのに、嫌いやなスタートだった。







　勇司たちの仕事は電話が基本業務なので、三人のうち誰かしらは電話をかけているか受けている。澄すみ花かと莉奏奈の電話はとても勉強になるので、勇司は日ひ頃ごろから二人が電話でどんな話し方をしているのかよく聞くようにしている。

「ええ、それでどうされるのですか？　……はい、ですがそれはこの前もお聞きしましたよ。カードを利用した時点で、その後に請せい求きゆうが来るのはわかっていることではないですか。お給きゆう料りようの支払いが遅れているのはご自分がよく知っているのですから、カードを使ったら引き落としに間に合わなくなるのも必然ですよね。どうして使ってしまったんですか？　当社なら遅れてもいいと思っていたんですか？」

　莉り奏そ奈なの語気は強い。

　債さい務む者しやに対して受け身になりがちな勇ゆう司じに対し、莉奏奈は攻めの交こう渉しようをすることが多い。しかし今話している人には特に強気だ。相手にもよるが、このまま攻め続けたらキレてしまうのではないか。

「ですから全額です。本日、全額返へん済さいしてください。待てません。お待ちする理由がありません。では、今現在、どれくらいの用意がありますか？　……いえ、『いくらもない』ではなく具体的にお願いします。……あの、ご延えん滞たいから三ヶ月過ぎてますが、その間、何をされていたんですか？」

　その言葉をきっかけに、莉奏奈が耳にあてている受話器から怒ど鳴なり声が漏もれ出て、勇司まで届いた。相当キレている。あれだけ言われたのだ、抑えていたものが爆ばく発はつしたのだろう。これでは交渉にならない。相手の沸ふつ点てんを見み誤あやまったのだ。

　勇司に聞こえる債務者の声は曇っているので何を言っているかわからない。莉奏奈は何度か相あい槌づちを打つ。

「……かしこまりました。少しお待ちください」

　そう言って保ほ留りゆうボタンを押す。一つ息をついて、澄すみ花かを呼んだ。

「私の出番？」

「ええ、お願いするわ」

「オッケー。お任せあれ。勇司くん、自分の仕事は中断していいから、莉奏奈ちゃんから解説してもらってね」

「え？　はあ……」

　突とつ然ぜん振られて、勇司は曖あい昧まいな返事をした。

　莉奏奈は電話を転送し、澄花に代わる。

「お電話代わりまして三みつ井いと申します。先ほどは斎さい田たが失礼致しました。私が改めてお伺い致します……」

　キレた債務者と澄花の交渉が始まった。

「莉奏奈さん、解説っていうのはどういうことですか？」

　さっきまで罵ば声せいを浴びせられていたはずの莉奏奈は、何事もなかったかのように涼しい顔をしている。

「今ね、勇司くんの最近の悩み、キレて怒鳴る債務者に対しての交渉テクニックを使ったのよ」

「え？　テクニックって……キレちゃったじゃないですか」

「そうね。だってわざとキレさせたんだもの」

「わざとだったんですか」

　だからあんなに強気で、しかも挑ちよう発はつ的に話をしていたのか。莉り奏そ奈なによると、少し前に個別対たい応おう班はんに回ってきたあの債さい務む者しやは三十代の男性で、以前からすぐに怒ど鳴なるタイプだったらしい。まともな交こう渉しようにならないので、当然返へん済さいもされていない。

「普通のやり方じゃダメだろうから、澄すみ花かとのコンビプレーを試すことにしたの」

「コンビプレー……？」

　まず、最初に莉奏奈が相手が怒り出すようにひたすら攻め続け、「嫌いやな奴やつ」を演じる。そして相手が怒った時、よく言われるのは「上に代われ！」である。勇ゆう司じもアルバイトの最中にクレームを受け、「店長を出せ」と言われたことがある。そうしたら、おとなしく従って上じよう司しに代わる。

「この時の相手の心理を考えてみて。相手にとって私は『デキの悪い奴』、『話を聞いてくれない奴』なのよ。そんな状態で上司に代わるわけ。普通の認にん識しきとして、部ぶ下かより上司の方が優ゆう秀しゆうなわけでしょ？　そうなると、相手にとっての澄花は『さっきの奴より話がわかる奴』になるのよ」

「……なるほど」

「その前提があって、澄花は極きよく端たんに丁てい寧ねいな話し方で腰を低く交渉して、『さっきの部下は失礼な奴だったけど、私はあなたの話をちゃんと聞きます』みたいに私を貶おとしめて構わないから、相そう対たい的に相手からの信用を得るの」

　そう言われて聞いてみれば、澄花はいつも以上に丁寧な敬けい語ごを使っている。過か剰じようとも思えるくらいだ。悪い言い方をすれば、ヘコヘコしている。それも作戦のうちだろう。

　澄花はこれといって特別なことはしていない。だけど、前に話した莉奏奈の印いん象しようが最悪だったせいで、澄花がまともに思えてくるのだ。加えて相手には「上司なんだから」という先せん入にゆう観かんがある。

「泥どろ水みずを飲んだ後に普通の水を飲むと美お味いしく感じる、みたいな……」

「ふふ。またすごい例え方したわね。でも、間違ってないわ」

　澄花の電話は終しゆう盤ばんに入っているようだった。

「はい。かしこまりました。今後は私が担当しますので。斎さい田たには私から強く言っておきますので、先ほどの無ぶ礼れいはご容よう赦しやください。……はい、それではまたご連れん絡らくお待ちしております。失礼します」

　受話器を置いて、澄花は「ふぃー」と息を吐き出した。

「ありがとね、澄花」

「いえいえ。ま、こんなものかな」

　債務者にはああ言ったが、澄花が莉奏奈を叱しかる様よう子すはない。すべては二人が作りあげたシナリオ通りだったのだから。

　これで、今度からあの債務者は澄花の話ならちゃんと聞くようになるだろう。返済も前に進むはずだ。

「すごいですね……。債さい務む者しやの心理までコントロールするなんて」

「取り立てっていうのは『あの手この手』なんだよ。できることなら何でもして、債さい権けんを回かい収しゆうしないといけないわけ。もちろん、法ほう律りつの範はん囲い内でね」

　夜の九時から朝の八時までは電話などのアプローチをしてはいけない。暴ぼう力りよく的な態度、言葉を使ってはいけない。他の業ぎよう者しやから借りて返すように要求してはいけない。というように、取り立て行為に関しては規き制せいがある。それをやってしまうと会社が何かしらの罰ばつを受けてしまうことになる。

　今の澄すみ花かと莉り奏そ奈なの連れん携けいを早さつ速そくメモに残す。すでに勇ゆう司じのメモ帳は二冊さつ目めに入っているが、それもそろそろ半分だ。何か書かない日はないからなあ。

「勇司くんはメモ魔まね」

　メモを覗のぞき込んで莉奏奈が言った。

「大事なことですし、やっぱり書くと覚える気がして」

「いっそのことＩＣレコーダーでも置いておいたら？　家でノートにまとめるなら、それでもいいんじゃない？」

「あ、それいいかもしれないです」

　すると澄花は自分で自分を抱くようにしてどこか遠い目をした。

「そして録音した私たちの声で、勇司くんは夜の寂さみしさを紛まぎらわすのねっ。いいのにっ。寂しいなら電話してくれいいのにっ」

「さ、仕事に戻りましょ」

「あ、はい」

「上じよう司しの扱い悪くない!?」

　涙なみだ目めにならなくてもいいではないかと思う。本当は上司を無視するなんてしてはいけないことだとはわかっているのだが、澄花劇げき場じように付き合っていると時間がなくなってしまうのだ。

　澄花も諦あきらめてくれたようで、三人は仕事に戻った。残業をできる限り抑えるためにはどうすればいいか。それも考えなくてはいけない。そのうち、ＳスーパーＴ定時Ｇ帰りの使い手である莉奏奈に訊きいてみよう。効こう率りつよく仕事をこなす秘ひ訣けつがあるのかもしれない。

　仕事を再開して十五分ほど。

「お電話ありがとうございます。ＫＴカードです」

　電話が鳴り、莉奏奈が応答した。

「ええ、お待ちください。……勇司くん、穴あな岡おかさんって、あなたの担当よね」

　保ほ留りゆうをした莉奏奈が言った。

「はい。転送お願いします」

　翔しようから電話か。約束は三十一日なので、まだ二日ある。早く金が用意できたので返へん済さいしたいとか。でも、アルバイトの給きゆう料りようは月末と言っていたし、また猶ゆう予よを希望する電話だろうか。

「それがね、女の人なのよ。若い感じ。穴あな岡おかさんの件で担当と話したいって」

「え？　あ、一応転送してください」

　女と聞いて、一人、勇ゆう司じの頭に浮かぶ姿すがたがあった。

「お電話代わりました。菱ひし見みと……」

『まだ取り立ててないんですか！』

　その声ですぐにわかった。先週、翔しようとの面めん談だんを終えた後に勇司たちに物もの申もうした少女だ。最初からすごい剣けん幕まくである。

「あの、失礼ですがどちら様でしょうか」

『私が誰だれだとかはどうでもいいんです！　早く穴岡翔から取り立ててください！　ちょっとなら殴なぐってもいいですからっ！』

　物ぶつ騒そうなことを言って、少女からの電話は切れた。念のために電話番号を確かく認にんすると非ひ通つう知ちだった。

「あの娘こ？」

　澄すみ花かの問いに頷うなずく。

「穴岡さんから取り立てろって……。ちょっとなら殴ってもいいそうです」

「何それ。ウチはヤミ金じゃないっての。何なんだろ、わっかんないなー」

　澄花が首を傾かしげる。莉り奏そ奈なはあの少女のことを知らないので、簡単にこの前のことを話した。名乗らず、そして取り立てを強要するという謎なぞだらけの行動に、経けい験けん豊ほう富ふな莉奏奈も「わからないわ」と結論づけた。

　少女からああ言われたものの、翔との約束は明後日あさつてだ。そこまでは待つしかない。それに取り立ては言われなくてもやる。

　勇司には他の債さい権けんもあり、さっきのことは頭の隅すみに追いやっておく。

　そして定時が近くなった頃。

「勇司くーん、ちょっと」

　反射的に肩がビクっと反応する。

「は、はい」

　ちょいちょいと、澄花が手て招まねき。表情は仕事モードだ。

　最近、澄花の「ちょっと」が怖こわい。勇司に何かミスがあった時、そう言って呼ぶのだ。

　勇司が澄花の席の横に立つと、「これなんだけど」とディスプレイを指差した。そこに表ひよう示じされていたのは、勇司が担当している債さい務む者しやの画面だった。勇司は債権をいくつか任されているものの、まだ半人前にもならない新しん人じんなので、澄花が定期的にチェックをしているのだ。

「先週の金曜に話してるみたいだけど、どうして来月の半なかばまで待ってあげてるの？」

　会話記録には、勇司と債務者の交こう渉しようが残されている。そこには、返へん済さいを来月まで待つと勇司が話したと記録されている。もちろん、記録したのは自分だ。勇ゆう司じは必死に記き憶おくをたどる。

「えっと……記録にも書いたんですけど、その人、先日お母かあさんが亡くなったそうなんです。それで、葬そう儀ぎとかあって慌あわただしいから、時間をくださいって……」

「そうだねえ。そう書いてあるねえ。で、君は猶ゆう予よするって判はん断だんしたわけだ」

　まるで責められているようだった。背中に汗が滲にじんでいるのがわかる。何かミスがあったのだろうか。いやでも、思い当たらない。

「はい。その、さすがに冠かん婚こん葬そう祭さいは待つ理由になるのではないかと」

「それは正解。お葬そう式しきの最中に取り立てはよろしくないよ。でもね……」

　澄すみ花かはマウスのホイールを回して画面をスクロールさせ、会話の記録を遡さかのぼっていく。今から三ヶ月前、個別対たい応おう班はんに来る前に交こう渉しようをした時の記録だ。

「読んでみて」と言われ、勇司はそれを声に出して読む。

「『母が死亡した為ため、猶予希望あり。二週間後に連れん絡らくをするよう約束する』……あ、あれ？」

「三ヶ月前にもこの人のお母さん死んでるみたいなんだけど、生き返ったってことかなあ」

「…………」

　この人には母親が二人いるのかもしれない。例えば産みの親と育ての親とか。しかしそんな可能性なんてゼロに等しくて、結論は一つしかなかった。

　噓うそをつかれた。それだけだ。

「きっと、いくつもの債さい権けん者しやに色んな噓をついてて、どこに何言ったかわかんなくなっちゃってるんだね。んで、結果的にお母さんが二回死んだ。次は誰だれが死ぬんだろうね」

「……誰でしょう……」

「君がちゃんと昔の会話記録を読んでいれば、こんなことにはならなかったよね。その場で噓だって指し摘てきできたよね。ほら、この前の穴あな岡おかさんと同じ。来月までこの人に手出しできないよ」

「……すみません」

　パンチを連打されたみたいだ。しかも完全に勇司のミスなので反論もできない。しかも同じようなミスの繰くり返し。何も学んでいないではないか。何のためのメモだ。

　さらに澄花の追つい撃げき。

「それとさ、ゴールデンウィーク明けから勇司くんに債権を任せてそろそろ月末なんだけど、いくら回かい収しゆうした？」

　一番恐れていた質問だった。しかし、答えないわけにはいかない。

「……まだ、全然回収できてません」

　そう、織おり子この案あん件けん以来、勇司はまだ１円も取り立てができていなかった。電話に出ない。約束を守らない。ただ怒ど鳴なり散らす。そんな債務者を相手に取り立てをして、何一つ成果が出ていない。

　回収をしなければ、自分の澄花に対する借しやつ金きんは減らない。だけどそんなことよりも、個別対たい応おう班はんの一員として結果が出せていないことが情なさけなかった。

「回かい収しゆうできない理由、自分でよく考えるのよ」

「はい……」

　肩を落とす勇ゆう司じ。すると澄すみ花かはハッと何かに気づいたようだった。

「あっ……で、でもね、アレは良くなったんじゃないかな。その、ほら、アレ……骨こつ密みつ度どが！」

「見た目で!?」

　急に何を言い出すのだこの人は。

「はあ……」と小さな声が聞こえたので視線を移すと、莉り奏そ奈なが眉み間けんを押さえていた。

　勇司はその日、会社に入って初めて帰りがけに酒を買った。







　五月三十一日。翔しようが返へん済さいを約束した日。勇司は夕方まで待ったが、振り込みは１円もなく、翔からの電話も今のところない。

「どうする？　勇司くん。会いに行くっていうなら付き合うけど」

　澄花はそう言ってくれるが、正直、会ったところで話が進展するようには思えなかった。翔は、今日きようがアルバイトの給きゆう料りよう日びだと言った。それなら、翔の口こう座ざにはお金が振り込まれているはず。会って、銀行に連れて行って、その場で引き出してもらって現金を受け取るか。いや、それをやってしまったらおそらく取り立て行為規き制せいに違反する。あくまで翔が自分の意思で返済をしなければいけない。

「……いえ。会ってもあんまり意味がないような気がします」

　どうして、どうして平気で噓うそがつけるんだろう。ちゃんと払うとか、母が死んだとか、簡単に、当然のように噓をつくのだろう。

　罪ざい悪あく感は、ないのか。

　誠意は、ないのか。

　勇司は受話器を取り、番号を押す。

『はい』

　長めのコールで、翔は電話に出た。

「ＫＴカードの菱ひし見みです。本日、お振り込みは頂けましたでしょうか」

『……いえ、してません。すみません』

「話が違うじゃないですか。全額というお約束でしたよね。全額が無む理りなようでしたら、アルバイト代から一部の返済をお願いします。今からですと明みよう日にち付づけの扱いになりますが、それでも構いません」

　一ひと呼吸、翔は沈ちん黙もくした。

『バイト代も、もうないんです』

　信じられなかった。翔しようは客だが、「は？」って言いそうになった。

「あの、今日きようが給きゆう料りよう日びだったんですよね。どうしてもうないんですか？」

『使ってしまって……』

　気づかないうちに全身に力が入っていた。「ふざけんな！」と怒ど鳴なりたい気持ちを必死に抑えて、右手に持ったボールペンを握り締める。

「失礼ですが、何にお使いになったのですか？」

　面談の時、澄すみ花かが訊きいても答えなかった。翔のお金の使い道。今度こそは答えてもらわなければいけない。そうでないと、納なつ得とくできない。返へん済さいよりも何を優先したのか。

『……すみません』

　しかし翔は答えない。

「答えになってないですよ。返済もない、その理由もないでは、当社もお待ちできません。お答え頂けませんか？　お電話で話しにくいということでしたら、今からお宅に伺っても構いませんよ」

　これは暗に、電話を切るなということだ。ＫＴカードの強みは、利用者の大半が特とつ区くの住民で、訪問が簡単にできるという点。仮に翔が電話を切って強ごう引いんに交こう渉しようを終わらせたとしても、家に行けばいい。逃がさない。

　しばらく、翔は沈ちん黙もくしていた。勇ゆう司じは辛しん抱ぼう強く待つ。その間、様さま々ざまな推すい測そくが頭をよぎる。ギャンブルなのか、それともかつての織おり子このようにイジメに遭あっていて、現金を要求されているのか。

　何よりも、こちらが納得できる理由なのか。

『あの、実は……』

　やがて、翔は話し始めた。換かん金きんをしてまで、延えん滞たいをしてまで、現金を必要とした理由を。

　勇司は翔の話を邪じや魔ましないように、相あい槌づちだけ打っていた。途と中ちゆうで口を挟んで機き嫌げんを悪くされるとフォローが難しい。

　結果的に、勇司の予想は外れた。ギャンブルでも、恐きよう喝かつでもなかった。だが、決して納得のできるものではなかった。

　おそらく、これは本当のことなのだろう。翔は細かく話してくれたし、人に言いにくかったというのもわかる。

　そして勇司は言った。

「……それ、騙だまされてますよ」

『そんなことありません！　どうしてあなたに言われなければいけないんですか！』

　面談の時もそうだったが、翔は沸ふつ点てんが低めだ。こうやってすぐカっとなる。だけど、勇司は慣れつつある。こんな人に。

　実は自分も騙された経けい験けんがありまして。なんて言えたら説せつ得とく力もあったのだろうが、言えるわけもない。

「とにかく、そのような理由ではお待ちはできません。すぐに全額ご返へん済さいください」

『だから無いものは無いんです！』

　出た。「無いものは無い」「無い袖そでは振れない」。翔しようでなくても、勇ゆう司じはここ数日で同じ言葉を何回か聞いている。

　どの口が言う。

　また、腹の中がグラグラしてくる。何かが煮に立たってくる。

　あんな理由でお金を使っておいて。ウチの会社のお金だぞ。カードを、お金を、何だと思ってるんだ。

　いい加か減げんにしろっ……。

「自分で使ったお金ですよ？　支払いが遅れてるんですよ？　無いものは無いじゃなくて、返済する努力をしてくださいよ。もっと責任を持ってください！」

　声を大きくした勇司に驚いたのか、電話の向こうの翔は数秒沈ちん黙もくした。

『…………。次のバイト代で払いますから』

　そんなの待てるわけがない。一ヶ月も待てるわけがない。だいたい、来月の給きゆう料りよう日びにだって、同じようなことを言って返済しないに決まっている。

　勇司はまだ、織おり子この案あん件けんから１円も回かい収しゆうしていない。個別対たい応おう班はんに、管理課に、管理部に、ＫＴカードに貢こう献けんしていない。

　澄すみ花かの期待に、応こたえていない。

　回収しないと。

　回収しないとっ……。

　こいつからっ。

　こいつらからっ。

「いいから返してください！　ないなら親に相談されたらどうですか！　これ以上は……」

『すみません。バイトの時間なので、また』

「ちょっ……」

　電話が切れた。残ったのはツーツー音。

　もう抑おさえがきかなかった。今度こそ、勇司は左手の受話器を電話機に叩たたきつけた。不ふ快かいな音が個別対応班の部屋に響ひびき、しかし勇司は気にすることなく、握にぎった拳こぶしを机に押しつける。

「ふざ……けんなっ……！　金……返せよっ……！」

　走ったわけでもないのに息が荒い。リダイヤルをしようか。いや、電話をかけても翔は出ないだろう。

　家に行くか。アルバイト先に行くか。いや待て。翔のデータには、携けい帯たい電話の他に実家の電話番号も登とう録ろくされている。実家に電話して親を引っ張り出すか。だけど、保ほ証しよう人でもない親に請せい求きゆうするわけには……。

　頭を抱えている勇ゆう司じに上じよう司しの声がかかる。

「きゃーん、勇司くん怖こわーい」

　半なかば無意識に、勇司は立ち上がった。その拍ひよう子しに椅い子すが倒れる。

「茶ちや化かさないでくださいっ！」

　勇司の荒い声が、小さな部屋に響ひびく。

「……っ」

　澄すみ花かが息を飲んだ。

「俺おれは真剣にやってるんです！　少しでも回かい収しゆうしなくちゃって……！　なのにあいつらが金を返さないからっ！　借りたら返すのは当たり前なのにっ……何でっ……！」

　すでに、怒りの対たい象しようは翔しようだけではなかった。勇司が話した債さい務む者しやすべてだった。

　長く感じた数秒の後、澄花が口を開いた。

「……ごめん。茶化したことは謝る。でもね、前に言ったでしょ？　こっちが丁てい寧ねいに真しん摯しに話をすればあっちもきっとわかってくれるって」

「それは遠えん藤どうさんみたいな返へん済さい意い思しのある人だから通じるんです！　あいつら、返す気も、努力する気もない！　自分の都つ合ごうばっかり言って、利り息そくに文もん句く言って、踏ふみ倒たおそうとしてるんですよ！」

「その踏み倒しを防ぐのが私たちの仕事でしょうが。……それで、仕事は勇司くん一人でやってるものじゃないでしょ？　せっかくの班はんなんだから、みんなで協力して頑がん張ばろうよ」

「そんなこと言ったって、結局は個人の力があってのことじゃないですかっ！　俺ができない分、澄花さんと莉り奏そ奈なさんに負ふ担たんがかかるんです。だったら俺なんて最初からいなくたって同じですよ」

「何を卑ひ屈くつなこと言ってんの。ほら、君は私が選んだ取り立て担当なんだから、絶対に大だい丈じよう夫ぶ。これからもっと……」

　勇司は首を横に振る。澄花から貰もらったボールペンを握る右手に汗が滲にじむ。

　言葉が、脳のうの判はん断だんを待たずに口から出てくる。

「……はっきり言ってくださいよ。見込み違いだったって。全然回収できなくて、同じミスばっかりするような役立たずだって。１０００万……無む駄だにしたって」

　その言葉に、澄花は眉まゆをつり上げて勇司に詰め寄った。ネクタイを摑つかまれ、引き寄せられる。

「どうしてそんなこと言うの!?　そんなこと言うわけないじゃない！　勇司くんが役立たずなんて思ったことない！　ねえ、私が信じられないの？」
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　もう一度、勇司は首を振る。

「信じてます。信じてますけど、俺は澄花さんみたいに上う手まくできないっ……。大学中ちゆう退たいで資格もなくて、せっかく澄花さんに雇やとってもらったのに、これじゃ……」

　その時、勇ゆう司じの肩を小さくつつく感かん触しよく。傍かたわらに莉り奏そ奈ながいて、硬こう貨かを握らされた。１２０円だった。

「ジュースでも飲みながら、ちょっと散歩してきなさい。大声でまくし立てて、今の勇司くん、あなたの嫌きらいな債さい務む者しやと同じよ」

「俺おれはっ……」

「行ってきなさい」

「……。……はい」

　反発しても強ごう引いんに部屋から出されそうだったので、勇司は素直に部屋を出てエレベーターに向かった。体が熱い。吐く息が震える。握り締める硬貨の形が変わってしまうような気がした。

　ビルを出ると、空の端はしがほのかにオレンジ色に染そまってきていた。
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　彼が部屋から出ていき、ドアが閉まるやいなや、久し振りに動どう揺ようしている上じよう司しは頭を抱えてその辺を歩き回った。

「バカ！　勇司くんのバカ！　一人で勝かつ手てにネガティブスパイラルしてっ。ああでもそれ以上に私のバカ！」

「彼のストレスゲージを読み間違えたわね。あれは不用意な発言よ」

「だって、いつもみたいにしてれば大だい丈じよう夫ぶだと思ったんだもん。もう、こんなに自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいったのは一昨年おととしの春のパン祭りで景けい品ひん貰もらい損そこねた時を入れて二回目だよ……」

　ぽかぽかと自分の頭を叩たたく澄すみ花か。どうやら自己嫌悪に陥るのは今回が人生で初めてらしい。

　おそらく、澄花も彼がどれくらい「きている」か推おし量はかっていたのだろう。ストレスゲージという言葉を使えば、マジメさに比ひ例れいして溜たまる速度は速い。ある程てい度どは速いと予想していたのだろうが、まさかここまで速いとは、といったところか。純すみ斗との言ったことは的てき中ちゆうした。

　この前の休日でストレスの解かい消しようが不十分だったのかもしれない。織おり子ことのデートで何か失敗でもしたのかも。まあ、ストレスのない社会人など存在しないけど。

　結果、誠せい意いのない債さい務む者しやへの怒りが爆ばく発はつし、澄花の言葉につられるようにして、そこから回かい収しゆう成績への不安に誘ゆう爆ばく。

　ある意味で澄花の失敗だが、一気に爆発させたのは正せい解かいだ。小こ出だしにされても困る。

　さて、分ぶん析せきは終了。何人もの後こう輩はいを見ていると、動どう揺ようしなくなるものだ。

「ま、怒れるってことは熱心な証しよう拠こよ」

「何そのプラス思し考こう！　勇ゆう司じくん、債務者のこと『あいつら』って言ってた。このままじゃ、勇司くんがダークサイドに……」

「堕おちたら堕ちたで冷れい酷こくで無む情じようの取り立てサイボーグの誕たん生じようね。回かい収しゆう成績も上がるわ」

「怖こわいよそれ！　っていうか、ダークサイド以前に辞やめちゃったらどうしよう！」

「弱気ねえ。ちょっと興こう奮ふんしただけでしょ？　私なんて、前の会社で新しん人じんの後こう輩はいにカッター向けられたわ」

　今思えば、どうしてあの娘こは自分に敵意むき出しだったのだろう。彼女が惚ほれている男子社員が自分にアプローチしていたことくらいしか思いつかない。

「噓うそっ？　で、どうしたの？」

「ちょうどその時、アルミの定じよう規ぎが近くにあってね」

「戦ったの!?」

「勝ったわ」

「強いし！　っていうか勇司くんはそんなことしないもんっ」

　席に戻って、澄花は机に突つっ伏ぷした。きっと、最近になってミスの指し摘てきを厳きびしくしたことや、彼の回収成せい績せきについて触れたことを後こう悔かいしているのだろう。莉り奏そ奈な個人としては、あれくらいやって当然だと思っているが。

　まったく。仕事はできるのに、指し導どうとなるとこれだ。電話越ごしで顔が見えない債務者と、顔が見えて精神が不安定な新人。どちらが厄やつ介かいだろうか。

「とにかく、彼に必要なのは実績よ。面めん倒どうな債務者から回収したという実績があれば、自然に自信もつくわ」

　澄すみ花かがのそりと顔を上げる。

「……うん。だね」

「あなたも少し頭冷ひやしてきなさい。留る守す番ばんしてるから。あとこれからだけど、一回キレたくらいで腫はれものに触さわるような接し方しちゃダメよ。それが一番傷きずつくんだから。いつものあなたでいなさい」

「うん、ありがと……。ドクターペッパー飲んでくる」

　澄花も部屋を出ていった。別にそれを飲まなくてもいいとは思う。

　彼が今抱えている、あの換かん金きんの案あん件けん。穴あな岡おか翔しようといったか。面談もして、一番力ちからを入れているようだし、あの債さい権けんを回かい収しゆうできれば彼の自信になるはずだ。

　はあ、と息をつく。

　教える側と、教わる側。どちらもお互いのことを思って悩んでいる。いいことだ。何より、見ている分にはとても面白い。

「おう、斎さい田ただけか。でかい声が聞こえたが、どうかしたか？」

　澄花と入れ違いに課長がやって来た。さっきの声は外まで聞こえてしまっていたようだ。上じよう司しとして、課長も様よう子すを見に来たのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶです。菱ひし見みくんが少し不安定になっているだけですから」

「ほお、ついに来たかあ。ケツでも蹴けって気合い入れてやればいいんじゃねえか？」

「そうしてもいいんですけど、彼は蹴られると悦よろこんでしまうタイプなんです」

「おぉ、そりゃあ……難なん儀ぎだな。本当に平気か？　三みつ井いじゃ無む理りってなら、俺おれが個人面談してもいいぞ」

　暑苦しくてうるさくて、体が大きくて通行の邪じや魔まだが、さすが課長、数十人の管理課をまとめているだけあって面めん倒どう見みがいい。何かと発想が体育会系けいなのは賛さん否ぴの分かれるところだが。

「ご心配なく。ちょっと青春してるだけですよ」
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　会社を出てコーラを飲む。どこの会社もまだ定時前のようで、人通りはそれほど多くなかった。コーラを半分飲んだところで、これはもしかしたらヤバいのではないかと思い始め、飲み終えた頃にはヤバいという結論が出た。

「…………」

　ぶちまけてしまった。吐き出してしまった。もう子供じゃないのに、学生じゃないのに、大おと人ななのに。社会人なのに。

　上司に向かって怒ど鳴なるなど、あってはならないこと。仮に上司が悪くても、耐えるべきなのだ。というより、澄花は悪くない。

　慌あわてて会社に戻る。だけど、気まずくて帰りにくい。でも澄すみ花かに謝らないと。そんな葛かつ藤とうを続けながら勇ゆう司じは個別対たい応おう班はんのドアを開けた。

「あの、澄花さ……あれ？」

　部屋には莉り奏そ奈なしかいない。

「お帰りなさい。澄花ならヘソ曲げて帰っちゃったわよ」

「え……」

　背中を冷たいものが伝っていく。

　ヤバい。それはヤバい。マジでヤバい。今日きようのうちに謝あやまらないと、明日あしたになったら余よ計けいに気まずくなる気がする。

　電話しよう。いや、顔も見ないで謝るのか。だったら家に直接行って……。待てよ、家に行くならクッキーとか持っていくべきか……。

「あ、勇司くん」

　振り返るとドクターペッパーの缶かんを持った澄花がいた。

　いるじゃん。騙だまされた。ちらりと莉奏奈を見ると知らん顔でヌリスクを食べていた。呼吸するように噓うそついたな、この人。

　勇司はかつてない勢いで頭を下げる。

「すみませんでした！　僕、澄花さんにひどいこと言ってしまって……。八つ当たりみたいになって……」

「もうっ。ホント、私のこと尊そん敬けいしてるんじゃなかったのかしらー？」

　澄花は腰に手をあてて仁に王おう立だち。

　どうしたら許してもらえるだろうか。確か澄花はイチゴ大だい福ふくが好きだったはず。と、すでに物で解決しようと考え始めた勇司である。

「勇司くんが出ていった後、澄花かなりテンパってたのよ？」

「莉奏奈ちゃんそれ言っちゃダメ！　……えっと、私もふざけちゃったところあるから、その、ごめん」

「い、いえ、悪いのは僕ですから、説せつ教きようならいくらでも受けます」

「ううん、ここは両りよう成せい敗ぱいってことにしてくれないかな。私も反省しなくちゃだし」

　そう澄花は言うが、自分としては何か罰ばつを受けないとすっきりしない。と、気づく。澄花と莉奏奈にいつもマゾだマゾだと言われるが、今の発想は確かにそっちの方向だ。

「でも……」

「反省してるなら、仕事で示しなさい。私たちは会社員なんだから」

　にっ、と、澄花が笑う。

　正直に言うならば、「この美人め」と思った。何な故ぜなら、笑顔が反則だからだ。

「はいっ！」

　摑つかまれて乱れたままだったネクタイを、澄すみ花かは締め直してくれた。

「いい返事だね。じゃあ、お仕事再さい開かいっ」

　肩をぽんと叩たたいて、澄花は席に戻った。勇ゆう司じも椅い子すに座り、さっきの翔しようとの会話を記録に残す作業を始める。

「…………」

　が、気まずい。いくら謝って澄花が許してくれたからといって、自分がキレてしまう前の状態に完全に戻るなんてことはなくて、そして簡単に切り替えられるほどの神しん経けいを持ち合わせてはいない。

　過去、織おり子この取り立てをしている最さい中ちゆうも澄花に怒ど鳴なられたことがある。あの時は定時で帰るまでの時間が長くて仕方なかったのを覚えている。他の班はんと隔かく離りされている上に三人しかいないから、一いち度ど空気がおかしくなると修しゆう復ふくしにくいのだ。しかも悪いのは自分ときたものだ。

　腕時計に目をやると、午後四時半。定時まであと三十分。事務処しよ理りの方は終わっているから、定時に帰ろうと思えば帰れる。というより、今日きようはそうしたい。一度家いえに帰ることで、気持ちの切り替えをしたい。

　ああでも、反省を仕事で示せと言われて直ちよく立りつ不動の姿し勢せいで返事をしておきながら、いきなり定時で帰るのか。やる気がないように思われないだろうか。だけど残ざん業ぎようすることが必ずしもやる気アピールに繫つながるとは限らないし、逆に仕事を効こう率りつよくできていないとアピールすることになるわけで。

　答えはどこだ……。

　ちらちらと澄花の様よう子すをうかがう。次に莉り奏そ奈な。目が合うと薄うすく笑った。楽しんでる。莉奏奈は挙きよ動どう不ふ審しんな自分を見て楽しんでいる。つまり、莉奏奈の助けは望めないということだ。

「勇司くん」

「は、はいっ」

　いつものように呼ばれたのに、過か敏びんに反応してしまう。

「今日の返へん済さい実績、届いたよ。見る？」

「……はい」

　澄花がプリントアウトしてくれた一枚の紙。それは今日返済がされた債さい権けんのうち、個別対たい応おう班はんが担当しているものだけを抜ばつ粋すいしたものだった。

　勇司が担当している債権の返済はなかった。

　そして今日は五月の最終日。一ヶ月の成績を集計した結果、個別対応班はノルマに対して98・４パーセントでノルマクリアに至いたらなかった。そしてその中で勇司が回かい収しゆうしたのは織子の10万円だけで、澄花と莉奏奈に全面的にフォローされる形になった。

　勇司は知っている。個別対応班は先月までちゃんとノルマをクリアしていたことを。今月になって、勇司が一員として働くようになって、この結果が出てしまった。

「目標未み達たつか……。あとちょっとだったね」

「すみません。僕が少しでも回かい収しゆうできていれば……」

　まさに追い打ちだった。これでノルマクリアしていれば、少しは救われる部分もあった。

「勇ゆう司じくん、数字は噓うそをつかないから、この結果を見たら勇司くんの貢こう献けんは少ないってわかっちゃう。でもね、逆にやったらやっただけ結果が数字として出るのがこの仕事なんだよ。また来月、頑がん張ばろう？」

　勇司は改めて成績表を見る。個別対たい応おう班はんは、回収困こん難なんな債さい権けんを担当しているので、もともとノルマは低く設定されている。だから、32万円回収できれば、ノルマに達するのだ。

　銀行はもう閉まっているから、振り込みでは明日あしたになってしまう。だったら、直接回収すればいい。今日きよう中に翔しようから回収できれば、個別対応班はノルマ達成になる。

「澄すみ花かさん！　やっぱり穴あな岡おかさんから回収してきます！」

　鞄かばんを持って出ていこうとする勇司のスーツの裾すそを澄花が摑つかむ。

「あ、こら。ノルマのことはいいから落ち着きなさいって。だいたい、会ったところで回収できるかわからないんでしょ？」

「でもっ……」

「プロなんだから冷静に考えなさい。ここで強ごう引いんな取り立てをしてヘソ曲げられたらなおさら取れなくなるよ。穴岡さんはただでさえ返へん済さい意思が薄いんだから、焦あせりは禁きん物もつ。それに、ノルマは先月の貯ちよ金きんがあるから、今月がダメでもトータルでまだプラスだよ」

「ノルマの達たつ成せいは私たちの評ひよう価かに直結するけど、半年の合計で達成すればいいんだから、そんなに深しん刻こくに考えることはないわ」

　莉り奏そ奈なの言う通りで、ＫＴカードは上期と下期に分かれていて、九月と三月の末に評価が決まる。今月がダメだったからといって、いきなり勇司たちの評価が落ちることはないのだ。

「……わかりました」

　澄花の許きよ可かがなければ勇司は動くことができない。それが上じよう司しというもので、会社というもの。澄花の言葉通り、翔の取り立てはもっと時間をかけるべきなのか。

　その時、ドアが勢いよく開いた。

「いよーう！　サボってねえかお前らあっ！」

　間違えようもなく課長だった。部屋の中の気温が二度くらい上がった気がする。同時に澄花が露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする。純すみ斗とに会った時の反応に似ていた。

「どうしたんですか課長。まさか緊きん急きゆうのミーティングとかですか？」

「違う違う。三みつ井いと菱ひし見み、お前らケンカしたんだってな」

　どうして課長が、とも思ったが、すぐに自分が大声を張り上げていたことを思い出す。外に聞こえていてもおかしくない。きっと自分が部屋を出ていった後、課長が来たのだろう。

「いえ、ケンカではなくて、僕が、その……」

　勇ゆう司じの言葉は、課長の腕が肩に回ってきて遮さえぎられた。がっしりした体つきで、しかも腕わん力りよくもあるから、捕つかまったような感覚だ。

「別にケンカの中身なんて聞いてねえんだよ。で、気まずいだろ？　親友が惚ほれてる娘こから告こく白はくされて、そこを親友に見られた時くらい気まずいだろ？　……これ、使えや」

　ぴっと差し出されたのは、居い酒ざか屋やの割わり引びき券けんだった。

「はあ……」

「こういう時はな、酒飲んで、腹はら割わって話すのが一番いいんだよ。どうせ明日あしたからも一いつ緒しよに仕事すんだから、さっさとケリつけるに越したことはねえだろ？」

「あの、それについてはもう……」

「三みつ井い、お前もいい勉強になったんじゃねえか？　じゃあなっ」

　最後に勇司の背中をばしんと叩たたいて、課長は出ていった。何かにつけて台たい風ふうのような人だ。あと背中痛い。

「ふふっ、あの人はブレないわね」

　莉り奏そ奈なは開けっぱなしになっているドアを見て微笑ほほえんだ。

「もうっ、これだから古い体育会系は……」

　澄すみ花かは半なかば呆あきれ気味だ。きっと課長は、こうやって今まで色々と解決してきたのだろう。

「澄花さん、どうしますか？」

「んー……。せっかくだから、行きましょうか。莉奏奈ちゃんと二人で飲みに行って、私と行けない道どう理りはないでしょ？」

　あ、まだ覚えてたんだ。勇司は一度、残ざん業ぎようしている澄花を置いて莉奏奈と二人でバーで飲み、翌日に澄花を本気で怒らせたことがある。

　課長の言う通り、酒の力を借りるのもいいかもしれない。だって、社会人だもの。

「ん？」

　勇司は貰もらった割引券ともう一枚、別の割引券があることに気づいた。

　居酒屋へ行く途と中ちゆう、こっそりその割引券にあった「Ｍ性せい感かん」という単語を携けい帯たいで調べてみた。

　課長が何か大変な勘かん違ちがいしていることを知った。







　席に案内されて生ビールを頼んだ直後に澄花は口をとがらせた。

「こんな安いところに来るなんて久し振りよ」

　周りに聞こえないボリュームでお願いしたい。いつも澄花は完全個室の高級居酒屋で飲んでいて、勇司もご馳ち走そうしてもらったことがある。１０００万の借しやつ金きんを簡単に肩かた代がわりできるほどの資し産さんを持つ澄花にとって、全国チェーンの大たい衆しゆう居酒屋は慣れない場所なのだろう。

「しかも割引券って、生ビール一いつ杯ぱい無料になるだけですもんね」

「今度、いつものところで飲み直しだからね」

　美お味いしいんだよなあ、あそこの生なま春はる巻まき。

　ビールが二つに枝えだ豆まめが来たところで、二人はジョッキをぶつけた。

「勇ゆう司じくんブチギレ記念、かんぱーい」

「本当にすみませんでした……」

　勇司は控え目に一口。その間に澄すみ花かは半はん分ぶん以上を飲み干ほしていた。ちなみに澄花は酒が好きだが、強くない。

　勇司からどんな話題を振っていいかわからず、しばらく枝豆を食べながらちびちび飲んでいた。昼間に言い合いをした上じよう司しとどうして飲みに来ているのか。だけど課長の提案とあっては断りにくいし。

「ねえ……仕事、辛つらい？　正直に」

　二杯目のビールを半分減らして、澄花が言った。すでに頰ほおがほのかに上気している。

「辛い……です」

　ここ三週間くらいのことだ。澄花の「ちょっと」に怯おびえたり、怒ど鳴なられるのが嫌いやで債さい務む者しやへの電話を躊躇ためらうようになったり、夕方に銀行から届く、その日の返へん済さい結果を見るのが怖こわくなったり。

　織おり子この件を無事に終えて、他の債さい権けんを任されても回かい収しゆうできそうだと、どこか楽らつ観かん視ししている自分がいた。「取り立て」と聞いた時には驚いたが、ＫＴカードが真まっ当とうな業ぎよう者しやである以上、そこに暴力も脅おどしもなくて、イメージしていたものと違って安心している自分がいた。

　甘かった。

　今いま思えば、最初から返済意い思しのある織子の債権は比ひ較かく的簡単な案あん件けんだったのだ。結果的に織子はアルバイトをして返済したわけだが、そうでなくても親からの返済が望めた。

　だけど今は違う。翔しようのように規き約やく違反の換かん金きんをしておきながら返済意思を見せなかったり、親からの返済どころか、親の年金で生活をしている五十代、そしてひたすら罵ば声せいを浴びせてくる債務者たち。

　終しゆう電でんで帰るような残ざん業ぎようはなく、睡すい眠みん時間がないから辛つらい、というわけじゃない。でも、毎日のようにお金を返せない人と話をして、返せないと言っているのに返せと言って、月末が近づくにつれて回収ノルマがのしかかってきて、心が削けずられているような気がする。家に一人でいると無意識に仕事のことを考えている。

　そんなことを、勇司はジョッキを持ったまま、しかし飲まずにだらだらと吐と露ろした。

「そりゃ、織子ちゃんの件が取り立てのすべてだと思ってもらっちゃあ困るねえ。最初は仕事に必要な知識を身につけることが優先だから、君には案件を一つしか任せなかったんだよ。あ、梅うめ酒しゆロックくださーい」

　店員を呼び止めて澄花は追加注ちゆう文もん。勇司は残っていたビールを流し込んでもう一いつ杯ぱい頼んだ。

　澄すみ花かは続ける。

「ノルマがあるのも当たり前。理由は簡単、社会人だから。いつまでにこれを何なん個こ作れ、いつまでに契けい約やくを取ってこい、いつまでに債さい権けんをこれだけ回かい収しゆうしろ。どんな仕事にだってノルマはあるよ」

「それは……わかってるんです。この仕事だけが特別じゃないってことも……。でも、やっぱり、その……お客さんが……」

　口ごもる勇ゆう司じに、澄花はうんうんと首を振る。

「わかるよ。世の中にこんなにダメな人間がいるなんて思わなかった、でしょ？」

　勇司は小さく頷うなずいた。

「なんか上から目め線せんではあるんですけど……」

「別に、勇司くんの性格が悪いなんて思わないよ。この仕事をやっていれば、誰だれだってそう思うもの。この世界に来なければ、もしかしたらキレイな人だけと関わって生きていけたかもね」

「そう、ですね」

　もし違う業ぎよう種しゆだったら、業ぎよう界かいだったら。嫌いやな人や、性格の合わない人とはもちろん出会うだろうが、借りた金を返さずにいるような、それでいて債権者に逆ギレするような誠せい実じつさの欠ける人とは関わらなかったかもしれない。

　親の年金しかあてがなくて、家や賃ちんを滞たい納のうしていて、食べる物にも困っているような人がいるという現実を目まの当たりにしなくて済んだかもしれない。

「だけどね、関わることができる私たちだからこそ、逆に助けることもできるんだよ」

「取り立ては救きゆう済さい……ですか」

　織おり子こを延えん滞たいから救った時は、澄花の言った通りだと思った。取り立てをすることで、相手を助けてあげられるのだと。これからも、そういう取り立てができたらいいと。

　でも、今は……。

「今の君がそう思うのは難しいかもね。私だって、最初からそうだったわけじゃないし、今でもお客さんにムっとすることはあるよ。人間だもの。すみか」

　かの有名な詩し人じんっぽく言われた。

　チーズ揚あげがテーブルに並ぶ。澄花は美お味いしそうに頰ほお張ばった。

「思えないです。僕はきっと、澄花さんみたいにできた人間じゃないんです。マジメだって澄花さんは言ってくれるけど、本当は嫌な奴やつなんですよ」

　今この瞬しゆん間かんだって、翔しようや他の債さい務む者しやのことを考えるとムカムカしてきて、アルコールがそれを加速させているのがわかる。

「ううん。君はマジメないい奴だよ。怒れるってことは、債務者のことを考えてあげられてるってことだもの」

「物は言いようですよ」

「かーもねー。ま、助じよ言げんをするとすれば、怒らせないようにするのもテクニックだし、怒ったことを利用する取り立てだってあるよ。たくさん怒らせてみなさい。もしそれでクレームに発展したら、フォローは私や課長がするから。上じよう司しってのはそのためにいるのさ」

「あんまり怒られたくは、ないですけどね」

　この仕事を続けていく限り避けようのないことで、慣れなければいけないとはわかっていても。

　酒を飲みながら、仕事の話。これは織おり子こにはできないこと。澄すみ花かだから話せること。ムカムカが消えたわけではないけれど、気持ちは軽くなったような気がした。

「莉り奏そ奈なちゃんなんて、すごいんだから」

　去年の莉奏奈が担当した男の債さい務む者しや。何かにつけて大きな声で文もん句くを言い、しかも莉奏奈が相手だったことで「女のくせに」を連れん発ぱつするような人だったらしい。やがて債務者が「勝かつ手てにしろ！」と言ったので、莉奏奈は勝手にした。

　債務者に仕事があることがわかっていたので、莉奏奈は管理部のもう一つの課、法ほう務む課かと連れん携けいして、給きゆう与よ差し押さえを見み越こした訴そ訟しようを起こしたのだ。

「差し押さえって、いきなりできないんですか？」

　酔よった勇ゆう司じの頭の中には、家具などに「差し押さえ」と書いたシールを貼はっていく光こう景けいが浮かんでいた。もちろんドラマのワンシーンだが。

「それやっちゃダメだよ。裁さい判ばんをして『債務名めい義ぎ』ってのを取しゆ得とくする必要があるの。ほろ酔いの状態で詳しく解説しても仕方ないから省はぶくけど」

　やがて、債務者のもとに裁判所から書類が届く。平たく言うと「ＫＴカードが『金返せ』って言ってるけどどうする？」といった内容の書類だ。

　どうやら本当に裁判になるとは思っていなかったらしい債務者から電話が来て、莉奏奈は「そちらが勝手にしろと仰おつしやったので、そうさせて頂きました」としれっと言った。莉奏奈らしいと思った。

「それでどうなったんですか？」

「優しい莉奏奈ちゃんは丁てい寧ねいに説明してあげたんだよ。給与差し押さえになると、借しやつ金きんのことが会社にバレるってね」

「うわ……」

「そしたら途と端たんにおとなしくなって、分ぶん割かつで払うから訴訟を取り下げてくれって言い出したの。さすがにマズいって思ったんだろうね」

「取り下げたんですか？」

「まさか。とりあえず裁判は続行して、『分割で返へん済さいする。二回連続で遅れたら給与差し押さえに移行する』って約束を取り付けたんだよ。こっちだって裁判所に申し立てるのにお金使ってるんだから、簡単に取り下げはしないよ」

　その人の返へん済さいは今でも続いているという。

「裁さい判ばんか……その選せん択たく肢しもあるんですね」

「あるにはあるけど、むやみやたらに『じゃあ裁判します』なんて言うのはダメよ。法ほう務む課かから『仕事増やすんじゃねえ』って言われるからね」

　仕事の話をする澄すみ花かはイキイキしていて、それはいいのだが、酒のペースが速くなっている。これ以上は危険なのではないか。明日あしたもあるし。

「すみません、ウーロン茶を……」

「あら、まだ早いんじゃないかしら？」

　店員を呼ぶ声は、現れた莉り奏そ奈なによって遮さえぎられた。

「あ、莉奏奈ちゃーん！　今日きようもおっぱい大きいねー」

　酔よっ払いが莉奏奈の胸を鷲わし摑づかみにした。

「あんっ」
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「何やってるんですか澄花さん！　他のお客さん見てますから！」

　莉奏奈に飛びついた澄花を引き剝はがす。莉奏奈は勇ゆう司じの隣となりに座るとウイスキーを頼んだ。

「そろそろ一ひと区く切ぎりつく頃だと思って、課長にお店を聞いて来たのよ。ケガしてないところを見ると、殴なぐり合いはしてないみたいね」

「しませんよそんなこと」

「あら残念。……でも、ちょっとスッキリした顔してるわ」

「それは……お酒のせいですよ」

「ならそれでいいけどね。さ、夜はこれからよ」

「イエーイ！　かんぱーい！」

　ウイスキーの入った莉り奏そ奈なのグラスと、もう何なん杯ばい目かになる澄すみ花かのグラス、そして今日きようは少なめにしようと思っていた勇ゆう司じのジョッキがぶつかる。

　ここに来てまだ素面しらふの莉奏奈が加わり、勇司は今日中に帰れるか心配になってきた。







「噓うそでしょ!?　信じられない。二人ともやってないの？　名作だよ名作。……その身に刻め！　ニーベルン・ヴァレスティ！」

「危ないですから箸はし振り回すのやめてください！」

「これは箸じゃなくて咎とが人びとの剣なの！　十回倒さないともらえないのー！」

　予想通りの結果になった。弱いんだから飲まなければいいのに、乗ってくると澄花は止まらない。もちろん莉奏奈は止めようとしない。そして上じよう司しのお酌しやくを断れない勇司もかなりの量を飲んでいた。しかし酔よった澄花を放っておくわけにはいかないという使命感が、勇司の意識を繫つなぎ止めていた。

　澄花の気持ちよさが気持ち悪さに変わってきたのが午後十時過ぎ。ちゃっかり澄花に払わせて、三人は店を出た。同じようにお開きになったスーツ姿すがたのサラリーマンたちが駅に向かって歩いていく中、勇司たちはまだ店の前にいた。動けない人がいるからだ。

「澄花さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　肩を貸す形で、澄花は勇司にもたれている。

「だい……じょう……ぶい」

　ダメだ。

　タクシーを呼ぼうと手をあげようとしたが、莉奏奈がそれを制した。

「待って。このままだと車内で『最悪の事じ態たい』が起きる可能性があるわ。しばらく歩きましょう。夜よ風かぜにあたれば少しは酔いもさめるわ」

　確かに、この澄花が揺ゆれる車に乗ったら「最悪の事態」を招まねきかねない。とりあえず澄花のマンションの方向へ歩くことにした。

「ちょっと歩きますよ澄花さん。歩けますか？」

「むり……おんぶ、して……」

「それは……あの……」

「何照てれてるのよ。役やく得とくだと思って背負ってあげなさい」

　莉奏奈に言われ、勇司は澄花を背負う。泥でい酔すいしていてもやっぱり澄花は美人でそして軽くて、顔が間ま近ぢかに迫って体温が上がる。

　澄すみ花かは目を閉じていて、寝ているのだろうか。耳のすぐそばで息づかいが聞こえる。

　確かに役やく得とくだと思ったが、すぐに問題が浮ふ上じようした。

「待ってください。僕の背中で『最悪の事じ態たい』が起こる可能性ありますよね」

「そういうプレイだと思って諦あきらめなさい」

「諦めきれない！」

　絶対にクリーニング代を請せい求きゆうしてやろうと思う。いや、澄花だったら新しいスーツを買ってくれるのではないかと邪じや念ねんがよぎった勇ゆう司じである。

「私はコンビニで水を買ってくるわ。先に行ってて。追いつくから」

「水なら自じ販はんでよくないですか？」

「袋ふくろがいるでしょ？」

「……お願いします」

　できれば早急に。

　莉り奏そ奈ながコンビニに向かって、勇司はできるだけ揺らさないようにしながら夜の特とつ区くを歩き始めた。特区自体がそれほど広くないので、その気になれば澄花のマンションまで歩けないこともない。最悪、タクシーを使わずに送っていってしまおう。自分の睡すい眠みん時間はともかくとして。

「勇司くん……織おり子こちゃんとは、どう？」

　唐とう突とつに、澄花の声がした。背中でもぞもぞと動いて、体が密みつ着ちやくしていることを再確かく認にんさせられる。反射的に声のした方を向いてしまったが、十センチほどの距きよ離りしかないと気づいてまた前を向いた。

「な、何ですか急にっ……」

「仲良くしてる？」

　そう訊きかれるとなんとも答えにくい。この前の失敗を未いまだに引きずっていて、相変わらず事務的なメールはしているものの、仲良くしているかといえば微び妙みようなところだ。

「その、女の子と仲良くするのってどういう感じなのかわからなくて……」

「女の子の友達いなかったの？」

「いえ、大学にもバイト先にもいましたけど、二人で遊びに行くっていうのはなかったんです」

「なるほどー……、ん？　前に私と買い物行ったよね。あれはノーカンなの？」

「澄花さんは会社の上じよう司しですから。友達なんて言ったらおこがましいですよ」

　その言葉に、澄花は「ふう」と小さな息をついた。酒の匂においがした。

「……そだね」

　声が弱々しくなった。また眠気が襲おそってきたのだろうか。

「澄花さん、寝ててもいいですよ。あと、気持ち悪くなったらすぐに言ってください」

「あ、うん。……あー、いいなー織おり子こちゃんは。勇ゆう司じくんと遊びに行けて」

　その意味を察するのに時間がかかった。その言い方は、まるで澄すみ花かとは行けないみたいじゃないか。別に家が離れているわけでも、休みが合わないわけでもないのに。むしろ家は近いし、休みは絶対に一いつ緒しよだ。

　まさか、と一つの可能性。

「澄花さん、彼かれ氏しできたんですか？」

　だから男の自分とは遊びに行けないとか。

「あ、いや、違うって。彼氏なんていないよ」

「純すみ斗とさんの監かん視しが厳きびしくなったとか」

「それも違うよぉー。あの兄のことは基本無視だからぁ」

　不ふ憫びんではあるが、あのシスコンっぷりは同情できるものがある。

「じゃあ、どうして……」

　正直に言えば、前に澄花と行った買い物は後味の悪いものに終わってしまって、澄花がよければまた行けたらと思っている。映画に誘ってもらった時は嬉うれしかったが、タイミングが悪すぎた。

　澄花はしばらく答えてくれなかった。繁はん華か街がいを抜け、段々と夜の光が少なくなってくる。

「さっき、勇司くんも言ったじゃん。私が、君の上じよう司しだからだよ」

「え？　でもそれは理由には……」

「なるよ。なっちゃうよ。私が同じ会社の上司である以上、仕事終わりでも休日でも、仕事に関係なくても私に会う時は構えちゃうでしょ？」

「まあ……それは、上司ですから」

　友達のようにはいかない。休みが終わっても、会社で会うのだから。失礼があってはいけないし、タメ口で話すわけにもいかない。

「だから、だよ」

　澄花の声は小さくて、必死に絞しぼり出しているように聞こえた。

「仕事が増えて、私も厳しくして、君が体力的にも精神的にも疲れてることなんてわかってる。休みの日に、しっかりリフレッシュしなくちゃいけない。だからこそ、私がいちゃいけないんだよ」

　澄花がいることで、仕事のことを考えてしまうから。

「…………」

　そんなことないです、と否定はできなかった。もし澄花といたら、きっと自分は休日でも仕事の相談をしていただろう。でもそれでは休んでいることにならない。回復できない疲れはどんどん溜たまっていってしまう。澄花はそこまで考えてくれていたんだ。

「映画もね、誘うかどうか迷ったんだ。結局君は織子ちゃんとデートしたわけだけど、織子ちゃんといる時の方がリラックスしてた気がするよ」

　ベンチで会話を盗ぬすみ聞きされていた時のことか。織おり子こと気の置けない仲になったというわけではないが、おそらく気の遣つかい方というものが澄すみ花かと織子では違ってくる。織子は友達で、澄花はどこまでいっても上じよう司し。どちらかが会社を去るか、男女の関係にならない限り。

「僕は……」

　言葉が見つからない。だって澄花の言っていることは間違ってなくて、自覚があるから。

　ぽんぽんと、澄花が頭を叩たたいた。

「もうちょっと仕事に慣れてさ、心に余よ裕ゆうができたら、またどこかに行こう？」

「はい……。僕も、澄花さんと遊びに行けないのはつまらないです」

「おおー、嬉うれしいこと言ってくれるねえ。ほんとーにぃ、君はーかわいいなあー」

　澄花が手のひらを頭の上で滑らせる。

「は、恥はずかしいから頭撫なでないでくださいよ」

　幸いにも周りに人は少ない。酔よっ払いは人目を気にしないからなあ。

「……よかったね。この会社で仕事ができて」

「よかったって、澄花さんが僕を連れてきたんじゃないですか」

「嫌いやだった？」

「……いえ。でも、僕の想そう像ぞうしてた『働く』って感じじゃないっていうか……。もっと上司からガンガン怒ど鳴なられて、土日も出しゆつ勤きんして、終しゆう電でんで帰るみたいなものを考えていたので」

　社会人になってから、インターネットでそんな記事や、そういう会社に勤めている人の書き込みを見たことがある。ＫＴカードに勤めていると、本当にそんな会社があるのかと思ってしまう。

　ＫＴカードという会社は間違いなくいい会社だ。それは断言できる。……課長が暑苦しいけど。

「流は行やりのブラック企き業ぎようってやつだね。お爺じいちゃんが言ってたよ。『人を大事にしない会社はすぐに消える』って。環かん境きようが悪いと若手が辞やめちゃうから育たない。だからって外から引っこ抜いて来た人は会社へ貢こう献けんしようって意識が薄い。それじゃあ会社は成長しないよ」

「さすが、頭とう取どりは言うことがカッコいいですね」

　聞く人が聞けば「そんなことはわかってる」「理想にすぎない」とか言うに違いない。確かにそうだと思う。どの会社もそうだったら、この国の経済はもっと良くなっているはずだ。

　でも、そんな理想を現実にしようとしている人が、自分の勤めている会社の上に立っているのだ。

「色々経けい験けんしてきてる人だからね。はぁ、私もすごい人の孫まごに生まれたもんだよ」

　そんなことを言いつつ、澄花は嫌いやがってなどいないだろう。本当は、立場ある人の親族として苦労もあるはずなのに。

「ウチの役員もお爺じいちゃんの考え方に賛成な人が多いから、ウチが黒く染そまることはないよ。しっかり成長しなさい」

　澄すみ花かが肩を揉もむ。全然凝こってないけど、気持ちよかった。

「……頑がん張ばります」

「うん……、頑張れ、新しん入にゆう社員。頑張れ……私の、大事な……」

　こてん、と、澄花の頭が肩に乗っかった。睡すい魔まに負けたようだ。大事な、何だろう。

　澄花はこんなにも自分のことを思ってくれている。休日のことまで考えてくれている。そんな上じよう司しに対して、自分は何かできただろうか。してきただろうか。

　ため息が出る。

「まったく、澄花もあなたも、初うい々ういしいったらないわ」

　コンビニの袋ふくろに水を一本だけ入れて、莉り奏そ奈なが追いついた。莉奏奈が「ほら、水よ」とペットボトルを澄花の口に近づけると、「んー」と言いながら澄花は水をコクコクと飲んで、また眠りについた。

　莉奏奈のことだから、少し前から会話を聞いていたのだろう。

「澄花さんがそこまで考えてくれてたなんて、全然思わなかったです」

「でしょうね。あなたの前では立りつ派ぱな上司ぶりたがるから、この娘こは」

　莉奏奈は眠る澄花の頭を撫なでた。

「澄花さんはいつだって尊そん敬けいできる人ですよ」

「ふふ。……尊敬するのはいいけれど、澄花のイエスマンになってはいけないわ。いい？」

「あ、はいっ」

　すると莉奏奈はバッグから歪いびつな形をした何かを取り出した。もう訊きかなくてもわかる。飲み会の味み方かた、個別対たい応おう班はんでは何な故ぜかおなじみの生ウコンだ。

　カリっと莉奏奈はそれをかじる。どうしてか、莉奏奈も澄花も生で食べるのだ。生で食べることによる効果は不明である。

「あーあ、なんか私、いつもフォロー役に回ってない？　私だって悩みくらいあるんだけど」

「すみません……。でも、莉奏奈さんには年長者として……」

　瞬しゆん間かん、周囲の気温が下がった。そろそろ六月を迎むかえる日本に冷気が漂ただよう。街がい灯とうだけが頼りの夜の特とつ区くで、勇司は肉にく食しよく獣じゆうを彷ほう彿ふつとさせる眼がん光こうに貫つらぬかれた。

「えっと、聞こえなかったんだけど、もう一回言ってもらってもいいかしら」

「いえ……何でもないです。ごめんなさいもう言いません」

「わかればいいわ」

　殺やられるかと思った。

　ちなみに勇ゆう司じは莉奏奈の年ねん齢れいを知らない。

　澄花の寝ね息いきは落ち着いていて、「最悪の事じ態たい」は回かい避ひできそうだったので、勇司たちはタクシーを呼ぶことにした。いくら澄すみ花かが軽いからといって、さすがにこのまま背負って歩き続けるのは辛つらい。

　十分ほどで澄花のマンションに到とう着ちやくした。莉り奏そ奈なは当然のように澄花の財さい布ふから料金を支払い、車を降りる。

「澄花さん、家に着きましたよ。起きてください」

　頰ほおを軽く叩たたくが、澄花はまだまどろみの中だ。

「おんぶー……」

　目を閉じたまま、澄花はそれだけ言った。仕方なく勇ゆう司じはまた背負う。

「莉奏奈さん、澄花さんの部屋わかりますか？」

「ええ。でもほら、オートロックのマンションだから、一階で暗あん証しよう番号入れないと入れないのよ。起こしてくれる？」

「澄花さん、マンションに入れないんで、ちょっとだけ起きてもらっていいですか？」

　おんぶしたまま揺すってみる。

「……え？　ルシオくん何か言った？」

「名前違いますけど！　マンションの番号ですよ。入れないんです」

　どんな夢見てるんだろう。

「マンションの……？　あー、勇司くんが送り狼おおかみになろうとしてるー」

「違いますよ！　莉奏奈さんもいますからっ」

　さっきまで結けつ構こうマジメな話をしてたから酔よいはさめたと思ったのに。まさか、あれも夢うつつで話していたのだろうか。でもそうだとしたら、それはつまり澄花の本ほん音ねだ。

「莉奏奈ちゃん？　おっきいおっぱいしか見えないんだけど」

「だからそれが莉奏奈さんですよ！」

「いやだわ勇司くん。私のこと、そういうふうにしか見ていなかったのね？」

「だったらグラビアみたいなポーズとるの止めてもらえません!?」

　何だろう、この感情は。ああそうだ、面めん倒どうくさい、だ。おんぶで密みつ着ちやくできる役やく得とくなんてもうどこかに行ってしまった。とにかく早く澄花を部屋に帰して、自分も家に帰ろう。ウコンのドリンクを飲んで寝よう。

「イケナイこと考えてる勇司くんにはぁ……お仕し置おきなのだあっ」

　背中の澄花が勇司の髪かみをぐしゃぐしゃにする。抵てい抗こうしようにも両手が使えない勇司はされるがままだ。

「痛い痛い！　降ろしますよ澄花さん！」

「ダメー。地面に降りたら私死ぬー」

　何だよそれはもう。

　澄花の攻こう撃げきは終わらない。すでに勇司の髪はめちゃくちゃで、寝起きよりもひどい状態になっていた。澄すみ花かの片腕は勇ゆう司じの首に回っているので、ここで勇司が澄花の足を放してしまうと首が絞しまる。

　早く番号を言ってまた寝てくれないかと祈っていると、ふと人ひと影かげが視し界かいに入った。同じマンションの住人だろうか。だとしたら幸さいわいだ。一いつ緒しよに入らせてもらおう。

「あ……その……こんばんは……」

　その人影は特とつ区く高校の制服を着ていて、勇司たちを見るとか細い声をあげた。夜中に騒さわぐ酔よっ払いに怯おびえてしまっているのだろうか。

　街がい灯とうが照らす。

　織おり子こだった。

「あら、こんばんは」

「織子ちゃんだー。グッナーイ」

　澄花は勇司の背中越しに夜の挨あい拶さつ。

「あ、その……どうも……」

　勇司も澄花を背負ったまま会え釈しやくをする。

　どうしてこんな所に織子が。その疑問には自答できる。この辺は住宅街で、いくつものマンションが建ち並んでいる。そのどこかに織子の家があってもおかしくない。だから訊きくべきはもう一つ。どうしてこんな時間に。

　その答えは、織子が何な故ぜか言ってくれた。

「あ、その、私、その、塾じゆくに行ってて、質問してたら遅くなって……。皆さんはお酒飲まれてたんですよね。社会人ですもんね。おんぶするのも普通なんですよね……」

「いや、これは澄花さんが酔っぱらって……」

「織子ちゃーん、助けてー。勇司くんが私と離れたくないってくっついてくるのー」

「あっ、ちょっ、いいからもう黙だまっててくれませんかね！」

　上じよう司しでなければ頭をはたいているところだ。

「あの、私の家、あっちなのでっ……すみませんっ……」

　織子は駆かけ足で勇司の前を通りすぎると、別のマンションの方に行ってしまった。

　せめて言い訳わけさせて欲しい。酒のせいなのだと説明させて欲しい。悪いのは自分でなく澄花なのだと罪つみをなすりつけさせて欲しい。

「遠えん藤どうさん！　お気をつけてっ！」

　戸と惑まどった挙あげ句くに、勇司は普通のことを言った。

　織子の姿すがたが見えなくなって、見計らったかのように澄花がまた眠りについた。

「勇司くん、言ってもいいかしら」

「何でしょう、莉り奏そ奈なさん」

「私、今すっごく面白いんだけど」

　そう言うと思ったよ、もう。







　曜日と月が変わって翌日の六月一日。個別対たい応おう班はんの三人は揃そろって二日酔よいで、水ばかり飲んでいた。

「あのさ、私、赤ワインのあたりから記き憶おくが曖あい昧まいなんだけど」

　と、一番酔っていた澄すみ花かが言う。

「赤ワインって、何なん杯ばい目の赤ワインのことですか？」

　と、気持ち悪くて朝食を食べていない勇ゆう司じが言った。

「そんなに飲んだの？」

「飲んでましたよ。大変だったんですから」

　織おり子こが走って行ってしまってから、なんとか澄花を起こしてマンションに入り、部屋に放り込んだ。着替えや風ふ呂ろは莉り奏そ奈なに任せ、勇司はそこでアパートに帰った。莉奏奈は結局澄花の部屋に泊とまり、朝あさ一いちで家に帰って出社してきたのだった。

　澄花はパソコンで自分のカードの情報を参照しているようで、「うわ、こりゃ確かに飲んだね」と居い酒ざか屋やで払った代金に驚いていた。

「勇司くん、あれから織子ちゃんにはメールしたの？」

　向かいの席で手て鏡かがみを見ながら莉奏奈が言った。

「いえ、それがまだでして……」

「誤ご解かいは早いうちに解いておいた方がいいわよ。織子ちゃん、真まに受けてそうだったから」

　織子の名前が出たことで、澄花が身を乗り出した。

「なになに？　何があったの？」

「全面的に澄花さんのせいですけどね！」

　やっぱり覚えていなかった。記憶にないって、本当にずるい。

　昨日きのうのことが尾をひいている様よう子すはなくて、勇司は少し安心した。

　誰だれもがぐったりしていて、普段の始し業ぎようよりも十五分ほど遅れて業ぎよう務むが始まった。今日きようから六月。新しいノルマに向かって債さい権けん回かい収しゆうをしていくことになる。今月こそ、役に立ってみせる。たくさん取り立ててみせる。

　担当している債権で一番取り立てに進展があるのは穴あな岡おか翔しよう。昨日きのう、翔が何にお金を使ったのか、すべて聞いている。それでカっとなってしまったわけだが、あれは反省。

「勇司くーん、ちょっと」

「はいっ」

　朝一発目で来た。緊きん張ちようの面おも持もちの勇司に、しかし澄花は微笑ほほえむ。

「もう、そんなに怯おびえないでよ。ミスじゃないから。穴岡さんのこと、教えてよ。私も一いつ緒しよに面めん談だんしたんだし、あの歳としで30万の現金を何に使ったか、知っておきたいの」

　きっと、これから若い債さい務む者しやに出会った時のために、参考として知りたいのだろう。同じように莉り奏そ奈なも関心を示した。

　勇ゆう司じは、翔しようから聞いた現金の使い道を話した。

　翔には今年の三月に知り合い、友人となった女性がいる。恋人関係にまでは発展していないが、付き合いは今でも続いているという。

　何回か遊びに行った後、女性は翔に打ち明ける。女性の母親が病気で入院し、医い療りよう費ひが高額になるらしい。母親がよくなったら必ず返すから、お金を貸してくれないかと。

「はあ？　騙だまされてるじゃんそれ」

　声を裏返して澄すみ花か。それが普通の反応だと思う。

「だから僕もそう言ったんですよ」

　そして、翔は自分の貯ちよ金きんからお金を貸してしまう。女性からの要求はエスカレートし、返へん済さいもないまま、またお金を貸してと言われる。翔は貯金とアルバイト代から捻ねん出しゆつしていたが、ついに底がつく。それでも現金を用意しなければいけない。そこで目に入ったのがＫＴカードだった。しかしキャッシング枠わくが付ふ与よされていないので、お金は借りられない。翔はインターネットで調べて、ショッピング枠を使って現金を作る方法を実じつ践せんした。

　かなりの額を渡しているが、女性からの返済はない。当然のように、カードの決けつ済さい日びまでに用意できず、延えん滞たいした。

「じゃあ、昨日きのうもらった給きゆう料りようも？」

「はい。その女性に渡してしまったそうです」

「……ダメじゃん」

　その一言に尽きる。

「貢みついでるのね。そういう男がいるから、調子に乗る女が出てくるのよ。ま、貢いでる間、男は幸せなんでしょうけど」

「…………」

「…………」

　莉奏奈に集まる視線。

「何よ二人とも」

「いや別に？　ねえ勇司くん」

「はい、澄花さん」

　澄花と心が通じ合った瞬しゆん間かんだった。

「うーん、そんな理由でウチのカード使われたら、そりゃ勇司くんも怒るよね。でもこれは難しいね。その女の人からお金は返ってこないだろうし」

「それどころか、穴あな岡おかさんのお金が尽きたと知ったら、連れん絡らくを断たってさよならの可能性だってあるわ」

　もちろん、その女性が言っていることが本当で、ちゃんと後からお金が返ってくる期待だってある。だけど、あまりにもその可能性は低すぎる。

「まずは、穴あな岡おかさんに騙だまされてるって気づいてもらうことからかな」

　長い髪かみの毛先をいじりながら、澄すみ花かが言った。

「でも騙されている人って、なかなか認めないんですよ。心の底では騙されてるのかもしれないって思っていても、『自分が騙されたはずがない』って気持ちがあるんで。認めたくないんですよね」

「……とんでもない説せつ得とく力だね」

　自分でも言いながらヘコんできた。実際、被ひ害がい総額としては翔しようよりもひどく、文字通りの桁けた違ちがいである。

　翔の事情はわかった。後はどうやって取り立てるか。

　織おり子この時とは状況が逆だと思った。織子は返へん済さい意思はあったが、収入がなかった。だからアルバイトを一いつ緒しよに探し、返済に協力した。

　対して、翔はアルバイトをしていて収入がある。しかし、返済よりも女性への送金を優先してしまう。翔に必要なのは、「返済をしなくてはいけない」と思わせること。そして、騙されていると気づかせること。そうでないと、翔はいつまでも女性にお金を貢みつぎ続けるだろう。

　いっそのこと、自分が詐さ欺ぎ被ひ害がい者しやであることを告こく白はくしてしまおうか。そうしたら勇司の言葉には重みが増し、翔の心に届くかもしれない。いやでもそれをしてしまうと、最悪の場合「ＫＴカードはそんな人間を雇やとっているのか」と会社の評ひよう判ばんにも影えい響きようするかもしれない。考えすぎかもしれないが、噂うわさなんてインターネットでいくらでも広まる時代だし。

　その時、莉り奏そ奈なが小さく手をあげた。

「私から提案いいかしら。女に貢いだなんて理由で延えん滞たいする債さい務む者しやなんて容よう赦しやする必要ないわ。まずはすぐにカードを強制解かい約やくして、一いつ括かつ返済だけ迫せまりなさい。約束を守らなければすぐに電話。しつこいくらいにやりなさい」

「でも、電話なんて着ちやく信しん拒否されたらそれで終わりですし……」

「じゃあ家に行きなさい。彼は特とつ区く大学の学生でしょ？　卒そつ業ぎようするまでは特区にいなければいけないわ。逃げられないのよ。彼が根負けして親に泣きつくまで何度でも訪問するの。支払いを遅れるっていうのがどれだけ悪いことか、思い知らせてあげなさい」

「法ほう律りつの範はん囲い内で、ですよね」

「もちろんよ」

　莉奏奈の意見は、騙されているであろう翔の状況を一切考こう慮りよしないというものだ。「返済をしよう」と思わせるのではなく、「払うからもう勘かん弁べんしてくれ」と思わせるのである。

　昨夜の話を思い出す。最終的には裁さい判ばんをするという選せん択たく肢しもある。そこまで行けば確実に親が出てくる。だって、息子むすこが「被ひ告こく」になってしまうのだから。余よ裕ゆうがなくても30万を工く面めんするだろう。

　そこに反論したのが澄すみ花かだった。

「ちょっと待って。私は反対。さっきも言ったけど、まずは騙だまされてることに気づいてもらうべきよ。そうじゃないと、穴あな岡おかさんはまた同じ間違いを犯すかもしれないじゃない」

「ウチのカードさえ使わなければ、勝かつ手てにやってればいいわ。だいたい、貢みつぐ男っていうのは何回騙されても貢ぎ続けるものなのよ」

　ばっさりと莉り奏そ奈な。

「んもう、そんなこと言っちゃダメだよ。穴岡さんはお客様で、救ってあげなきゃいけないんだから」

　取り立ては救きゆう済さいと考える澄花の意見は、やはり翔しようのことを考えてのものだ。

　二人の意見が割れてしまった。そうなれば当然、決定権は担当の勇ゆう司じにある。勇司を見つめる美人の上じよう司しと美人の先せん輩ぱい。

「さあ、私と澄花、どっちを取るの？」

　誤ご解かいを生む言い方である。外で誰だれかが聞いていないことを願うばかりだ。

「莉奏奈ちゃんには行かないよねー。だって勇司くんはー、私のこと尊そん敬けいしてるんだもんねー」

「その言い方は勘かん弁べんしてください……」

　時間をくださいと言って、勇司は翔の資料を見直す。何度も見ているので新たな情報が出てくることはないのだが、こうしていた方が考えがまとまる気がした。

　勤めている会社が倒とう産さんし、失しつ業ぎよう保険も切れ、生活費が足りなくてカードを使った。自分が社長を務つとめる会社の運営資金のためにカードを使った。体調を崩くずして長期間入院し、その間は給きゆう料りようが貰もらえず、しかも入院費がかかり、やむなくカードを使った。勇司が担当している債務者の中で、延えん滞たい理由が判はん明めいしている人はこんな理由だ。

　女性のために現金を用意する必要があり、カードを使って換金した。

　翔の理由は、その誰よりも自分勝かつ手てなものだ。そして延滞してもなお、返済よりもその女性を優先させている。

「決まった？」

「あの……どちらかというと、莉奏奈さんの意見を……」

「あら、嬉うれしいわ」

　容よう赦しやをする、しない。決めなければいけないのなら、やはり後こう者しやだ。

「やっぱり！　昨日きのうのこと根に持ってるんでしょ！　私はいちいちうるさく言うから嫌いやなんでしょっ」

「いえ、そうじゃなくてですね……」

　勇司は自分の考えを伝える。確かに方針としては、莉奏奈の言う厳きびしい取り立てが必要だと思う。何な故ぜなら、翔しようには「まだ大だい丈じよう夫ぶ」という延えん滞たいを甘く見ている部分がある。延滞するというのはどういうことなのか、誠意を見せないとどうなるのか。それを知ることによって、まだ若い翔に金きん銭せん感覚を改めてもらい、結果として再発防止に繫つなげたいと。

　ずるいようだが、二人の意見をどちらも取り入れたつもりだ。

「言ってることは間違ってないけど……。一つ、忘れてることない？」

「え？　何ですか？」

「その厳きびしい取り立てっていうのが、君にできるのかってこと」

「……あ」

　勇ゆう司じの時間が止まった。澄すみ花かが「ふう」と息をつく。澄花は勇司に厳しい取り立てが向かないと思って、さっきの案を提示してくれたのだろうか。

　失礼だが、あるいは莉り奏そ奈ななら、勇司が想そう像ぞうもつかないような、それでいて法ほう律りつギリギリの取り立てができるのだろう。今さらのことではあるが、この人はＳだ。ドのつくＳだ。

　でも、向くとか向かないで決めてしまっていいものか。翔のためになるなら、回かい収しゆうに繫がるなら、心を鬼おににしてやらなければいけないのではないだろうか。

　そんなことを考えていると、ふと勇司に笑えみがこぼれた。

　おかしな話だ。噓うそをついて、約束を破り、返へん済さい意思のない穴あな岡おか翔という債さい務む者しや。昨日きのうは受話器を叩たたきつけるくらい憎にくかったのに、今は翔の将来のことまで考えて取り立てをしようと頭を悩ませている。

　いや、おかしくはないか。

　だって、自分はプロなんだから。

「どう？　できるっていうなら、止めないよ」

　こういう時の澄花は挑ちよう発はつ的で、思わず乗りたくなってしまうのだ。

「やります。やってみせます」

「信じるよ？　いい？」

「はい。信じてください。大だい丈じよう夫ぶです」

「クレジット」は「信用」という意味。自分が働くここは信用取とり引ひきの世界。澄花は自分を信じてくれる。だから今度こそ、期待に応こたえよう。

「じゃあ穴岡さんの件はこれでいこうか、後は君に任せるよ。っと、内線だ。はい。管理課の三みつ井いです」

　内線に出た澄花は、一度ちらりと勇司を見た。自分が担当している債務者からだろうか。転送に備えていると、澄花は電話を切ってしまった。

「どこからですか？」

「総そう務むから。穴岡さんが来社してるって。第一応おう接せつ室しつに通してあるから、対応してくださいってさ」

「穴あな岡おかさんが？」

　驚きを隠かくせない。昨日きのうまで電話で話していて、返へん済さいに応じなかったのに、今日きようになってわざわざ会社に来るなんて。

　やっぱり延えん滞たいはよくないと思い直して、親に言って金を出してもらったとか。どうにも考えにくいけど。

「気持ちはわかるけど、悩んでいても仕方ないよ。待たせちゃ悪いし、まずは応おう接せつ室しつに行こう。私も行くから」

「あ、はい」

　筆ひつ記き用具と電でん卓たくだけ持って、勇ゆう司じは澄すみ花かと共に応接室に向かった。

　ノックをして、応接室に入る。

「お待たせしまし……」

　勇司の声が途と切ぎれる。

　来社した客は、腰かけていたソファから立ち上がると、ゆっくりと一礼した。

「お忙しいところ申もうし訳わけございません。……穴岡です」

　そこにいたのは、いつか勇司と澄花の取り立てにダメ出しした、あの少女だった。
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　六月二日、金曜日、午後四時。勇ゆう司じは最初に面めん談だんをした大学近くの喫きつ茶さ店てんで翔しようと二回目となる面談をしていた。隅すみの席を選び、周囲に聞こえないように声の大きさに気をつける。ちなみに澄すみ花かはおらず、勇司一人だ。

　一昨日おとといの約束を破ったことを理由に面談を取りつけた。翔は初め面談を断ったが、それなら家まで回かい収しゆうに行くと言うと、この喫茶店を指定してきた。翔の住所は分ぶん譲じようマンションで、家族で住んでいることは明白だ。翔だって、家に借しやつ金きん取とりが来たらたまったものではないだろう。おそらくは、親に内ない緒しよの延えん滞たいなのだから。

「ご事情は先日お電話でお話し頂きましたので、わかっております。しかし、それは当社へ返へん済さいをしない理由にはなりません。わかりますか？」

「だから話したじゃないですか。彼女は今大変で、どうしてもお金が必要なんです」

「確か、お母かあ様さまが病気、でしたよね」

「はい。菱ひし見みさんは、人の命よりもお金が大事だって言うんですか？」

「当然、命です。……ですが、穴あな岡おか様の話を聞くに、その女性の仰おつしやっていることの信しん憑ぴよう性があまりにも低いです」

　そこで翔は激げつ昂こうする。立ち上がりこそしないが、身を乗り出して勇司を睨にらんだ。せっかく勇司は声に気をつけていたのに、台だい無なしだ。

「どうして菱見さんにわかるんですか！　彼女に会ってもいないのに！　僕が彼女に渡す分のお金をＫＴカードに返済して、彼女は医い療りよう費ひが払えなくて母親が死んだら、責任取れるんですか？」

　極きよく論ろんだ。だいたい、医療費だって分ぶん割かつ払いはできる。

「当社で責任は取れません。穴岡様のご友人のお母様となれば、当社とまったく無関係の方ですから」

「……鬼おにみたいな人ですね」

　そんな皮ひ肉にくなど聞く耳は持たない。今は翔の言う通り、鬼になる時間。冷静で冷れい徹てつな取り立て担当でいなければならない。

「ではお伺うかがいしますが、そのお母様が通っている、または入院している病院はどこですか？」

　瞬しゆん間かん、翔の目が逸それる。態度が一変し、途と端たんに弱気になる。

「……知りません」

「お母様はどのようなご病気なんですか？　合計でいくらかかりそうなんですか？」

「……知りません」

「医い療りよう費ひを肩かた代がわりしている穴あな岡おか様に対して、病院も病状の説明もないのですか。随ずい分ぶんと薄い関係なんですね。ああ、女性の方でそこまで設定を用意していないんですね」

　こんなに嫌いや味みったらしく人にものを言うのは初めてなのではないか。心がちくりと痛んだが、続行だ。翔しように「嫌な借しやつ金きん取とり」だと思われなければいけない。

「設定って！　まだ言うんですかあなたは！」

「はい。……穴岡様、すでに気づいているのではないですか？　女性があなたを騙だましてお金を受け取っていることに。認めたくないだけではないんですか？」

「そんなことありません！　彼女の言っていることは本当で、僕は彼女のために……」

　翔は言葉を詰まらせる。二つの感情がせめぎ合っているのが見て取れる。騙されていると認めてしまいたい気持ちと、認めたくない気持ち。翔は、必死に自分を肯こう定ていしようとしている。

　勇ゆう司じは露ろ骨こつに嘆たん息そくした。

「まあ、色々とお聞きしてしまいましたが、その真しん偽ぎは当社には関係ありません。穴岡様が返へん済さいさえして頂ければ終わる話ですから」

「だから来月のバイト代で返すって言ったじゃないですか」

「信用できません。現に、穴岡様は一昨日おとといの約束を守っておりません。すぐにご用意ください。規き約やく違反の換かん金きんをしていることもあり、もう猶ゆう予よできません」

「無いものは払えませんよ。延えん滞たいっていってもまだ一ヶ月も経たってないじゃないですか。そんなに待てないんですか？　あなたの会社は」

　開き直り始めた。またも勇司の腹の奥でグツグツいい始めたが、ここでキレては何にもならないし、ＫＴカードの信用にも影えい響きようする。抑おさえろ。もう少しだ。

「一日でも遅れたら延滞です。カードというのは期日を守ることを前提にお使い頂いているものですから、まだ一ヶ月という認にん識しきは改めてください」

「…………。そうですか。でも他に収入はないんです。なんだったら、通帳の残ざん高だかを見せてもいいですよ。お金ないですから」

　完全に開き直ってしまった翔。こうなると、カードを強制解かい約やくすると言っても「勝かつ手てにどうぞ」と返ってくるだろう。

「……わかりました。それでは、このような交こう渉しようでは回かい収しゆう不可と判はん断だん致しましたので、別の方法での回収を検けん討とうさせて頂くことになります」

　翔の眉まゆがぴくりと動いた。

「別って何ですか。ヤクザでも呼ぶんですか？」

「いえいえ。当社はそのようなことはしませんよ。別というのは……」

　その時、翔が何かに気づいてズボンのポケットに手をやった。携けい帯たい電話に着ちやく信しんがあったようだ。勇司は「どうぞ」と促うながす。翔は電話に出るために席を外した。

　コップの水を流し込む。

　悪役になった気分だ。実際、翔しようからしたら悪者なんだろうけど。実はずっと心しん臓ぞうが高たか鳴なっている。澄すみ花かがいない不安と、相手にプレッシャーをかけるような、決して引かない強気の交こう渉しようが上う手まくできるか。怖こわくて仕方なかった。

　ちゃんとできていただろうか。それを審しん査さしてくれる澄花も莉り奏そ奈なもいない。

　それにしても、すごいタイミングで電話が来たな。

　すると、乱暴な足音が勇ゆう司じに迫って来た。目をそちらにやると、血けつ相そうを変えた翔が戻ってくるところだった。

　顔は真まっ赤かで、怒りに震える手をテーブルに叩たたきつける。

「舞まい瑠るに何をした！」

　店内に響ひびく怒ど声せい。小さく女性の悲鳴が聞こえた。

「失礼ですが、舞瑠様というのはどなたでしょうか」

　正直、勇司の心は怒りの形ぎよう相そうの翔にかなりびびっているのだが、絶対に表おもてに出してはいけない。顔に出やすい自分の欠点を、今だけは強ごう引いんに封ふう印いんする。

「しらばっくれるな！　舞瑠が……妹が電話で言ったんだ！　僕の借しやつ金きんを返すために働かないといけなくなったって！　変な店に連れていかれたって！」

「当社が保ほ証しよう人でもない方に穴あな岡おか様の債さい務むの返へん済さいを要求することはありません。失礼ですが、当社以外の業ぎよう者しやからも借かり入いれなどをされているんですか？」

「してない！　だからあんたに言ってるんだ！　ふざけんなよっ！　金返せなくなったら、人の妹にまで手を出すのかよ！」

「先ほどから、当社は違うと申し上げておりますが」

「ああそうか。もういい！　僕は舞瑠を探す。すぐにあんたの会社を訴うつたえてやるからな！」

　そう言い残して、翔は店を出ていった。乱暴な仕し草ぐさに店員も怯おびえてしまっている。最初はおとなしそうな印いん象しようを受けた翔だったが、沸ふつ点てんが低く、怒ると怖いことがわかった。その片へん鱗りんは垣間かいま見みえてはいたけど。

　勇司は立ち上がり、周囲の客に向けて頭を下げる。

「お騒さわがせしてしまって申もうし訳わけございません。あ、コーヒー一いつ杯ぱい頂けますか？」
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　話は昨日きのう、六月一日に遡さかのぼる。

　てっきり翔が来社したものとばかり思っていた勇司は、応おう接せつ室にいたのが少女だったことに驚き、部屋を間違えたのかと思ったがさらに少女が穴岡と名乗ったことにも驚いた。コンボだ。隣となりを見ると、澄花もコンボを喰らっていた。

「あの、すみません、穴あな岡おか様……でいらっしゃいますよね」

「はい。穴岡舞まい瑠ると申します。穴岡翔しようの妹です」

　妹。その言葉を理解するのに勇ゆう司じは時間を要した。別に翔に妹がいたって不自然でもなんでもない。でもこの妹を自じ称しようする少女は、翔に厳きびしい取り立てをするように勇司に言ってきたんだぞ。兄にそんなことする妹が世の中にいるというのか。

「とりあえず、座って話しましょ」

「あ、はい」

　澄すみ花かの言葉で、三人が立っているという状況に気づく。舞瑠を座るように促うながして、勇司と澄花も柔らかいソファに腰掛ける。

「念のため、身み分ぶん証明書を見せて頂けないでしょうか」

　澄花が言うと、舞瑠は特とつ区く大学の学がく生せい証しようを提てい示じした。一年生だ。ちゃんと名前は「穴岡舞瑠」で、翔の妹であることは間違いない。

「この度たびは、どのようなご用件で当社にお越し頂いたのでしょうか」

　と訊きいてみたものの、翔のことについてなのは間違いない。

「兄がカードの支払いを延えん滞たいしていることについてなのですが……」

　喫きつ茶さ店てんでダメ出しした時や、電話をかけてきた時とは違い、舞瑠の態度は静かなもので、きっとこっちが本当の姿すがたなのではないかと思った。

　舞瑠は翔がカードを使って延滞していることを知っている。何な故ぜだと思ったが、すぐに喫茶店での面めん談だんを聞かれていたことに思い至った。

　延滞を知っていたとしても、本ほん人にんのいないこの場で話をすることはできない。

「申もうし訳わけございません。返へん済さいの相談につきましては、ご本人様でないと……」

　勇司の言葉を遮さえぎったのは澄花。

「菱ひし見みくん、一応聞きましょう。舞瑠様はすでに知っているようだし。続けてください」

　舞瑠はこくりと頷うなずき、言葉を継いだ。

「実は私が、兄が延滞するようにカードを使わせたんです」

　勇司、澄花は共に言葉を失う。舞瑠が言ったことを咀そ嚼しやくするのに時間がかかったからだ。

　カードを使わせた。翔がカードを使ったのは友人である女性に現金を渡すためだ。いやしかし、舞瑠も妹だが女性といえば女性だ。

　妹に貢みつぐ兄。そんなのいるわけ……。

　否定しようとした勇司だが、ある一人の残念な兄の姿すがたが浮かんできて、否定できなくなってしまった。妹に貢ぐ兄、うん、あり得る。

　勇司より先に澄花が口を開いた。

「すみません。話が見えないのですが。舞瑠様が、翔様にカードの利用を強要した、ということでしょうか」

　舞まい瑠るは首を横に振る。

「強要ではないんです。……私は兄の性格に問題があると思って、それを治なおそうとしているんです」

　いよいよ話が見えなくなってきた。どういうことだ。ちらりと隣となりの澄すみ花かを見ると、澄花も困こん惑わくしているようだった。

「差し支えなければ、お話し頂けますでしょうか」

「はい……。兄は、なんというか、いい人なんです」

　いきなりの身内自じ慢まんだった。

　おそらくは訝いぶかしげな表情をしていたであろう勇ゆう司じ。舞瑠は「そうじゃなくて」と付け加える。

「『いい人でありたい』という気持ちが強いんです。それが変化して、『人に嫌きらわれたくない』と思うようになっていて……」

　誰だれだって、人に嫌われたくないという感情を持つのは当たり前なのではないだろうか。自分だって例外ではない。

　どこがカードの延えん滞たいと繫つながってくるのかわからないが、勇司は舞瑠の話を聞く。

　高校生の時の翔しようは、おとなしい、地じ味みな性格だったらしい。ゲームやマンガが好きで、同じような趣しゆ味みの友人たちと仲良く過ごしていた。

　しかし大学に進学して、アルバイトを始めたあたりから、舞瑠は翔のお金の使い方に疑問を覚えるようになった。今まではお小こ遣づかいだったが、アルバイト代が貰もらえるようになったせいで自由にできるお金が増える。

「そのお金を、兄は自分にではなく誰かのために使っているみたいなんです」

「誰かの……？」

　恋人でもできたのだろうか。が、舞瑠がすぐに否定する。

「特定の人にではなく、友達とか、バイト先の人に奢おごったり、バイト先にたくさん差し入れをしたり、そういうお金の使い方をしてるんです。それに、人に貸すこともあるみたいで……」

　奢るのも、お金の貸し借りも、決して悪いことではない。だけど、自分の経済力に見合った範はん囲いでするのが原則だ。

　とは言っても、翔がそれでいいと思っているなら止めようがない。翔が自分で稼かせいだお金をどう使おうと、他人が口出しできるようなものじゃない。

　それから二年が過ぎ、翔は三年になり舞瑠も大学に入学する。その頃には翔の状態はエスカレートしていて、もはや何のためにアルバイトをしているかわからないような状態だった。

「もう奢るためにバイトしているみたいなものなんです。ほとんど自分の物は買わないで、人に使ってばっかりで……」

　どうして舞瑠がそれを知ったかというと、友達が翔と同じところでアルバイトをしているからだそうだ。最初はよく奢ってくれるいい先せん輩ぱいだったけれど、それが過か剰じようであることに気づき、舞まい瑠るに言ったのだという。

　澄すみ花かが息をついた。

「その行動の根こん底ていにあるのは、嫌きらわれたくない……ですか」

　舞瑠は無言で頷うなずく。

「兄はお金を使って、人の好意を繫つなぎ止めているんです」

　普通に考えて、よほど恩おん着きせがましいことを言われなければ、奢おごってくれる人に嫌けん悪お感かんを抱いだく人はいない。「いい人だな」って思う。お金に困っている時、貸してもらうことができたなら、「いい人だな」って思う。

　嫌われたくない。いい人だと思われたい。そんな人として当然の感情を、普段の振る舞いやコミュニケーションではなく、お金という形で解決しようとしている。それが穴あな岡おか翔しようという債さい務む者しやだった。

　澄花は一度座り直した。

「なるほど……。翔様の気持ちもわからなくはないですが、物事には限度がありますもんね」

「はい……」

「それで、翔様のお金の使い方を矯きよう正せいするために、私たちを利用しようとした、ですか」

「え？」

　勇ゆう司じの声が漏もれる。

「私が何度兄に言っても、兄は聞かないんです。『自分のお金なんだから、何に使ったっていいだろ』って」

　舞瑠が心配しているのは、翔のこれからのこと。

　大学を卒そつ業ぎようして就しゆう職しよくをしたら、今よりも収入は増える。独身であれば、そのほとんどが自由なお金だ。でも、今のままのお金の使い方をしていたら、貯ちよ金きんもできないし、やがて収支がマイナスになって、どこからか借りるようなことになってしまうのではないかと。

「社会に出れば人付き合いも増えますから、翔様の性格を利用して騙だましてやろうとする人が近づいてきてもおかしくありませんしね」

「そうなんです。もし兄が詐さ欺ぎにでも遭あったら……」

　翔だけの問題では済まされない、舞瑠、そして家族にまで被ひ害がいは及びかねない。

　耳が痛かった。勇司にとって『詐欺』はトラウマワードだ。

　澄花は、もう大半を察しているようだった。

「菱ひし見みくんはまだ見えてないみたいだね。舞瑠様は、わざと翔様のカードを延えん滞たいさせて、私たちの取り立てを受けることによって、翔様の金きん銭せん感覚を治なおそうと考えた。そうですね？」

「……はい」

　カードの延滞は、舞瑠によるもの。ということは、翔が貢みついでいるという女性は……。

「ちょっと待ってください。舞瑠様、私は翔様からお金を女性に渡していると聞いています。その女性というのも、舞まい瑠る様がすべて……」

「はい。兄が貢みついでいるのは私の友達です」

　舞瑠はかなり無む理りを言って、友人にその役をお願いしたのだそうだ。絵え美みというその友人も、言えば疑うこともせずお金を渡してくれる翔しようが段々と心配になってきているという。翔は、絵美に嫌きらわれたくない一心でお金を工く面めんしているのだろう。そこに下した心ごころが混じっているかはわからないが。

　舞瑠の行動が繫つながる。

　勇ゆう司じたちは業ぎよう者しやの人間。取り立てのプロ。そこから取り立てを受ければ、いかにお金が大切なものか身をもって知るだろうと舞瑠は考えた。そして様よう子すを窺うかがうために、勇司たちの近くの席に潜ひそんで、翔が取り立てを受けるところを見ていた。

「兄が怖こわがるくらいのことをすると思ったんです。でも、来たのは女の人と、ひ弱そうな男の人で……」

　そのひ弱そうな男の人が目の前にいるのを忘れてはいやしないか。澄すみ花かは笑いを堪こらえているし。悪かったな。どうせ弱いよ。

「私たちの取り立てが生ぬるいと思われたんですね」

　翔が帰った後につっかかって来たのは、そのせいか。その後の電話も。

　ここで舞瑠に取り立てに関する法ほう律りつを説明しても意味はないだろう。ただ、勇司たちはこれからも翔が怖がるような暴力的、あるいは威い圧あつ的な取り立てをすることはない。

「そうです。あなたたちがちゃんと取り立てをしないから、兄はこの前のバイト代も絵美ちゃんに渡しちゃったんです」

「あの、そのお金というのは、どちらに？」

「全部とってあります。兄が自分の金きん銭せん感覚を見直したら、全部話して返すつもりなんです」

　ということは、返へん済さいするだけのお金はどこかに消えずにあるということか。

　一つ感想を言わせてもらえば、何という荒あら療りよう治じ。翔のお金の使い方が将来的に危ないというのはわかる。しかし、それをどうにかしようと考えた舞瑠の方法がとんでもない。今さらではあるが、もっと他の方法があったのではないかとも思う。

　カード延滞には、それに見合った代だい償しようがある。たとえ翔のためを思ってのことでも、延滞はまずい。

　澄花は首を振って、髪かみを後ろにやった。

「それで、舞瑠様は翔様の延滞の真しん相そうを私たちに教えて、どうされるつもりでしょうか。暴力的な取り立てをするよう、私たちに直じか談だん判ぱんしに来たのでしょうか」

　恥はずかしながら、勇司はこの本題を忘れていた。どうして今日きよう、舞瑠がＫＴカードを訪れたのか。勇司たちに翔の延滞の真相を語ったのか。

　すると舞瑠は肩を落として視線を下へ。

「どうしようか……わからなくなっちゃったんです。もしかしたら私、大変なことをしてしまったのかって……」

　昨日きのう、舞まい瑠るはこれからどうしようか絵え美みと話し合ったのだという。

　絵美は自分の役目に罪ざい悪あく感かんを持ちながらも、舞瑠のため、翔しようのためと思って貢みつがせる女を演じてきた。そしてふと、このまま翔の延えん滞たいが続いたらどうなってしまうのか気になり、絵美なりに調べたらしい。

　そこで出てきたのが、信用情報機き関かん。カードの延滞情報はそこに登録され、他のカード会社や銀行などの金きん融ゆう機関、消しよう費ひ者しや金きん融ゆうもその情報を参照することができる。人の取とり引ひき状態や延滞履り歴れきを知ることで、貸したお金が返ってこなくなる危険性、「貸し倒れリスク」を軽減するための機関。

　翔の延滞が長期に渡り、「重大な延滞」があったと登録されてしまうと、今後の社会生活に大きく影えい響きようを与えることになる。例えば翔が車を買うためにローンを組もうとする。しかし、申しん請せいが通らない。ローンが組めない。過去に重大な延滞をした人に、銀行はお金を貸そうと判はん断だんするだろうか。またこの人は返さないのではないか。そう思われる可能性がある。

　舞瑠は絵美からそのことを聞き、冷ひや汗あせを流すことになる。翔のためを思ってやったことが、逆に翔の首を絞しめることになるのではないかと。

　そして、ここを訪おとずれた。プロにどうすればいいか相談するために。

　答えたのは澄すみ花かだった。

「舞瑠様の判断は正しかったといえます。このまま翔様の延滞が続いていれば、信用状態に大きな傷きずがつくことになったでしょう。ですが、翔様の延滞はまだ一ヶ月も経過していません。すぐに返へん済さいがあれば、重大な延滞とはなりません」

　ちなみに延滞が登録されると、完済をしても五年は記録が消えない。

　舞瑠は安あん堵どしたように口の端はを緩めた。

「じゃあ、すぐにお金を返せば、大だい丈じよう夫ぶなんですね？」

「ええ。ですが、翔様が何も知らない状態で舞瑠様から返済を受けるわけにはいきません」

「あ……そうですよね」

　舞瑠は傍かたわらにおいたバッグから取り出そうとしていた封ふう筒とうをしまった。どうやら現金を持ってきていたようだ。

「翔様と連れん絡らくをとらなければいけませんし、今日きようはお帰り頂いてもよろしいでしょうか。近いうちに当社から連絡を差し上げます」

　澄花と勇ゆう司じは名めい刺しを舞瑠に渡し、舞瑠の携けい帯たい番号を聞いた。

　応おう接せつ室を出て、エレベーター前まで舞瑠を送る。

　エレベーターを待っていると、舞瑠が「あの」とどこかよそよそしく口を開いた。

「はい」

「怒ったりして、すみませんでした。よろしくお願いします」

　深く頭を下げて、舞まい瑠るは降りていった。

「ふう……」

　どっと肩の力が抜ける。時間にして二十分くらいだったが、濃こい内容だった。まさかまさかとはこのことか。

「勇ゆう司じくんは、舞瑠ちゃんみたいなツンデレが好み？」

「そんなこと考えてたんですか」

「あ、呆あきれたでしょ。っていうか、私もこの事じ態たいに頭が追いついてないんだけど」

　さすがの澄すみ花かもまだ整理ができていないようだ。

　個別対たい応おう班はんの部屋に戻ると、莉り奏そ奈なは化け粧しようを直していた。二日酔よいのせいで朝はノリが悪かったらしい。

「堂どう々どうとサボってるし」

「やあね。休きゆう憩けいよ休憩。どうだったの？　お金持ってきてくれた？」

「いえ、それがですね……」

　さっきのことを簡単に莉奏奈に話す。誰だれもが驚く舞瑠の考えた荒あら療りよう治じに、莉奏奈も「へえ」と声を漏もらしたが、やがてこう結けつ論ろんづけた。

「重度の『嫌きらわれたくない病』の兄と、重度のブラコンの妹が作りあげた延えん滞たい劇げきね。茶ちや番ばんだわ」

　歯に着せる衣きぬを持ち合せていない美人、斎さい田た莉奏奈。ＳスーパーＴ定時Ｇ帰りの使い手であり、Ｅカップの勇司の先せん輩ぱいである。

「ブラコンって……」

「どう考えてもブラコンじゃない。ダメ兄のためにここまでする？　普通」

　そう言われてしまえば反論の言葉はない。敢あえて舞瑠をフォローするなら、もし翔しようが詐さ欺ぎに遭あってしまった時に自分に被ひ害がいが及ぶのが嫌いやだからと言えるが、まあブラコンだ。一人っ子の勇司でもなんとなくわかる。

「私はしないね、絶対」

　違った意味でのダメ兄を持つ澄花は断言。でしょうね、としか思うことがない。

「でも、そんなお金の使い方って、やっぱり変ですよね」

　勇司は一般的なことを言ったつもりだったが、すぐに莉奏奈に否定される。

「そうでもないわ。自分に自信のない人間っていうのは、お金に頼りがちになるものよ。だって、お金が嫌われることなんて絶対にないもの。きっと、同じような人は世の中にたくさんいるでしょうね」

「私も同感。でも、ないお金をばら撒まくのはやっちゃいけないことだよ」

　自信、か。翔は何かのきっかけで自信を失ってしまったのだろうか。

「で、どうするの？　お金はあるんでしょ？」

　化け粧しよう道具をしまいながら莉り奏そ奈なは言った。

「うん。だから、穴あな岡おかさん……名みよう字じだと面めん倒どうだね。翔しようさんと舞まい瑠るちゃん、それに絵え美みちゃんも交えて話し合いの場をもって、ネタばらしをして、その後にウチに返へん済さいしてもらうのが早いかなって思うの」

「そうね。延えん滞たい解消は早いに越したことはないから、すぐにでもそうしてもらうべきだわ」

「…………」

　二人の会話を聞きながら、勇ゆう司じは考えていた。

　果たしてこれでいいのだろうか、と。

　確かに、それでお金は返ってくる。勇司の回かい収しゆう実績になる。六月は好こうスタートだ。澄すみ花かへの借しやつ金きんも減る。返済さえしてもらえれば、ネタばらしをされた翔がどういう反応をするかなんてＫＴカードとしては関係ない。その場で換かん金きんを理由にカードを強制解かい約やくしてしまえば、翔がまたＫＴカードを使って延滞をすることはなく、勇司たちとの関わりは消える。

　結果だけ見れば、それでいい。何の問題もない。

「勇司くん、どしたの？」

「これで終わっていいのかなって、思うんです」

「んー……。まあ、朝に翔さんには厳きびしく取り立てをしようって決めたけどさ、どんでん返しがあったわけだしね。お金はあるってわかったし、病気のお母かあさんもいないし、強いて言うなら、あそこの兄きよう妹だいの仲がどうなるかってところかな」

「それはそうなんですけど、舞瑠さんの目的だった『翔さんの金きん銭せん感覚を直す』っていうのが果たされなくないですか？」

　舞瑠は、翔にお金に対する認にん識しきを改めてほしかった。そのためには、取り立てという「痛い目」に遭あわせる必要があった。

「そうかな。妹が自分のためにここまでやったってわかれば、翔さんも考え直すんじゃない？」

　澄花の言うことは間違っていない。実際、そうかもしれない。だけど……。

「逆に考えてみてください。舞瑠さんがここまでしないといけないくらい、翔さんの『嫌きらわれたくない病』は重じゆう症しようなんです。何があったか知りませんけど、この程度で治るとは思えないですよ」

　担当をしていて、一番長く翔と話している勇司だからこそわかる。換金にまで手を出したこと、何の迷いもなくＫＴカードの返済を後回しにしたこと、そして債さい権けん者しやである勇司に対する態度。

「嫌われたくない」だけではない。翔は誰だれかのためにお金を使う自分が正しいと、信じて疑っていない。

　舞瑠の望んだ結果のためには、これでは足りないのだ。

「じゃあどうするの？　担当の勇司くん」

「……一つ、僕の考えを聞いてくれますか？　それで賛成してくれるなら、協力して欲しいんです」

　その言葉に澄すみ花かは目を輝かせる。小さい頃、満点のテストを見せた時の母親のように。

「ほうほう。オーケー、聞きましょう」

　澄花、莉り奏そ奈なに勇ゆう司じは自分の取り立てを話した。

「こんな感じで、回かい収しゆうできたらと思うんです」

　やがて終えると、澄花は「あっれー」と眉み間けんに指をあてる。

「おっかしいなー……。私、こんなふうに君を育てた覚えはないんだけど」

　しかし澄花はどこか嬉うれしそうだ。

「あら、いいじゃない。こういうの好きよ、私」

　莉奏奈ならそう言ってくれると信じていた。だって、莉奏奈だから。
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　最初の予定通り、翔しようには厳きびしい取り立てを行う。しかし、方法を変える。舞まい瑠るの望みが叶かなうように全力を尽くす。

　取り立ては、救きゆう済さい。

　澄花のようにこの言葉を掲かかげて仕事をすることは、今の自分にはできない。

　だけど、翔にとっても、舞瑠にとっても、これが救済になると信じて、勇司は翔から取り立てる。

　ぽつりと、莉り奏そ奈なが言った。

「その翔しようって子、かわいそうな子よね。信用でお金は貸せるけど、お金で信用は買えないのに」




　　　　￥　　　　￥




　高校生の時、僕は至って普通の学生だったと思う。勉強も普通、運動も普通。クラスで浮いているようなこともなく、別にイジメを受けているわけでもなく。

　休み時間は数人と友達と共通の趣しゆ味みの話をする。あの新作ゲームはもう予約したかとか、あのマンガは来週どうなるんだろうとか、これを貸すからあれを貸してとか。それ以上の特別なことを望むこともなく、穏おだやかに時間を過ごしていた。

　恋をした。

　それは決して特別なことじゃない。男子として高校生をしていれば、女子を好きになるのは普通だ。ゲームやマンガが好きだって、女子も好きになる。当たり前だ。

　好きになった女子とは同じクラスだけどあまり話したことはなくて、僕のことを何とも思ってないことなんてわかっていた。だけど、嫌きらわれているようなこともないはずだった。だって、そもそも接せつ点てんがないから、嫌われようもない。

　だから、友達からなら始められるかもしれないと思った。恋人がいる奴やつは当然のように羨うらやましかったし、女子と普通にお喋しやべりができる奴も同じように羨ましかった。

　彼女は僕と同じで、というより大たい半はんの奴がそうなんだけど、特とつ区く大学にそのまま進学することが決まっていた。もし友達になれたら、大学という新しい環かん境きようで一いつ緒しよに勉強したり遊んだりして、恋人という関係に発展するかもなんて淡い期待も抱いだいていた。

　卒そつ業ぎようが間ま近ぢかに迫った時、僕は全身の勇気を振り絞しぼって告こく白はくをした。

「好きです。よければ友達から始めてくれませんか」と。

　返ってきたのは、断りの言葉なんてものじゃなかった。拒きよ絶ぜつの言葉だった。

「嫌いや。キモい」

　去っていく彼女の背中を見ながら、僕が思ったのは「おかしい」ということだった。

「ごめんなさい」ならわかる。「キモい」と言われたのだ。僕はずっと彼女から気持ち悪いと思われていたのだ。ほとんど接点なんてなかったのに、だ。

　彼女はきっと、ゲームとかに全然興きよう味みがなくて、というよりもゲームはイコールでオタクというイメージを持っていて、そんな話ばかりしている僕を遠くから見ていて、遠くから気持ち悪いと思っていたのだろう。あるいは単純に、僕の外見が嫌いだったのかもしれない。

　僕は理解する。ほとんど知らない人からも、ほとんど話したことがなくても、嫌われることがあると。

　途と端たんに、人の目が気になるようになった。いや、怖こわくなった。あいつは僕のことをどう思っているんだろう。普通に話をしているけれど、心の中では僕のことを嫌きらっているのではないか。こいつはどうだ。あいつは、あいつは。

　嫌われるのが怖こわい。

　嫌われたくない。

　人にん気き者ものになりたいわけじゃない。ただ、負の感情を向けられるのが何より怖い。

　そんなふうに周りの視線に怯おびえながら、僕は大学生の生活をスタートさせた。

　親の意い向こうでアルバイトを始め、人間関係が広がった。それと比例して、自分がどう思われているかがやっぱり気になった。

「いい人」だと思われていれば、嫌われることはない。だからシフトを交こう換かんして欲しいと言われた時は授業があっても断らないし、頼まれた仕事もちゃんとやった。

　そのうち、差し入れを買ってアルバイトに行くことが多くなった。少しでもお菓か子しとかを持っていけば、感謝される。これくらいの出しゆつ費ぴで嫌われないで済むのなら安いものだと思った。

　ある日、友達にお金を貸して欲しいと言われた。５千円だし、友達もバイト代が入ればすぐに返すと言っていたから、快こころよく貸した。というより、僕に断ことわるなんて選せん択たく肢しはなかった。断ったら嫌われてしまうかもしれないからだ。結果として、ちゃんとお金は返ってきた。

　金の切れ目が縁えんの切れ目とはよく言ったものだ。

　そうやって僕は、頻ひん繁ぱんに差し入れを持っていくようになり、ジュースや肉まんとかを奢おごるようになった。それと、頼まれたらお金も貸していた。中には返ってこないお金もあったけど、催さい促そくはしなかった。お金にうるさい奴やつだと思われたくなかった。

　何度か、妹に注意された。

　そんなふうにお金使って、自分に使ってないじゃない。と。

　別に自分の服とか、そんなものに使おうなんて考えていなかった。それに自分でバイトして稼かせいだお金なんだから、舞まい瑠るにとやかく言われる筋すじ合あいなんてないんだ。

　ある時、一人の女性と知り合った。

　とてもスムーズに連れん絡らく先を交こう換かんして、あっちも僕に悪い印いん象しようは持っていないようだった。今までできなかった彼女ができるかもしれなかった。

　何度か二人で遊びに行って、これはいけるのではないかと僕が確かく信しんめいたものを感じていた時、彼女は言った。

「母が病気で、お金が必要なの」と。

　とりあえず、その時は２万円を渡した。

　次に会った時、３万円を渡した。

　一昨日おとといは、バイトの給料から５万円を渡した。

　貯ちよ金きんなんてもうない。

　疑うたがっていないと言えば噓うそになる。どんな病気か訊きいても答えてくれないし、手しゆ術じゆつにどれくらいの費用がかかるのかも教えてくれない。薄うす々うす、感づいてはいたんだ。

　でも、もし本当だったら、という懸け念ねんが消えなかった。本当に病気の母親がいて、僕がお金を出さなかったばっかりに死にでもしたら、彼女は深く傷つくことになるし、彼女は周りに言いふらすかもしれない。「あいつがケチったせいで母が死んだ」と。そうなったら僕はおしまいだ。全員から嫌きらわれることになる。居い場ば所しよを失う。それだけは絶対に嫌いやだった。

　彼女が、30万円必要だと言ってきたことがあった。

　僕の財さい布ふには数枚の千円札とＫＴカードがあった。

　きみどりの窓口で新しん幹かん線せんの回かい数すう券を買って、その足で金券ショップへ。32万円分の回数券は30万円の現金になった。

　僕は彼女にその現金を渡した。彼女は「ありがとう」と言いながら、何な故ぜかとても寂さびしそうな顔をしていた。

　また、嫌われずに済すんだ。

　舞まい瑠るは間違っている。お金を使うことで人間関係を良りよう好こうに保たもてるのなら、それでいいじゃないか。お金は働いて稼かせげばいいんだし、どう使おうと僕の勝かつ手てだ。使ったカードの請せい求きゆうは延えん滞たいしてしまっているけれど、まだ一ヶ月しか経たっていないし、そのうち分ぶん割かつで支払えばいいんだ。

　僕は間違っていない。

　間違ってなんかいない。

　間違って……いたのかもしれない。

「はっ……はっ……はっ……」

　喫きつ茶さ店てんを出て、電車に乗って、改かい札さつを出て、走る。先にあるのは、特とつ区くの歓かん楽らく街がい。

『お兄にいちゃん何やってんの!?　ＫＴカードの人が来て、お兄ちゃんが返へん済さいしないから私に代わりに払えって言われた！　何なに買ったの？　バイト代は？　ねえ、どうして私がこんなことしなくちゃいけないの!?　ねえ！』

　なんで舞瑠のところに借しやつ金きん取とりが行くんだ。おかしいじゃないか。延滞してまだ一ヶ月も経ってないのに。そもそも、舞瑠は保ほ証しよう人でもなんでもない。

　あのＫＴカードの菱ひし見みとかいう取り立て人。特とく徴ちようがなくて無む害がいそうな顔しているくせに、裏では僕の家族構成を調べて、舞瑠にまで手を伸ばしていたんだ。きっと同じようなことを他の人にもしているに違いない。あいつは悪あく魔まだ。

　舞瑠くらいの歳としの女の子が短期間でお金を稼ぐとしたら、方法なんて限られてくる。きっと舞瑠もそれに気づいている。だけど僕のために、菱見の魔の手にかかることを受け入れたんだ。

　息が切れる。

　夕方の歓楽街は、にわかに活かつ気きづこうとしていた。これから日が落ちれば、ここはスーツを着たサラリーマンと、呼び込みで賑にぎわう。

　舞瑠が言っていた「変なお店」というのがどこかなどわからない。舞瑠に電話をかけるが、出ない。まさかもう働き始めているのではないか。

　電でん柱ちゆうに手をついて、息を整ととのえる。もう片かたっ端ぱしから店をあたっていくしかない。

　その時、僕の肩に腕が回された。

「よう兄あんちゃん。店、探してんの？」

　がっしりした体格のおじさんだった。参まいったな、呼び込みに引っかかってしまった。何度かこの辺を歩いたことがあるが、こういうのは面めん倒どうなんだ。

「いえ、僕は……」

　僕が拒否の雰ふん囲い気きを出しても、おじさんは完全に無む視し。振りほどこうにも、がっちりと腕でホールドされてしまっている。

「実はよ、今日きようからの新しん人じんが入ったのよ。指し名めい料割わり引びきでいいから、どう？」

「だから僕はそういうのはいいですからっ」

「そうかい。いやー、残念だなあ。かわいい娘こなんだけどなー、まいるちゃん」

「……っ！」

　心しん臓ぞうが止まりそうだった。

　目を見張る僕に、おじさんは胡散うさん臭くさい笑顔を見せた。

「お、やっぱり興きよう味みある？　兄ちゃんも好きだねー。ほら、店はここだから。店には俺おれから連れん絡らくしておくからよ。楽しんできな」

　おじさんに店の場所が書かれた紙きれを受け取る。僕はまた走り出した。

　こういう店は、普通は本ほん名みようでやらないと聞いたことがある。何だっけ、そう、源げん氏じ名なだ。だからおじさんの言った「まいる」が舞まい瑠るの可能性は低い。でも、今はその可能性に縋すがるしかなかった。

　舞瑠を巻き込んでしまった。僕のせいで。僕が延えん滞たいしたせいで。これで舞瑠に何かあったら、僕は舞瑠に、両親になんて謝ればいいんだ。どうやって償つぐなえばいいんだ。

　どうしてこんなことに。

　僕はただ、嫌きらわれたくないだけなのに。

　人の中で、普通にしていたいだけなのに。

　地図を見ながらがむしゃらに走っていたが、段々と歓かん楽らく街がいから離れていっている。そしてたどり着いたのはきれいな外見のビルだった。おじさんに貰もらった紙きれには店の名前はなく、部屋番号だけがあった。

　その部屋の前まで来ても、看かん板ばんらしきものはない。そうか。この店はきっと非ひ合ごう法ほうの危ない店なんだ。

　中にはヤクザがいるかもしれない。だけど、この「まいる」が舞瑠かどうか確かく認にんしないことには戻れない。僕はチャイムを鳴らした。

「はい。予約の方ね」

　出てきたのはきれいな女の人だった。こんな状況なのについ見とれてしまうくらい。

「あの、今日きよう入ったっていう、まいるという人を……」

「ええ。中へどうぞ」

　部屋の中に踏み入れた瞬しゆん間かん、僕の目に入ってきたもの。

「あ……お兄にいちゃん……」

　フローリングの質素な部屋に置かれた椅い子すに座る実の妹、舞まい瑠ると。

「お待ちしておりました、穴あな岡おか翔しよう様」

　悪あく魔まの取り立て人、菱ひし見みだった。
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「ふ……ざけんなっ！」

　翔は部屋にあがるなり勇ゆう司じに突とつ進しんしてきて、胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「ぐっ……」

「なんで舞瑠に手を出してんだよ！　借しやつ金きんしてるのは僕だろ？　確かに僕は返してない。だからって舞瑠に働かせるなんておかしいだろ！」

「お、落ち着いてください……翔様……」

　翔の勢いに、勇司は後ずさる。

「バカ言うな！　真まっ当とうな会社のフリして、裏じゃこうやって変な店と繫つながってて、家族にも手を出して借金を返させてるんだろ！　絶対に訴えてやるからな！」

　翔は殴なぐりかかってきそうな気き迫はくだ。一発くらいは覚かく悟ごした勇司だったが、舞瑠の声が二人の間に割って入った。

「お兄ちゃんっ！　手を放してっ！」

「何言ってんだ舞瑠！　こいつはお前に……お前にっ……」

「菱見さんは悪くない！　聞いてお兄ちゃん、全部、私がやったことなの！」

「……は？」

　勇司の胸倉を摑む翔の力が緩む。

　さらにこのタイミングで、部屋に新たな客きやく人じんが二人。

「翔様、少し、舞瑠様の話を聞いて頂いてもよろしいでしょうか」

　尊そん敬けいする上じよう司し、澄すみ花か。その隣となりにいるのは長く黒い髪かみの持ち主で、勇司もついさっき会ったばかりの少女。

「翔くん……、その、ごめんなさい」

　そう、翔が貢みついでいた女性であり、舞瑠の友人、絵え美みだった。絵美の登場によって翔の手は緩み、勇司は解放される。

　舞台に役者が全員揃そろった。

「絵え美み……さん？」

　当然だが、翔しようはこの状況を飲み込めていない。

「落ち着いて聞いて欲しいの、お兄にいちゃん」

　この場で翔の耳に声を届けることができるのは舞まい瑠るか絵美だ。事情を説明するまでは、ＫＴカードからの声には聞く耳を持たないだろう。

　勇ゆう司じは壁にかけてあったパイプ椅い子すを持ってきて、翔と絵美に座るように促うながした。勇司、澄すみ花か、そして受付をお願いした莉り奏そ奈なは、少しさがって待たい機き。

「舞瑠、どういうことなんだ……？　絵美さんまで……」

　翔はしきりに勇司たちに視線を投げてくる。まだ警けい戒かいされている。それは仕方ない。

　肩で息をしていた翔だが、呼吸が整ととのってくるにつれて、頭にのぼった血も下がってきているようだ。

「あのね、実は私が……」

　舞瑠はゆっくりと、順を追って翔に話した。翔にお金の使い方を考え直してほしかったこと、このままではいつか大きな被ひ害がいに遭あうのではないかと心配なこと、絵美を近づけさせて、ＫＴカードを延えん滞たいするくらい使わせたこと、このまま延滞していると信しん用よう状態に傷がついて社会生活に支し障しようが出るかもしれないと怖こわくなったこと、勇司たちに相談したこと。

　翔は相あい槌づちも打たず、何も言わずに舞瑠の声を聞いていた。いや、何も言えなかったのかもしれない。絵美はそんな翔を心配そうに見ている。

　舞瑠が語り終えても、翔は放心といった様よう子すで背もたれに体重を預あずけていた。そこに絵美が頭を下げる。

「ごめんなさい翔くん。私、翔くんにひどいことをしてしまって……」

　実際に会ってみたら絵美という舞瑠の友人はとても静かな少女で、噓うそをついて男に貢みつがせるなんてことをやるようには見えなかった。絵美は舞瑠のためを思って、かなり無む理りをして演じていたのだろう。

　翔はやっとのことで、言葉を絞しぼり出す。

「いや、絵美さんは悪くないよ……。そうか、噓……だったんだ」

　吐き出すため息の真しん意いはわからない。病気の母などいなかったことに対しての安あん堵どか、絵美との関係がすべて偽いつわりだったことに対しての落らく胆たんか。

「お兄ちゃんからもらったお金は全部ある。だから返へん済さいもすぐできるの」

　舞瑠は封ふう筒とうを取り出す。そこには翔が自分の貯ちよ金きんから絵美に渡した10万円と、換かん金きんして作った30万円の、合計40万円がある。

「舞瑠、前に言ったじゃないか。僕が稼かせいだお金なんだから、どう使うかは僕が決めるって。こんなことしてまで……」

　怒っているというよりも、呆あきれているといった翔しようの表情。舞まい瑠るの気持ちがまだわからないか、と、勇ゆう司じは軽いイラつきを覚えた。

「お兄にいちゃんのお金じゃないでしょ。ＫＴカードのお金でしょ。まだ返してないんだから」

　鋭い舞瑠の言葉に、翔は所しよ在ざいなく視線を逸そらした。まるで舞瑠が姉のようだ。

「だからそれは返すって……」

「返してないじゃん。じゃあ返してよ、今すぐ。菱ひし見みさんに返してあげてよ」

　強気の舞瑠。莉り奏そ奈なにブラコンだとバッサリ言われた兄思いの舞瑠だが、ここでは心を鬼おににして翔を責めている。今の翔に返へん済さい能力はなく、こう言われてしまうと翔に反はん論ろんの余よ地ちはないのだ。

　言葉が喉のどのあたりで詰まってしまっている翔に、舞瑠は続ける。

「お兄ちゃん、私、本当に心配なの。将来、悪い人に騙だまされちゃうんじゃないかって。大変なことになっちゃうんじゃないかって。ねえ、わかってよお兄ちゃん」

　いい家族だ。父も兄弟もいない勇司は、少し翔が羨うらやましくなった。

「……悪かったよ、舞瑠」

「うん」

　ちょんちょんと、澄すみ花かが小さく勇司の脇わき腹ばらをつついていた。口に手を添えて、声をひそめる。

「織おり子こちゃんが妹だったら、テンション上がるよね」

　こんな時に何考えてるんだこの人。

　そこで翔はこちらを見た。勇司は表情を変えず、翔と視線をぶつける。

「でも、どうしてこんなことまで……」

「それは、菱ひし見みさんの提てい案あんなの」

　舞瑠の言葉に勇司は「はい」と返事をする。

「私が提案させて頂きました。舞瑠様、絵え美み様にご協力頂き、言葉を選ばず言わせて頂くならば、翔様をハメました」

「あの呼び込みの人も、ですか？」

「はい。当社の人間です」

　そしてここは一時間２千円ほどで借りられる多目的のレンタルスペースだ。翔が真っ先に向かうであろう歓かん楽らく街がいからの距きよ離りも考えて選んだ。

　翔を誘ゆう導どうするために課長にも参加してもらった。当然ながらこんなことに課長を使うなんてことはあり得ないのだが、課長は了りよう解かいしてくれた。昨日きのう、澄花と一いつ緒しよに課長に協力をお願いしに行った時のことだ。

「課長、明日あした一人の債さい務む者しやに取り立てを行う予定なんですが、協力して欲しいんです」「はあ？　何で俺おれまでかり出されなくちゃいけねえんだよ。お前らでやればいいだろうが」「課長、ここに白いたい焼きが三つあります」「乗った」。

　という高こう尚しような交こう渉しようがあったことは言うまでもない。

「本ほん物ものの人かと……」

　翔しようのその気持ちはわかる。はまり役すぎるもの。受付をしただけの莉り奏そ奈なは別になくてもいい役割だったのだが、「面白そうだから参加させてよ。いいでしょ？」という莉奏奈の意い思し、というか好こう奇き心しんを尊そん重ちようした。

「先に誤ご解かいを解いておくならば、当社は真まっ当とうな業ぎよう者しやであり、当然、いかがわしい店や、暴ぼう力りよく団だんとの関係は一いつ切さい持っておりません」

「それは……わかりました。だから、なんでこんなことを……」

「わかりませんか？　翔様、あなたを痛い目に遭あわせるためです」

　オブラートに包まず、はっきりと勇ゆう司じは言った。

「……え？」

　二にの句くが継つげない翔に、勇司は続ける。

「あなたに金きん銭せん感覚を見直してもらいたい。それが舞まい瑠る様の望みであり、ことの発ほつ端たんでもあります。お金を返へん済さいしてもらうことは簡単ですが、それでは根こん本ぽん的てきな解決にはなりません。ですので、こうやって一ひと芝しば居いうたせて頂きました」

「わざわざ、ですか？」

「そう、わざわざです。あなたがまた同じようなお金の使い方をして、ＫＴカードを延えん滞たいするようなことがあれば、私の仕事が増えますから。……というのは冗じよう談だんですが」

「うわっ、勇ゆう司じくんが冗談言った」

　近くで澄すみ花かから茶ちや々ちやが入った。

　勇司は咳せき払ばらい。

「このようなことが本当に起こり得るということを知って頂きたかった。あなたが延滞することで、誰だれかに迷めい惑わくがかかるということを、です」

　もしすべてが本当だったら。絵え美みとは違い、悪意を持って翔に近づき、お金を貰もらおうと企たくらんでいる女性がいたら。翔は絵美と同じようにお金を渡していただろう。カードを使っても現金が用意できず、他の会社から借りることもできず、ヤミ金に手を出してしまったら。法の外にいる貸かし金きん業者であれば、本当に舞瑠や家族にまで取り立てが及およぶことがある。

　身しん体たい的な被ひ害がいが出るかもしれない。

　翔だけでなく、近くの人にまで。

「…………」

　翔は何も言わない。

「この芝居が、決して大げさなものではないと理解してください。お金の問題は、確実に近くの人に及びます。自分で何とかするからいい、と考えてはいけません」

「……はい」

　これを機に、翔しようがお金の使い方を考え直してくれればと思う。誰だれからも嫌きらわれたくないというのは特別でも何でもない普通の感情で、それを否定はできない。だけど、嫌われたくないからといって一番近い存在である家族に迷めい惑わくをかけるのは、矛む盾じゆんしているのだから。

　さて、と、勇ゆう司じは電でん卓たくを取り出した。

「大変申もうし訳わけないのですが、ここのスペースを借りていられる時間があまりございません。ご返へん済さいの話に移うつらせて頂きます」

　舞まい瑠るが封ふう筒とうから40万を取り出した。

　勇司は電卓を叩たたく。翔の延えん滞たい額がくは32万４８４０円。もちろん40万円あれば足りる金額だ。

「あの……ご迷惑をおかけしました」

　舞瑠から一万円札を三十三枚受け取り、確かく認にんする。

「いえ。……あ」

　そこで重大な忘れものに気づく。

「菱ひし見みくん、どうしたの？」

　澄すみ花かが顔を覗のぞき込んできた。

「おつり、持ってくるの忘れました」

　織おり子この時の失敗を忘れず、領りよう収しゆう書しよはちゃんと作ってきた。その代わりにおつりを忘れた。ぴったりの金額が用意されないことを何な故ぜ想そう定ていしなかったのか。

「はあ……、一分前のキリっとした君が台だい無なしだね。はいはい、私が用意しておきました」

　そう言って、澄花は茶ちや封ぶう筒とうを勇司に寄こした。数枚の千円札と、小こ銭ぜにが入っている。

「すみません。助かります」

　緊きん張ちようした雰ふん囲い気きを自分で作り、自分で壊こわした勇司である。

　領収書は翔へ渡す。

「色々……すみませんでした」

　翔は立ち上がって頭を下げた。

「いえ。今後は、健けん全ぜんにカードを利用して頂ければと思います」

　本来、換かん金きんは強制解かい約やくだが、今回は見送りとした。しかし代わりに限度額を引き下げ、さらにこれから換金だけではなく、延滞が一回でもあれば解約になることを念押しした。

「お兄にいちゃん、最後に一つ、あるの」

　舞瑠が言った。そう、お金を受け取って、翔の返済は終わり。というわけにはいかない。翔はカードを使った。そして延滞をした。だから、翔が返済をしなければならないのだ。

　勇司は舞瑠と目を合わせ、小さく頷うなずいた。

「確かに当社は翔様の分としてご返済を頂きましたが、あくまでこれは、舞瑠様が立て替えたものとして考えて頂きたいのです。ここに７万５１６０円が残りましたから、延滞額から引きまして、24万９６８０円。こちらを、翔様が舞瑠様に返済してください」

　電でん卓たくの画面を見せる。意い外がいだったのか、翔しようは「え？」と舞まい瑠ると勇ゆう司じを交こう互ごに見る。

「お兄にいちゃん、私に、ちゃんと返して」

　これも実は、勇司の提案だった。最初に舞瑠に言った時、舞瑠は「別にそこまで……」と難なん色しよくを示した。しかしそれでは、翔は自分で使ったお金を努力することなく返へん済さいしたことになってしまう。

　自分で使った分は、借りた分は、自分で返す。当たり前だ。

　最終的に舞瑠は同どう意いしてくれた。個人間かんの借り貸しなので、何分ぶん割かつにするか、いくらずつにするかは二人で決めればいい。返ってきたお金をどうするかは、舞瑠が決めればいい。

「翔様、ご自身で努力をして、働いて、返済をしてください。それが必要だと、私は思います」

「……わかったよ舞瑠。バイトして、払う」

　翔の借しやつ金きん返済は、これから始まるのだ。

　レンタルスペースの時間が迫ってきているので、勇司は三人を出口に促うながした。

「舞瑠様、もし翔様の返済が遅れましたら、私たちにご相談ください。取り立ての話わ法ほうを教えますから」

　と、澄すみ花かが微笑ほほえんだ。舞瑠もつられて笑う。

「はいっ。ありがとうございました」
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　そこで、今まで黙だまっていた莉り奏そ奈なが「翔様」と口を開いた。

「あくまで個人的な意見として聞いて頂きたいのですが、人は、人のことをそう簡単に嫌きらいになったりしませんよ」

「……はあ。そう、なんでしょうか」

「『嫌われてるかも』と心配するのは誰だれにでもありますが、大たい抵ていは思い込みで、案あん外がい相手は全然気にしてないものです。それに、相あい性しようの合わない人とは何をしてもお金を使っても合わないですから、切っちゃっていいんですよ。まあ、参考までに」

「…………。はい」

　今までお金を使ってコミュニケーションをとっていた翔しようが、明日あしたからいきなりお金という道具を使わずに人間関係を築きずいていくのは難しいかもしれない。でも、アルバイトを始める前は普通にそれができていたのだから、できないことではないはずだ。

　それにしても、莉り奏そ奈なの「切る」という表現が生なま々なましい。この人は、切ってきた関係がきっと想そう像ぞう以上にあるのだろう。

　舞まい瑠る、翔、絵え美みの三人は深々と頭を下げて、歩いていった。

　姿すがたが見えなくなるのを確かく認にんして、勇ゆう司じはその場にしゃがみこんだ。

「はあー……」

「ぐったりだね、勇司くん」

　同じようにしゃがんで、澄すみ花かが隣となりでにっと笑った。

「ずっと気を張ってて、こう、顔の筋きん肉にくが引きつってる感じが……」

「あはは。ま、織おり子こちゃんの時は素すの優しい勇司くんだったけど、今回はキリっとモードの勇司くんだったからね」

　よしよしと澄花が頭を撫なでてくれた。

　舞瑠に「ありがとう」と言われた。助けた人から言われる、お礼の言葉。

「いいものが見られて楽しかったわ。前もそうだったけど、あなたは斜ななめ上を行くわよね」

　ずっと黙だまっていたが、莉奏奈もそれなりに楽しんでいたらしい。

「残念な兄を持つと苦労するよね」

　澄花は心の底から舞瑠に共感している。苦労しているようだ。

　特に散らかしたわけでもないので、椅い子すだけ片づけてレンタルスペースを後にした。ビルを出たところで課長が煙草たばこを吸っていて、勇司たちに気づくと携けい帯たい灰はい皿ざらにねじ込んだ。

「おう、終わったか」

「あ、本ほん場ばの呼び込みの人」

　躊躇ためらいなく澄花が指さす。今回、一番のはまり役だった人だ。

「違ちげえよ！　お前らの上じよう司しだろうが！」

「んー……ギリで」

「何がギリなんだよ！」

　澄すみ花かの課長に対する態度にハラハラしながらも、勇ゆう司じたちは会社に戻る。歓かん楽らく街がいが近いので、課長は「このまま飲んで行くか」とか言っている。きっと半分以上は本気だと思う。

　もう六月。夏は近く、日は長い。

「課長、ありがとうございました」

「ったく、社員を四人も使って回かい収しゆうは32万かよ。効こう率りついいとは言えねえなあ」

「す、すみません」

　課長も仕事があったはずなのだ。少なくとも、白いたい焼き三つ分は。

　するとまた腕を回された。

「冗じよう談だんだよ。何が何でも回収する。それが俺おれ達の仕事だからな。でもよ、本当はここまでしなくても回収はできたんだろ？　金はあったんだからよ」

　協力してくれるにあたって、課長には経けい緯いを話してある。翔しようについては「残念なやっちゃな」と言っていた。

「はい。でも、延えん滞たいの再発を防止するには、こうした方がいいと思ったんです」

　正直に答えたつもりだった。だけど課長は笑って。

「っていうのは建たて前まえでえ？」

「はい？」

「翔って奴やつを痛い目に遭あわせたかったんだろ？　今まで全っ然払わねえで、意思もねえ。そのせいで俺は愛いとしの澄花ちゃんとケンカまでしちまった。そりゃあ、とっちめないと気が済まねえよなあ」

「澄花ちゃんとか、キモいんでやめて欲しいんですけど」

　すぐ後ろを歩く澄花が口を挟んだ。

「うっせ。で、どうよ菱ひし見みぃ。別に隠かくさなくてもいいんだぜ？」

　絡み方が完全に「その筋すじの人」だ。

　勇司は数秒沈ちん黙もく。

「……ちょっとだけ」

　親おや指ゆびと人ひと差さし指ゆびで、限りなく小さい隙すき間まを作る。

　正直なところ、翔が息を切らして焦あせった顔で自分と舞まい瑠るが待つレンタルスペースに駆かけ込んできた時には、ちょっとスッキリした。人間だもの。

「あっはっは！　悪い奴やつだ。聞いたか三みつ井い。こいつは管理課のエースになれる器うつわだぜ」

　取り立てのエースって、あんまり嬉うれしい響ひびきじゃないんだけど。

「すみません。本当は仕事に私し情じようを挟はさんではいけないと思うんですけど……」

「ああ？　気にすんなそんなの。ウチにロボットはいらねえよ。好きにやれ。法に触ふれない範はん囲いでな」

　腕から解放されたと思ったら背中を叩たたかれた。だから痛い。

「勇ゆう司じくんは私が責任持って育てますから、課長は黙だまって見ててくださいよ」

「へーいへい。おう斎さい田た、三みつ井いはどっちかっつうと正せい統とう派だからな。取り立て業ぎよう務むの『汚さ』はお前が教えてやれよ」

　いきなり振られた莉り奏そ奈なだが、しかし余よ裕ゆうの笑えみを返す。

「ええ、任せてください。勇司くんみたいな真まっ白しろな子を染そめるのは得意ですから」

　背せ筋すじに冷たいものが走った。色んな意味で危ない気がする。

「…………」

　鞄かばんに重みを感じる。織おり子この時もそうだ。債さい務む者しやから受け取ったお金は重く感じるのだ。

　債務者の知らないところで、近くにいる人が苦しんでいる。お金の問題とはそういうもので、そのお金を扱うのが自分たちの仕事。

「ま、色々経けい験けんしな。ちゃんと前向きに返へん済さいしてくれるのもいれば、どうしようもないクズもいる。ホームレス寸前の奴やつもいれば、刑けい務む所しよに入っちまった奴もいる。翔しようっていうのもなかなかのもんだが、下には下がいるぜ？」

「翔さんは大だい丈じよう夫ぶです。これからよくなるはずです」

「おっとそうだな。『菱ひし見み劇げき場じよう』でぶっ飛ばしてやったもんな。懲こりただろうよ」

　その時、腕を引っ張られて勇司は課長から離された。澄すみ花かだった。

「ちょっとぉ、何で課長が締めようとしてるんです？　私の部ぶ下かなんですけどぉ」

　じっと睨にらむ澄花に、課長は肩をすくめてお手上げのポーズ。

「おー怖こわい怖い。姉あねさん女によう房ぼうは怖いねえ」

「なっ……」

　澄花の頰ほおが染まる。

「あら澄花、顔が赤いわよ」

「夕陽ゆうひだもん！　夕陽のせいなのっ！」

　ごまかすように澄花は莉奏奈に飛びつく。ぽかんとしている勇司だが、そこにすかさず課長がやってきた。

「経験といやあ、菱見、アレはいつ行く？」

「アレ？」

「前に割わり引びき券けんくれてやっただろうが。今日きようでもいいぜ。つうか、店この辺じゃね？」

　あのピンク色の割引券か。一応、財さい布ふの中に入ってはいるが、いつか課長に返そうと思っていたのだ。気になって詳しく調べて後こう悔かいした。

「あんなのいりませんよ。お返ししますっ」

「つれねえなあ。社会人になったんだから、これくらい嗜たしなんでおけって」

「いいですってば！　……ん？」

　後ろに気け配はい。そこには澄花と莉奏奈がどこかサディスティックな笑みを浮かべていた。莉奏奈はいつもとあまり変わらないけど。

「勇ゆう司じくん、何の話をしてるのかなあ。お姉ねえさんに教えて欲しいなあ」

　絶対無む理りだ。

　さてこれから、勇司は澄すみ花かと莉り奏そ奈なから質問攻めに遭あうことになる。頼みの課長はというと、「男の秘ひ密みつってやつよ」と豪ごう快かいに笑うだけ。

　会社までの距きよ離りが、異常に長く感じだ。







「今週もお疲れー。また来週ね」

　勇司が翔しようの返へん済さい処理を終えるまで澄花は待ってくれていて、二人で一いつ緒しよにタイムカードを押した。莉奏奈はすでに帰ってしまっている。

　勇司は一つの決心をしていた。

「あの、澄花さん」

　ジャケットを羽は織おり、部屋を出ていこうとする澄花を呼び止める。口の中が乾かわいてきた。

「ん？　なあに？」

　ここで言わないと、次の機き会かいが遠くなってしまうような気がする。

「もしよろしければ、明日あした、遊びに行きませんか？」

　心しん臓ぞうが破けてしまいそうだった。







　　　　　エピローグ







　六月三日、土曜日。勇ゆう司じは相変わらずの無ぶ難なんな服装で澄すみ花かと歩いていた。自分から誘ったのだから、目的地くらいは決めなければと思って昨夜は散々悩なやみ、最終的に特とつ区くが誇ほこるテーマパーク、ジョイランドに決めた。織おり子こがアルバイトをして、勇司と一いつ緒しよにベストカップル決定戦に出場した場所でもある。

「いやー、まさか勇司くんから誘ってくれるとは思わなかったよ」

「すみません、急に誘ってしまって……」

「ううん、別にいいよ。私も暇ひまだったし。っていうかさ……」

　着ている服の総そう額がくが勇司と一ひと桁けた違うであろう澄花は、ジョイランドのパンフレットを開きながら勇司をじとっと睨にらんだ。

「はい？」

「堂々と織子ちゃんと二ふた股またかけるとか、いい度ど胸きようだよね」

「あっ、いえ、そういうんじゃないんですっ。穴あな岡おかさんの件も無ぶ事じ終わりましたし、迷めい惑わくもかけてしまったので、その……」

「ああなるほど、今日きようは接せつ待たいなのねー」

「接待ってわけでもなくてですね……」

　冷ひや汗あせをかく勇司に、澄花は微笑ほほえんでみせた。

「冗じよう談だんだよ。私は、君から誘ってくれて嬉うれしい」

　澄花は「あれに乗ろうよ」とアトラクションを指差し、歩き始めた。勇司も隣となりに並ぶ。

「あの、今月は目標達成できるように頑がん張ばります」

「そうだね。あ、仕事の話はオーケー？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

　澄花を背負って歩いたあの夜、休日まで仕事のことを考えないように、澄花は遊びに行くのを躊躇ためらったと言っていた。だけど、翔の件も終わって週末を迎えようとした時、澄花と遊びに行きたいという気持ちが勝ってしまったのはどうしようもない事実だった。翔の回かい収しゆうをした直後という勢いもあったのかもしれない。

「六月はね、回収しやすい月なんだよ。どうしてかわかる？」

　どこか自じ慢まんげに澄花は言った。

「えっと……梅つ雨ゆは……関係ないか」

「関係ないねえ。六月ってね、会社勤づとめの人はボーナスがあるし、お年とし寄よりには年金が支し給きゆうされるんだよ」

　収入が増える人が多くなるのか。普段の給きゆう料りようから返へん済さいできない人も、ボーナスが出ればそこから払ってくれるかもしれない。いや、そこから払わせるんだ。他に使ってしまう前に。

　ちなみに、一般的な年金の支し給きゆう日は偶ぐう数すう月の十五日だ。高こう齢れいの債さい務む者しやや、親の年金しか収入がない債務者には、この日の前後を狙ねらって電話をしてみよう。

「なるほど……」

「今度、過去のデータを見せてあげるよ。六月と十二月は書き入れ時どきだよ」

　つい、メモ帳を探してしまった。澄すみ花かが「会社じゃないよ」と笑う。

　土曜日とあって人は多い、三十分待ちのアトラクションに並んでいると、澄花が「そうそう」と勇ゆう司じを呼んだ。

「何ですか？」

「君の借しやつ金きん減へったよね。確かく認にんしておこうよ」

　すっかり忘れていたと言ったら澄花に失礼なのかもしれないが、翔しようのことや回かい収しゆう成績のことばかり考えていて、自分のことが後回しになっていた。

「えっと、翔さんの返済が32万４８４０円ですから……」

「半分で16万２４２０円。勇司くんの借金が９９８万２１７０円だから、引いて９８１万９７５０円だね」

　相変わらず澄花の暗あん算ざんは速い。

「……あんまり減った実感がないですね。金額が大きすぎて」

「そうかもね。でも六月で一気に回収できれば、どんどん減っていくよ。君がどれだけ回収するか楽しみだよ」

「はいっ、頑がん張ばります！」

　勇司が姿し勢せいを正すと、こんなところで大きな声を出すなと怒られた。しまった。

　一つ目のアトラクションを楽しんで、次はどうしようかと悩んでいた時だった。

「えいっ」

「わっ……」

　澄花が腕を絡からませてきたのだ。思わず身を引いてしまったが、引き寄せられる。

「引かないでよー。今日きようはデートでしょ？」

「デートって……」

「まあいいじゃん。ねえダーリン」

　今いま時どきそんなこと言う人どこにもいないと思う。

　知り合いに会いでもしたら一いち大だい事じだと勇司はせわしなく周りをキョロキョロ。すると、同じように腕を組んでいるカップルがいくつも目に入ってくる。この空間では、こうしていても目立たないのか。純すみ斗とに目もく撃げきされたら命が危ないけど。

「…………」

　腕を組んだこの状態では、頭がまともに働かない。でもせっかくだからこのまま澄すみ花かと歩きたい。人生最大ともいえる葛かつ藤とうを抱いだきながら、勇ゆう司じはできるだけ平へい静せいを装ってジョイランドを歩いていた。

「勇司くん」

　すぐ近くで澄花の声。嫌いやでも意識してしまう異い性せいの存在。上じよう司しじゃなくて、女性。

「は、はいっ」

「あはは、緊きん張ちようしてるー。……私さ、将来は社長になりたいんだ」

　突然の告こく白はくだった。まるで小学生が語るような夢。でも言ったのは澄花で、そして澄花なら現実にしてしまいそうな夢。

「ＫＴカードの、ですか？」

「それもアリだね。だけどウチの社長になるにはあと何十年も必要だもん。もっと早く実現するなら、自分で起き業ぎようすればいいと思わない？」

「そりゃあ、もし澄花さん一人でも、社長は社長ですけど……」

　毎年、いくつもの会社が生まれて、いくつもの会社がなくなっていく社会で、きっと澄花はどんどん自分の会社を大きくしていくだろう。盲もう信しん的だと言われてもいい、買いかぶり過ぎだと言われてもいい。自分は、澄花はそういうことができる人だと信じている。

「まあ、まだ先のことだよ。この野や望ぼうを話したのは君が初めてなんだから。内ない緒しよにしておいてね」

　勇司が返事をすると、澄花は「でも」と続けた。

「もし私がＫＴカードを辞やめて独立するって言ったら……ついてきてくれる？」

「もちろんです！」

　即答だった。

「あはは、そんなに簡単に自分の人生決めちゃダメだよ。何の会社にするかも決めてないのに。だけど、嬉うれしいよ。……ありがと」

　絡からめた腕にぎゅっと力が入って、さらに体が近くなる。

　澄花が社長か。どんな仕事をするかわからないけれど、楽しい会社になるに違いない。

　いつ実現するかもわからないオフィスを想そう像ぞうしていた勇司は、横から歩いてきた人に気づかずにぶつかりそうになってしまった。

「あ、すみませ……んん？」

「いえ。二人とも、楽しそうで何よりだわ」

　莉り奏そ奈なだった。しかも織おり子こと一いつ緒しよだ。勇司と澄花は反射的に組んでいた腕を離す。

「菱ひし見みさん、三みつ井いさん、こんにちは……」

　織子は控ひかえ目に一礼。うわ、絶対見られた今の。

「ちょっ……どうして莉り奏そ奈なちゃんがいるのよ。しかも織おり子こちゃんと」

　澄すみ花かの疑問はもっともで、この二人は知り合いではあるものの、仲良く遊びに行くほどの関係ではなかったはずだ。いつの間に。

「あなたが昨夜、『勇ゆう司じくんにジョイランドに誘われちゃったどうしよう！』ってテンパった電話してきたんじゃない」

「そ、それは確かにしたけど……」

　いつものように余よ裕ゆうの笑えみを浮かべる莉奏奈に、澄花もたじろいでいる。

「だから遠えん藤どうさんにも教えてあげたのよ」

「その『だから』の繫つながりはおかしくありません!?」

「あら、そうかしら」

　この表情である。

「絶ぜつ対たい楽しんでますよね」

「ただでさえ楽しみの少ない社会人なんだから、楽しみは自分で見つけていかないとね」

　見つけるというより作り出したのではないか。

　すると、恐る恐るといった感じで織子が口を開いた。

「あの、お二人は、その……お付き合いされてるんですか？」

「い、いえっ。そんなことはなくてですね……」

「そうだよ織子ちゃん。腕組んでたのだって、なんかノリでね……」

「ノリって感じじゃなかったけどねえ」

「莉奏奈ちゃんシャラップ！」

　澄花が莉奏奈に飛びついた。さて、ここはジョイランドの中で、今もたくさんの人が行き交っている。男一人に女が三人という組み合わせに好こう奇きの視線を向けている人は少なくないのだが、そのことに勇司は気づいていなかった。

「あのっ、菱ひし見みさん。よろしければ私、お弁べん当とう作りますっ」

　突とつ然ぜんの織子の申し出に、勇司は言葉の意味を理解するのに数秒かかった。

「はい？　あ、いや、お弁当って、遠藤さん学校あるじゃないですか」

「早起きして、お弁当を菱見さんに届けてから学校に行きます。お仕事大変そうですし、栄養のあるものを食べて欲しくて……」

　織子の弁当が美お味いしいことは知っている。正直、それが毎日食べられるのは嬉うれしい限りなのだが、さすがにお願いしますとは言えない。

「嬉しいですけど、いくらなんでも遠藤さんに悪いよ。俺おれは別に……」

　勇司の言葉を遮さえぎったのは澄花だった。

「じゃあ私も作る！」

「何で張り合うんですかっ！」

　その時、莉り奏そ奈なが遠くの方を指差して「何か来たわ」と言った。

　猛もうスピードで何か叫びながらこちらに走ってくる何かが純すみ斗とだとわかった瞬しゆん間かん、勇ゆう司じは今日きようを無ぶ事じに終われないことを悟さとった。

「はぁ……」

「勇司くん、言ってもいいかしら」

「何でしょう、莉奏奈さん」

「私、今すっごく面白いんだけど」

　もう、好きなだけ言ってください。
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　　　　　あとがき




　この話を書いている最さい中ちゆう、嫌いやでも自分の社しや会かい人じん一年目のことを思い出しました。私と同どう期きたちは入社して約やく一週間の研けん修しゆうを受け、各かく部ぶ署しよに配はい属ぞくとなりました。

　それから三ヶ月の試し用よう期間を経て、七月に晴れて本ほん配属という形になりました。そこで教育担たん当とうの先せん輩ぱいが、三ヶ月頑がん張ばったんだから有ゆう給きゆうでも取りなよと言ってくれたので、お言葉に甘えて一日お休みをもらいました。しかし、それで生活のリズムが狂ったせいか急に体調を崩くずし、その月、私はさらに二日の有給をもらうことになってしまうのです。

　この本が出版されるのは三月で、就しゆう職しよくや進学など、来月から新しい生活が始まる方も多いかと思います。体調の管理にはくれぐれも気をつけてください。

　とか言いつつ、私はこのあとがきを会社を休んで書いています。風か邪ぜをひいたんですよ新年早そう々そう。




　こんにちは、高たか遠とお豹ひよう介すけです。『三みつ井い澄すみ花かと四角い悪あく魔ま』の二巻をお届け致します。

　さて、一巻では新しん人じんということで二人の美人に甘やかされながら取り立ての仕事をしていた勇ゆう司じですが、段だん々だんとこの仕事の本来の姿すがたが見えてきます。もちろん今回も美び少しよう女じよは降ってきません。私のところにも降ってきませんでした。




　また、作中で澄花が「オーソリゼーション」というクレジットカードのシステムについて簡単に説明をしていますが、それだけではわかりにくいという方のために、ここで補ほ足そく説明をしておきたいと思います。

　ある夏の日、私と同期、そして上じよう司しの三人で、他の会社の女性と食事をしました（※合コンといいます）。その後、男おとこ三人で二次会として女の子とお酒を飲みながらお喋しやべりできるお店（※キャバクラといいます）に行くと、他に席が空あいていないという理由で他よりも少し豪ごう華かな部屋に案内されました（※ＶＩＰルームといいます）。そこで女の子と一いつ緒しよにお酒（※鏡きよう月げつといいます）を飲みながらお喋りをしたり、メアドの書かれた名めい刺しをもらったりしながら（※その気になってはいけません）、楽しい時間を過ごしました。

　延長を繰り返しながら飲んでいると、終電の時間が迫ってきたため、私はそこで離り脱だつし店を後にしました。次の日、上司と一緒に店に残った同期に話を聞くと、結けつ局きよく二人は閉店までいて、タクシーで帰ったそうです。

　その会計の際、カードを使って料金を支払おうとしたところ、深夜の上に高こう額がくの請せい求きゆうだったせいで（※20万超ちようです）、カードが使えなかったそうです。つまり、カードが悪あく用ようされているのではないかとシステムに疑われたのです。

　おわかり頂けたでしょうか。これがオーソリゼーションです（※実話です）。

　私はそれが人生初はつのキャバクラだったのですが、いい勉強になりました。ええ本当に。




　一巻をお読みになって察した方がいらっしゃるかどうかはわかりませんが、私は現げん役えきの取り立て担たん当とうです。就しゆう職しよくする前にアルバイト先の人には「良心が削けずられる仕事だね」と言われたりもしましたが、やってみると意い外がいとそうでもありませんでした。実際、私はこの仕事に何一つ負い目を感じていませんし、結けつ構こう楽しんで毎まい日にち仕事をしています。先日、課長から「この仕事向いてるね」と言われました。どの辺が向いているのかと訊きき返せば「何より打たれ強い」らしいです。私はこんなに繊せん細さいな心の持ち主だというのに、ねえ。

　そんなわけで、作中で勇ゆう司じが苦労することになる名もない厄やつ介かいなお客様たちのセリフですが、ほとんどが実際に私が言われたことだったりします。いやあ、そういう方の相手をするのもなかなか刺し激げき的なものですよ。







　以下、謝しや辞じとなります。

　今回も素晴らしいイラストを描いてくださったプリンプリンさん、お忙いそがしい中、ありがとうございます。プリンさんもツーサイドアップが好きとのことで何よりです。また焼き肉でも食べに行きましょう。

　そして担当様、打ち合わせの際、風か邪ぜをひいてしまっていて、ゴホゴホと咳せきがうるさくてすみませんでした。電話越ごしにうつらないことを願っております。

　そして、この本を手にとって読んでくださった読者の皆様に最大の感謝を。

　機会があれば、またお会いしましょう。








高たか遠とお豹ひよう介すけ
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高たか遠とお豹ひょう介すけ

東京生まれの千葉育ち。カードを使っていないという友人にカードの良さを力説したりしています。怖くない。怖くないよ！　久し振りにメガネを新調しました。てっきり値札はレンズ代込みだと思っていたのにフレーム代だけで、意外に高くついてしまいました。
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プリンプリン

１９８Ｘ年１月12日生まれの自称Ｂ型。

クレカの申請をするものの審査落ちして、やさぐれる日々を過ごしています。









[image: ]電撃文庫





三みつ井い澄すみ花かと四し角かくい悪あく魔ま2








高たか遠とお豹ひよう介すけ





発　行　　　　2013年11月28日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2012 HYOSUKE TAKATO





※この電子書籍は2012年3月10日発行の電撃文庫『三井澄花と四角い悪魔2』初版に基づき制作











[image: ]




item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		１



		２



		３



		４



		５



		エピローグ



		あとがき



		奥付











item/image/p241.jpg





item/image/p261.jpg





item/image/cover.jpg
T
____mr__mlm@ﬂ

_._<omczm TAKATO)






item/image/k002.jpg
T

ERIcC2uED.
ZRn o)






item/image/k001.jpg
UV /
ANSAN SNSRI






item/image/p114.jpg





item/image/p279.jpg
\ [ ) /
/
»/ \”’5






item/image/k004.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p193.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/hyou4.jpg
FERGE

STAFF CARD

AARS - 00001020

TS - A
i L] FigR

,|‘.J\!0)1"\'(3‘:'WU) HITHBT LIS






item/image/p095.jpg





item/image/p172.jpg





item/image/t009.jpg
-~ B P e N\

SIRZONDINNDN)

o TEERE





item/image/p045.jpg





